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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　美しく平和な世界






『あなたの歌は天上の調べ。あなたの歌を聞いたなら、どんな遠くへも飛んでゆけます』

『みなが姫を愛し、敬っています。姫は我が一族の誉れ、すべての美しきものと善きものの結晶なのです』

　周囲の大人はみなそう言ってくれたので、アミラは少し気恥ずかしかったけれど、嬉うれしかった。

　世界のすべては温かな光と穏やかな風、そして美しい歌に満ちていた。

　頰を撫なでる風は心地良く、小鳥たちのさえずりはこんなにも麗しい。

　アミラにはいつも自然の奏でる旋律が聞こえていた。自分に、歌うべき歌を教えてくれている。だから歌わずにはいられない。美しい世界と歌で一体になれる喜びは何ものにも代え難かった。その歌が周囲を幸せにしてくれるなら、こんなに完璧なことはない。

『あなたは我が一族の宝。あらゆるものからあなたを守ります。姫の周りがすべての善きもの、美しきもので満ちるように。だからどうか、その美しい歌を曇らせることのありませんように──』

　みんなが愛してくれた。守ってくれた。すべてが平和で穏やかで、何の不安も恐怖もなく過ごせた日々──。明日も明後日あさつても明明後日しあさつても、永遠に続くことを信じて疑わなかった安寧。

（……戻りたい）

　いまのアミラは、その日々がもう過去になってしまったと知っている。

　もう夢の中にしか存在しない。

　風を切る矢。飛来する炎。黒い煙。怒号。悲鳴。巨大な十字架。釘くぎが打たれ、おそろしい音が聞こえる。仲間が磔はりつけにされる音──。

（いや……！）

　目を閉じて耳を塞ぐ。だがそのおぞましい音も光景もどこまでも追ってきて、美しい世界を、過去を塗りつぶそうとする。

　嵐をやり過ごすように、アミラはただうずくまって耐える。そうしてやり過ごせば、あの平和な日々がまた戻ってくるかもしれない──。

（戻り、たい……）

　すり切れそうなほど過去をなぞり、願う。

　こんなおそろしい現実は要らない。すべては悪夢で、目が覚めたらまたあの日々に戻っていたらいい──。






一章　英雄の望みと失われた歌






　──引きこもりたい。

　圧倒的に。絶対的に。一切の完かん膚ぷなきまでに引きこもりたい。

　それが、年は十六、七前後と思われる白はく火びの切実な思いであった。

　うららかな午後の昼下がり。天は高く、空は青く澄み渡り、地上の混迷とはほど遠く明るい光を大地のすべてに投げかけている。

　その明るい光を極力避けるように、白火は古びた宝物庫に自ら閉じこもっていた。

　ここ、《神獣降りし大地フオアフアーレン》の首都テンペルは、獣人──もとい《獣の末裔テイア・メンシユ》とよばれる種族の心臓部である。そして白火がいるのは首都テンペル内の城、神獣《テンガイ》の末まつ裔えいたるソウガ一族の城なのである。

　もっとも天高く聳そびえ立たつ城の、そのもっとも暗く低い場所が宝物庫の一つだ。

　人間で唯一出入りを許されている白火は、そこに逃げ込んでいた。

（無理。無理無理無理、ほんと無理）

　床に座り込み、頭を抱え込む。

　短く切られた黒髪を神経質にかいて、あー、うー、と意味もなくうめいていると、

「見つけたっ!!　こんなところで何をしているのだ!?」

　潑はつ剌らつとした声がいきなり背後から響き、白はく火びは飛び上がった。振り向くと、鮮やかな日ひ射ざしを思わせる金髪の少女がいた。

「ぐ、グウィン……」

「うむ？」

　深紅の衣に身を包んだ少女が、腰に手を当ててやや前まえ屈かがみで白火を見下ろしている。金色に縁取りされた赤い衣の下で、豊かすぎるほどに実った胸が大いに主張していた。鎖骨や胸元は惜しげもなくさらされて、傷一つない肌はこのかびくさい地下の中で唯一光を放っているようだった。

　白火は息を吞のんだ。その姿を見るのははじめてではないというのに、思わず喉が鳴った。

　ぴこっ、と金髪の上で大きな三角耳が動く。《ソウガ》の一族は猫系の獣に似た特徴を持つが、その姫君であるグウィンもまた、明るい金の産毛に覆われた獣耳があった。内側は淡い桃色で、綿毛に似た細い白毛が付け根から飛び出ている。

　腰の後ろあたりからは同じ金色の尾がゆらゆらと揺れていた。

（……やっぱり、すごい《素材》だよなあ）

　透き通った肌のみならず、引き締まったのびやかな手足に、明るい夜空のような碧へき眼がん。すっきりとした鼻筋に、自然な桃色に染まり、潤いに満ちた唇。細さの中に凜り々りしさのある金の柳りゆう眉び。

　グウィンという少女の中には、鍛錬されたしなやかさと清廉さ、女性の艶えん美びが見事に共存している。

　この絶妙な美しさを永遠に留とどめておきたい──《封ほう命めい具ぐ》に、剣の形にしたい。

　白火を山奥から引きずり出し、《獣の末裔テイア・メンシユ》たちを救えなどという無む茶ちやな条件を吞ませたのは、ひとえにこの衝動をひどく刺激する素材ゆえだった。

　白火が思わず見入っていると、グウィンが片眉を上げた。悪戯いたずらっぽい顔つきになる。

「そんな呆ほうけた顔をしてどうしたのだ。妾わらわの美しさに見とれていたのか？」

「うん」

「!!　ばっ……!!　そこで素直に肯定する奴やつがどこにおるのだ!!」

　グウィンの頰が瞬く間に赤くなり、金色の耳がピンと立った。

　白火が目を瞬かせると、ソウガの姫君はひとりでに慌てた後で、大仰な咳せき払ばらいをした。

「と、ともかくだ。貴殿はこんなところで何をしているのだ。我が国の重要人物──《救国の邪匠》ともあろうものが、こんな暗くてじめじめしたところに一人でいるとはどういうことだ」

「……暗くてじめじめ、一人、最高」

「目が死んでおるではないか!?　ええい、こんなところにこもっているからそうなるのだ！　脱出せよ！」

　初めて会ったときに似て、グウィンは白はく火びの腕をつかんで無理矢理引きずっていこうとする。

　少女の姿であっても《獣の末裔テイア・メンシユ》であるグウィンの力は、見かけよりもずっと強い。

「いやだ！　僕は引きこもる……っ!!」

　白火が抵抗し、訴えると、グウィンは腕を放した。そして呆あきれと疑念の目を向ける。

「引きこもりたいとはまた面妖な……いきなりどうしたのだ？」

　訝いぶかしげにそう言われ、白火は少し言葉につまった。もとよりさほど他人と話すのは得意ではなく、微妙な気持ちを言葉で表すのは難しかった。

　むう、とグウィンが小さくうなった。やむをえん、とつぶやいて、白火の隣に腰を下ろす。赤い衣の裾が床に広がると、開いた花のようにも見えた。

「もしや、何か不満があるのか？　あるいは何か嫌なことでもあったのか？」

「……いや……、そういうんじゃない、けど」

「では何なのだ。説明もせず、いきなりこう引きこもられては心配になるではないか。……わ、妾わらわだけでなく、他の者もな！　ちゃんと説明するのだ！」

「……」

「こら！　いかにも面倒くさいという顔をするでない!!　貴殿に饒じよう舌ぜつさなど求めておらぬから、せめて最低限の言葉は尽くせ!!」

　実際、白火は面倒くさくなった。少し前までは引きこもること五年、他人との会話さえない生活を送ってきたのである。

　黙り込んでいると、グウィンの視線を感じた。何かを言おうとしてかすかに息を吸い込む音がする。白火は内心で構えたが、グウィンはそれ以上何かを言うことはなかった。

　むう、と少し悩ましげにうなって、それだけだった。かといって白火の隣から去る気配はない。黄金の髪の上で、同じく金の産毛に覆われた三角耳がぴこぴこと忙せわしなく動いている。

（……こういうとこ、意外だな）

　グウィンは意外に、派手な外見ほど口うるさくはない。

　白火はあぐらをかいた足の上に手を投げ出しつつ、ぽつんと切り出した。

「……苦手なんだよ」

「な、何がだ？」

「複数の他人と、長時間すごすの。疲れるし気が散るし……」

　ソウガの姫君は瑠る璃り色の目を大きく見開き、長い睫まつ毛げをぱたぱたと上下させた。まじまじと白火を見つめ、珍獣でも前にしたかのような顔をする。

「他者といるのが駄目なのか？」

「たぶん。というか大勢が苦手なんだ。一人の時間がないと、死ぬ……」

　白はく火びの声は無意識に萎しおれていった。死ぬ、という部分にグウィンは更に驚いたような顔をする。

　──そしてもう一つ、無視できぬ原因があったが、それを言葉にしたくはなかった。

　グウィンは戸惑うように目を瞬かせ、ほっそりとした指を唇の近くにあてた。

「そうか。しかしソウガの者たちは強い戦士が好きなのだ。貴殿の功績からすると、戦士たちが貴殿に興味津々なのもやむないこととは思うのだが」

「……だから、それが無理なんだって。きつい」

　皇帝直属の騎士──《十二刃》の一人であるオースを倒し危機を退けてからというもの、白火に対するソウガ一族の評価は一変した。冷ややかな懐疑の目は驚きよう愕がくと賞賛に変わり、忌き避ひと嫌悪は親愛と興味に取って代わられた。

　つまりそれまでわりと放ほうっておかれた白火は、一気にグウィン以外の見知らぬ《獣の末裔テイア・メンシユ》たちに押しかけられることになった。白火はこれほど多くの好意を向けられたことはなかった。だが予想外の形であまりに多くの他人と接することになり、精神が悲鳴をあげた。

　グウィンはまた忙せわしなく瞬きをする。

「ソウガの者たちが、貴殿にとっては疎ましいというのか……!?」

「そういうことじゃない。押しかけるのをやめろっていう話だ。僕は静かに作りたい。気が散るのは困る。あんたたちだってそうだろ」

　白火だけが《封ほう命めい具ぐ》をつくる力を持ち、ソウガの武具全般の供給を担っている。

　その武具担当が集中できない、などとあってはソウガの戦力そのものにも関かかわってくる。

　白火がそう気持ちをこめて言うと、むむむ、とグウィンは難しい顔になった。

「うむ、集中したい、というのはわかるが……。しかし賞賛の言葉や親交も要らぬ、と言うのは……」

　白火は黙った。

（……別に、わかってもらおうとは思わないし）

　他人に、自分のことをわかってもらおうなどとは思わない。そんなことは不毛なだけだ。

　ましてや、グウィンのような──眩まぶしいほど華やかで周囲の注目を浴びるような存在には、わからないだろう。

　そんなことをぼんやりと考えていると、グウィンはふと視線を移した。白火の周囲にあるものに目を留め、困惑とも不快感ともわからぬものを眉間に漂わせる。

「……しかし《封命具》はたくさん貴殿の周りにあるのだな」

　白火はその言葉に釣られるように、自分の周りに横たわる道具たちを見る。

　斧おの、短剣、小盾、棍こん棒ぼう──系統のばらばらな武器。そのうち、短剣が触れられてもいないのにふわりと勝手に浮かび上がった。宙でひとりでに鞘さやを脱ぎ捨てると、真新しく銀色に光る刀身をきらめかせて回転し、また鞘さやに戻る。

　ソウガ王女の瑠る璃り色の目は食い入るようにそれを見つめていた。

　短剣だけではなく、白はく火びの周りにあるすべての武器が、気ままに身震いしては、宙や床上を動き回ったり元に戻ったりしていた。それは生き物の躍動する様によく似ていた。

　白火はうなずく。

「《封ほう命めい具ぐ》はともだち。かぞく。なかま」

「……うむ、真顔で言うのはやめような。何だかせつない」

　グウィンは白火に目を戻し、また複雑そうな顔をして言った。《生命》と《物》の狭間はざまにあり、そのどちらでもある存在──気ままに遊ぶ《封命具》と、生命そのものである白火との間で青い視線が右往左往する。

「ソウガの……他の《獣の末裔テイア・メンシユ》たちは駄目で、《封命具》はよいのか」

　どこか苦いものを含んだようなグウィンの声に、白火は訝いぶかしく思った。──そんなことは聞かれるまでもないことだった。

「《封命具》はいい。疲れないし、楽だ」

「……う、うぬっ！　本当に変人だな貴殿は!!」

　グウィンは苦々しく叫んだあと、ふいにはっと息を吞のんだ。

「……も、……め、なのか」

「え？」

「だっ、だから!!　だめなのかと……妾わらわも!!」

　いきなり叫ばれて白火は驚き、目を丸くした。ソウガの姫君は突然立ち上がる。金色の眉を険しくし、滑らかな頰は紅潮していた。黄金の和毛にこげに覆われた耳はぴんと張り詰め、長い金の尾が左右に揺れる。

「妾も、側に居ると疲れるのか!?　貴殿の隣に居てはいけないのか!!」

　グウィンはそう叫んで、瑠璃色の目で白火を睨にらんだ。

　怒ったような、やけに張り詰めた目に見下ろされて白火はたじろぐ。ソウガの姫君の手は握られ、何かを堪こらえるかのようにふるふると震える。

（……な、なんだ？）

　白火はまじまじとグウィンを見た。

「いや……、あんたは別に……いい。他の連中と一緒に押しかけなければ」

「そっそうか!!」

　グウィンはまた勢いよく言った。だがその声に安あん堵どが滲にじみ、猫に似た瞳どう孔こうは大きく膨らんでいた。

　白火はその様子を奇妙に思ったが、ふと自分でも疑問に思った。

（……グウィンは別にいい、ってのはちょっと不思議だよな）












　見るからにグウィンは潑はつ剌らつとして勢いがあり、声もよく通るし存在感がある。

　声の大きな人間は、それだけで白はく火びの苦手とする部類だ。

　が、別にグウィンがこうして側にいても嫌ではない。一人の時間を邪魔されたくないのは確かだが、そこまで邪魔に思ったこともない。

「……ふう。ともかく、そういうことなら相わかった。みなが残念に思うであろうが……貴殿の邪魔をすべきでないことは誰もがわかっている。なるべく貴殿がひとりで制作に没頭できるよう取り計らおう」

「……頼む」

「任せよ！　それで、だ！　オースは倒したが、更なる《十二刃》や敵が来る可能性はある！　軍議だ！　そして貴殿は極めて重要なので、そこを欠席させるわけにはいかんぞ！」

「……グウィンが聞いて僕に伝えてくれれば……」

「そこは駄目だ！　きちんと参加せよ！」

　今度はグウィンは眉をつり上げ、腕組みをして立ちはだかる。これに関しては譲るつもりはない、と全身で叫んでいるようだった。

　白火は深いため息をつき、陰鬱な声でわかった、と言った。──一つこちらの要求を聞いてもらった以上、他の何か一つでこちらも譲歩しなければならない。それが世の釣り合いというものだ。押しつけるだけ押しつける人間、力尽くの人間も多い中、条件がましなうちに成立させておくのは重要な処世術だ。

「……いますぐ行かないと駄目か」

「うむ！」

「ちょっと待ってくれ。休んでから行く……」

「神経の細い令嬢か貴殿は!!　休めば休むほど動きたくなくなるのだぞ！」

「う……！」

　グウィンの返しが率直に真理を突いてきたので、白はく火びは絶句した。よい返しが見つかるはずもなくうなだれると、グウィンは小さめな鼻を鳴らした。

「……ほんの少しだぞ。遅れたら貴殿の首をつかんで引っ張ってでも連れていくからな」

　不ふ承しよう不ぶ承しようそう言って、白火を少し驚かせた。白いマントを翻し、部屋を出て行く。が、その寸前に一度だけ振り向いて、わかっているであろうな──とでも言いたげに白火をじっと見た。

「わ、わかってるって……！」

　白火は慌てて肯定した。その反応を見た後で、グウィンは姿を消す。きびきびとした足取りとは裏腹に、ほとんど足音がしなかった。

　一人に戻った後で、白火は浅く息を吐く。そして、自分の両手に目を落とした。よくみると細かい古傷や、小さな火傷やけどの痕があり、中肉中背の身に反してごつい手。両手の肘から下に包帯を巻いているのは、よく小さな傷をつくるから──というだけでなく、酷使する手を少しでも保護したいからだった。

　白火は確かめるように両手を開閉する。そして長く息を吸い、吐いて止める。

　するとそれに呼応し、両掌てのひらが白い光を放った。生まれたての小さな炎のように、ゆらゆらと揺れる。

　──《変幻流転》。

　生き物とものとを融合させる力。

　白い炎が揺らめく両手で、白火は何かをつかもうとする。だがそのとたん、脳裏に蘇よみがえるものがあった。

　──少年の絶叫。刀身が半ばで折れた歪いびつな《封ほう命めい具ぐ》。

　手の光は息を吹きかけられたように消えた。

　白火は目元を引きつらせ、両手を握る。

（くそ……！）

　苛いら立だって舌打ちしても、手の光は戻ってこない。

　あれから──オースを《変幻流転》の力で殺してから、たびたびこんな現象が起きた。《変幻流転》を使おうとすると、オースの絶叫が耳の奥に反響して力が途切れる。オースの手首をつかんだときの、あの皮ひ膚ふの感触と体温を生々しく思い出して吐きそうになる。

　息をするように使っていた力をこんな形で妨げられるのははじめてだった。

　ソウガの者たちの視線や気配が気になるというのは、常より集中を欠きやすい状態にあったからだった。

　思うように使えない──だが、使わねばならない。

《獣の末裔テイア・メンシユ》たちの戦力は、白はく火びの力に大きく依存している。

（何なんだよ……！）

　これまでのように集中できない。没頭できない。それは白火をひどく苛いら立だたせ、余計に集中を乱す悪あく循じゆん環かんを生み出した。

　──グウィンには言わなかった。

　他の誰にも言うつもりはなかった。




《獣の末裔》は、《神獣降りし大地フオアフアーレン》と呼ばれる、人間の大陸とは別の大陸に住まう種族の総称だ。人間たちの言う《獣人》とは蔑べつ称しようにあたるらしく、彼らは自身のことを《獣の末裔》と称している。彼らの先祖は大いなる力を持った古き獣たちであったらしい。

　その古き獣の中でもひときわ強大な力を持っていたのが神獣《テンガイ》であり、その子孫がソウガ一族となり、ソウガの王族こそは《テンガイ》の直系である。

　ソウガの一族が他の《獣の末裔》たちから一目置かれているのは《テンガイ》の血統であり、生来の勇猛さと高い身体能力を認められているからである──。

　……というようなことを、白火はつい最近グウィンに叩たたき込こまれたばかりであった。

　その知識を裏付けるかのように、白火の目の前にはいま、ソウガの王族をはじめとして勇猛な戦士たちが顔を揃そろえている。さほど狭くない会議の間にあるのは長卓だけだが、屈強な肉体のソウガ戦士たちが詰めているせいでひどく手狭に見える。

　ソウガの一族は動きを阻害しない衣を好むらしく、腕や足を露出させるものが多い。

　──そんな軽装の中でも白火の目に特に暑苦しくむさく映るのは、当然のように上座を陣取って尊大に腕組みをしている男だ。

　絵に描いたような筋骨逞たくましい長身の男で、肩や腕の盛り上がりときたら白火の腕の二倍はありそうだった。その腕は小麦色の体毛に覆われている。毛深いというより、獣の体毛そのものだった。

　太い腕を露あらわにしたひときわ精せい悍かんな男はティーガと言い、グウィンの実の兄だった。

　いかつい輪郭と、太い金色の眉を寄せて顔をしかめている。その引き締まった顎や頰には、楽器の弦にも似たしなやかな髭ひげが生えていた。猫のそれをも思わせる。

　白火にとって破滅的に映るのは、そのいかつい大男の頭に三角耳が生えているということだ。が、唯一救いなのは、グウィンの耳より細長く、猫よりは猫系の猛獣、という印象になることだ。

　狭くむさ苦しい空間の中で女はグウィン一人であり、余計に目立ち、輝きを放っているように見えた。兄と違って猫髭ひげもなければ、肌が毛で覆われていることもなく、ことさらすっきりとして見える。

　白はく火びが所在なくぼんやりと周囲を見つめていると、低い咳せき払ばらいが聞こえた。白火がそちらに目をむけると、焦げ茶の体毛に覆われた男が、物言いたげに白火を見ていた。

　こちらの男も大柄だが、口や目元に皺しわがあり、ティーガよりずっと年上に見えた。

　確か、アンガスというのがこの老齢の戦士の名だった。

「それで、匠たくみ殿。重要なことゆえ、今一度ご説明願いたい」

「……」

　面倒くさい、と白火は思わず心中で反論した。ティーガやアンガスをはじめとし、大柄な男たちに囲まれてただでさえ圧迫感があり、疲れる。が、更にグウィンからも視線を感じた。ちゃんと言え、と瑠る璃り色の目にもいさめられて、白火は渋々口を開く。

「……《封ほう命めい具ぐ》は、生き物とものを調和させて融合させるものだ。でもなんでもできるわけじゃない」

　そう前置きして、不得手な言葉をなんとか考えて口にする。──《封命具》に関することなら、喉を少々酷使させることになっても構わない。

「まず、一種一対の原則がある。一つのものに封じることができるのは、一種類の生き物だけだ。だから選び抜かないといけない」

「ぬ……。では、丈夫な武具に、優れた動物をいくつも封じる……というようなことはできんのか」

「無理だ。生き物同士が反発しあって調和しない。生き物にも道具にもそれぞれ特徴がある。長所や短所が違う」

　アンガスの反問に、白火は思わず顔をしかめて言った。──山奥に引きこもる前、かつて人間社会で徒弟としてこき使われていた時代に、いくどとなく言われて強制されたことを思い出した。

　白火の力を知った強欲な人間は、その力を万能なものだと勘違いする。無理だと抵抗する白火を脅し、殴り、力ずくで自分の要求を押し通そうとした。

「次。《封命具》はものであり生命でもある。ものだから寿命はない。老いて壊れることはない。が、不適切に扱ったり過度な使用で壊れる。ものほど頑丈じゃないし、生き物ほど脆もろくはない」

「う、うぬ……」

　アンガスはひどく難解な言葉を聞かされたような顔をした。グウィンの言うところの正統な戦士──己の身体こそ最高の武器であると自負するソウガの戦士にとって、ヒトの使うような武器は馴な染じみがない。中でもきわめて特殊な《封命具》の武具は輪をかけて理解が難しいのだろう。アンガスのような老戦士には尚なお更さらだと白はく火びにすらわかる。

　ティーガは不可解というよりは不快そうに顔を歪ゆがめ、かすかに威い嚇かくに似た声をもらした。

「……貴様の言の通りであるなら、《十二刃》とやらのオースも、その奇怪な武具の使い手だそうだが」

　内臓に響くような重低音が言って、白火を含む周りの注意を引いた。

　白火は反射的に眉をひそめる。ティーガが自分から口を挟んでくることは珍しい。また文句を言われるのかと身構える。

「そやつが使っていた武具は灰になったとのことだったが、そやつの武具はどのようなものであったのか」

「……だから、拍車で」

「それは既に聞いた、愚か者め。その拍車とやらに、いかなる生物が封じられていたのかと聞いている」

　ティーガはいっそう顔をしかめる。

　白火は黙った。尊大で腹の立つ口く調ちように言い返してやりたかったが、やめた。

（黄金の光る拍車……）

　オースという少年の踵かかとを飾り、その脚力を何倍にも増幅していた拍車。あれは確かに《封ほう命めい具ぐ》だった。

　だが、あれに何が封じられていたのかはわからない。

　そのわからないという感覚がひどく気持ち悪い。自分以外の何者かがつくったらしい《封命具》。親愛も敬意も感じない、白火の《封命具》への思いごと踏みにじるようなものだった。

　答えがないことにティーガやその周囲が疑問のうなりをもらした。それを察してか、グウィンが間に入る。

「オースの脚力を増幅させていたとなると、脚力に優れた生き物ではないか？　たとえば兎うさぎ、蛙かえる……」

　白火をうかがいながら、グウィンはそう投げかける。

　だが白火は黙っていた。可能性としてはありうる。だがそういったわかりやすい生き物であれば、こんなに悩んだりはしない。

（あるいは、僕が知らない生き物、というのもある……でも基本の骨格さえ判断できないのは……）

　この強い違和感、気持ち悪さのようなものには説明がつかない。

　今度は老将アンガスがグウィンに続いてとりなすように言った。

「うむ、敵の《封命具》とやらについてなにか情報はないか？　《十二刃》とやらが、敵の《封命具》の数に関係している可能性についてはわかったが、残り十一の《封命具》について何か手がかりとなるものは……」

「……ない」

　白はく火びは言葉少なに頭かぶりを振った。むしろ自分が欲しいぐらいだった。自分以外に《封ほう命めい具ぐ》をつくることができる人間がいる──《変幻流転》と同じ力を持つ者がいるということだけでも信じがたいのだ。

　アンガスは太い眉を寄せ、うなった。

「敵もまた面妖な武具を使うとは……厄介な」

「……わかってるのは、敵の《封命具》は威力だけならかなりのものだった、ってことだけだ。どんな生き物かは置いといて、基材にいいものを使っていたのは間違いない」

　白火はぼそっと返した。今度はこちらからティーガやアンガスたちを睨にらむ。

「……っていうかさ、敵の状況とかわからないのか。《十二刃》のことだけじゃなくて、向こうの内情とかカース軍の動きとか、皇帝周りの状況とか」

「ぬ……っ！　この《神獣降りし大地フオアフアーレン》と人間ナールの大陸は離れているのだ。航路などもない……」

　やや面食らったようにアンガスは言い、白火は眉をひそめた。

「……あんたら、戦争やってんだろ。離れたところにいる敵の頭を潰さないといけないんだから、情報は大事じゃねーか」

　なぜそんな吞のん気きに構えていられるのか、白火には疑問で仕方なかった。

　アンガスや周りの戦士たち、そしてグウィンまでもが驚いたような顔をしている。

（……ちょっとバカ正直すぎるだろ）

　白火は内心で呆あきれた。グウィンを除いてソウガの一族は武器を軽視する、ひどく前時代的な戦い方をする者たちだったが──まさか、向かい来る敵をいちいちまともに迎え撃つつもりでいたのだろうか。

　人間社会の鍛冶屋で下働きをやっていた白火は、そこに出入りする人間を通じて戦の噂うわさに触れることが多かった。

　職人たちは戦の気配や注文を通して各勢力の内情などを察知したし、自分の仕事に繫つながる情報には敏感だった。

　そうしたいくつもの噂の中で、勝利は間違いないといわれた勢力がいくつも敗れ、あるいはその逆の結果になることも耳にした。劇的な展開を迎えた戦は余計に噂になる。そして、いやでも知るのだ。

「敵を侮ったら死ぬ、過剰評価しても自滅か損害を食らう。先に叩たたくにしろ、迎撃するにしろ、敵よりも正確で早い情報が要るんだ。情報で有位に立てば、こっちに有利に展開できる」

　白火がなんとか喉を叱しつ咤たして続けると、ソウガの男たちは複雑な表情をした。白火の言葉が受け入れがたいのか、理解できないのかはわからない。

　ティーガの右隣にいる、細長い印象の男がふいに口を開いた。グウィンと白はく火びを除いて、唯一細身で文官風の男だった。

「アンガスの言ったように、もともと《獣の末裔われわれ》と人間ナールにはさほど交流はありません。人間など取るに足らない存在でありましたし、地理的にも離れています。相互の経路が確立されていないのです。たとえ密偵のようなものを放ったとして、情報の速度とやらが保てるかはわかりませんな」

　文官風の男──ナイアールは相変わらず陰鬱な顔を白火に向け、言った。ティーガの側近の一人らしく、ナイアールもまた白火には終始懐疑的な態度でいる。

　白火は苛いら立だちの目を向けた。だったらいい方法を考えろ、と内心で反論する。

（そもそもあんたらの問題だろうが）

　心中で毒づいていると、気詰まりな場の中で唯一高い、グウィンの声がした。

「時に貴殿、もともと人間の大陸にいたそうだが……どのようにしてこの地へたどり着いたのだ？」

「……いきなり何だよ。大きな凧たこをつくって鳥と融合させた《封ほう命めい具ぐ》で空から……」

　そう説明して、白火の中で小さな火花が散った。視線をグウィンに、アンガスに、ナイアールたちに向ける。

「ってか、空から偵察は？」

「な、何だ？」

「だから、空。《獣の末裔テイア・メンシユ》って一族ごとに色んな特徴を持ってるんだろ？　渡り鳥とか海鳥とか長距離飛行ができる鳥系の《獣の末裔》はいないのか？　そいつらに偵察と情報収集を頼めたらだいぶ違う。陸路よりいいし」

　思いつきを口にしながら、白火の脳裏には純白の少女の姿が浮かんだ。《カナリア》の一族の姫にして、美しい翼を持つアミラ。

　グウィンは驚いたように青い目を見開いたあと、複雑そうに眉をひそめた。

「……敵も、そう考えたのだ。翼を持つ《獣の末裔》たちは先の戦いやそれ以前の競り合いで真っ先に狙われた。捕虜として連れ去られた者もいるが、多くは命を落としたはずだ」

「哀れな……。戦うことを好まぬ彼らに勝手に臆おくして、真っ先に狙ったのか」

　グウィンの言葉を、顔を歪ゆがめたアンガスが引き取る。

「……戦いに敗れた者のことを嘆くのは無意味よ」

　ティーガの重低音が、話をそこで断ち切った。ナイアールは口を閉ざし、アンガスはうなる。グウィンはわずかに何かを言おうとしたが、薄桃の唇を引き結んだ。

　白火一人が、不満と不快も露あらわに口角を下げていた。だったらせめて一つや二つ有意義な意見を述べたらどうなのか──そんな不平が喉までこみあげる。

　それを察したかのように、グウィンが声をあげた。

「ところでだ。《封ほう命めい具ぐ》には基材が必要で……基材というのは元となる道具や武器のことであろう？　基材が良質であるほど、《封命具》も良質なものになるとのことだな？」

「……そうだけど」

「うむ！　だとすれば貴殿の力を十分に発揮してもらうためにも、我々も良い基材を得たほうがいい。そうではないか？」

　周囲にも言い聞かせるようなグウィンの言葉に、白はく火びは深くうなずいた。生き物との美しい調和のために、よりよい基材があるに越したことはない。

　グウィンは上座の兄に顔を向けた。

「ウォルターやオースたちの撤退で、《タルパ》の一族が解放されたはずです。彼らはアルパンテ山を所有しています。彼らの技術と、アルパンテ山の豊富な資源を貸し与えてもらえるよう協力を取り付けられましたら……」

　白火は訝いぶかった。タルパとやらは聞いたことのない名前だが、《獣の末裔テイア・メンシユ》であるらしい。山、資源という単語に興味をそそられる。

　ティーガは険しい表情をわずかたりとも緩めなかった。言葉を発することもない。険悪な表情以外を知らぬのではないかという顔だった。

　その傍かたわらのナイアールが、代弁するかのように口を開いた。

「……かの一族が我々に協力するとは思えません。ソウガとタルパが友好的な関係を望めないのは、姫様もご存じかとは思いますが」

「わかっておる。だが、いまは同じ《獣の末裔》で争っている場合ではない。タルパの一族とて、カースどもを打ち倒したいのは同じであるはず」

　グウィンは朗々と述べ、再び訴えるようにティーガを見た。

「兄上のお立場では難しいのは承知しております。ですから、妾わらわに行かせてください。妾は……ソウガの正統な戦士ではありません。しかし、王家の血を引く者です。名代としての資格はあるはずです。万が一タルパからの協力を取り付けられなかったとしても、それはただ妾の不徳の致すところであり、ソウガの気高き戦士が拒まれたことにはなりませぬ」

　よく通る声が整然と述べると、ナイアールですら口を噤つぐんだ。

　白火は意外な思いで、饒じよう舌ぜつなグウィンを眺めた。

（……自分の微妙な立場をあえて利用するのか。頭いいな）

　女ゆえに戦士とは認められない、というのはグウィンにとって一番の葛藤であったはずだった。だがそこを利用する強さが、白火には好ましく思えた。

　老戦士のアンガスも感心したようにグウィンを見たあと、ティーガの顔をうかがう。他の戦士たちも同様に、ティーガの反応を待っていた。

　地鳴りを思わせるような低いうなり声の後──上座の《獣の末裔》は短く言った。

「好きにしろ。ソウガの名を汚すような振る舞いだけはするな」

　不機嫌にも聞こえる重い声。だがグウィンはぱっと顔を明るくする。

「お任せを！　必ずや、ソウガのためによい報しらせを持って帰ります……!!」




　会議の間に入るときは誰よりも遅かった白はく火びは、だが出てくるときは一番だった。

　廊下に出たとたん、逃げるように立ち去ろうとすると、透かさず背後から声がかかった。

「待つのだ貴殿！　どこへ行く？」

「……三日分ぐらい精神力を使った気がする。回復するためにも引きこも──」

「せめて半日は保もて!!　さあ行くぞ!!」

「っ腕つかむな！　どこに行くんだよ……!!」

「アミラ姫のところだ！」

　白火は、ぴたっと抗あらがうのをやめた。

「……わかった。行くから離せって」

　そう言うと、グウィンも立ち止まって振り向いた。青い目が、じっと白火を見つめる。金の長い睫まつ毛げに縁取られた目がわずかに細められ、訝いぶかしむ視線になった。

「な、なんだよ」

「……ふーん？　貴殿は、本当にアミラ姫には優しいのだな？　アミラ姫には横抱きにして城を探索してやるし、引きこもりたくてもアミラ姫には会いに行くのだな～？」

　じとっとした目で睨にらまれ、腕をつかむ手に、にぎにぎと不穏な力がこめられる。

「……ま、別によいことだがな？　困っている者に手を差し伸べ、弱き者に慈じ悲ひを持つことは正しい」

「お、おう……」

　そんな大層なことではなかったが、奇妙に気け圧おされて白火はうなずく。よいことなどと言いながらやはりグウィンの手はにぎにぎと力をこめてくる。

（何なんだ……？）

　意味がわからない。疑問に思いながらも、妙な気まずさを払拭すべく口を開いた。

「……ってか、アミラに聞いてみたいことがあるんだよ。アミラは《カナリアの一族》だし、空は飛べるんだろ？」

　グウィンははっとしたように顔を上げ、白火を見た。一瞬気まずい表情をした後、目を逸そらす。

「う、うむ……」

「だからさ、前線には出ず、情報収集とかで少しでも協力してもらえたら……」

「……うむ、確かに」

　グウィンは真摯な声で言った。白火の腕をつかんでいた手は離れ、その顔から物言いたげな不満の色は消えていた。

「話を聞いてみよう。貴殿なら大丈夫だとは思うが……アミラ姫を無理に駆り立てるようなことは、しないようにするのだ」

「……ん」

　自分はティーガたちとは違い、《素材》に無理を強いたりすることはしない──そんな反発をこめて、白はく火びは短く肯定した。




　グウィンたちソウガ王族の住まう城は、変わったつくりをしている。

　外からは、一見して背の高い巨大な塔に見えるのだ。実際にはその塔の中が何層にも分かれており、鍛錬、居住、公務などをこなす部屋がいくつももうけられている。

　各層の中心部は中庭になっていた。

　手入れされた多様な花々が咲き乱れる空間の四隅には、細長い巻き貝を思わせる螺ら旋せん階段があった。だが上の階へ繫つながるのではなく、いくつかの花壇になって空中に花を咲かせている。

　日光が射さし込み、花の庭を照らす。グウィンが立ち止まって隅の螺旋階段を見上げた。

「ダナ！　アミラ姫！」

　そう声を張り上げると、螺旋階段の上のほうで勢いよくはねる影があった。白火は一瞬ぎょっとする。人影が結構な高さから飛び降りたからだ。

　が、軽やかに着地して、たたっとグウィンと白火のほうに駆け寄ってくる。

「姫様！　会議を終えられたのですね！」

　明るく声をあげたのは、小柄な少女だった。グウィンとは対照的に落ち着いた茶色の髪で、肩につくぐらいの長さに揃そろえられて頭の上には畳まれたような形の耳がある。腰までの短いマントを羽織り、華きや奢しやな体はかっちりした上着と膝上丈の臙えん脂じのスカートに包まれていた。スカートから、引き締まった活動的な足が伸びている。

　小さな手を革手袋に包み、腰にポーチをつり下げている様は、侍女というより年下の弟か妹のようだった。

　血色のよい頰に、大きな目はグウィンを見つめてきらきらと輝いている。

（……まるで仔こ犬いぬだな）

　白火は内心でそんなことを思った。

　少女──ダナもまたソウガの一族であるから、グウィンと同じく猫系の《獣の末裔テイア・メンシユ》である。童顔の少女だが、実際にグウィンよりも年下であるらしい。

　ぼんやりと見つめていると、ダナはようやく白火に目を向けた。

「むむ！　あなた居たんですか！　存在感がなさすぎて気がつきませんでした!!　《救国の邪匠》でありながらなんと小動物めいた気配!!」

「……あんた意外に視野狭いな？　意外っていうか相当狭いな？」

「姫様で視界がいっぱいになるんですから仕方ないですね！」

　白はく火びの精一杯の皮肉にも、なぜかダナは華きや奢しやな胸を誇らしげに張った。グウィンは苦笑いとも親愛ともつかぬ笑い声をあげる。

　ふいに、庭の花が淡くそよいだ。

　白火ははっとして目を向ける。

　小さな靴の爪先がまず庭に降り立ち、水色に縁取られた白いドレスの裾がふわりと幕を下ろして覆い隠した。花咲く庭に舞い降りた少女は、ドレスに劣らぬほどまじりけのない雪のような髪をしていた。

　いまにも折れてしまいそうな細い首の上に、小さな頭が乗っている。グウィンやダナのような耳はないかわりに、袖代わりのフリルから、ほっそりした二の腕が伸びている。だがその腕は、髪の色と同じ純白の羽根が生えそろう翼だった。

　伏せられがちの黄色い目は、グウィンと白火に向く。

「白火様、グウィン様……お疲れ様です」

　可か憐れんな容姿を裏切らぬ、小鳥のさえずりを思わせる声が言った。どこか気恥ずかしそうに、ためらいがちな笑みを浮かべている。

　白火は見入りながら思わずうなった。

（いやアミラもほんとに……いい《素材》、だよなあ）

　グウィンとはまったく別の方向から、白火の意欲をかきたててくる。思わず凝視すると、アミラが白火の視線に気付いた。

　雛ひなのくちばしに似た明るい黄色の目をぱちぱちと瞬かせ、恥ずかしげに目を逸そらす。その繊細な仕草はますます白火の中の色々なものをかきたて──唐突に、横から凍いてつくような気配を感じてはっとした。

　顔を向けると、ダナが大きな目を丸くしながら珍獣でも見るようにこちらを見ているし、グウィンにいたっては──冷ややかで、疑念に充みち満みちた目を向けている。

（ご、誤解だ……!!）

　なぜか白火は後ろめたさを感じ、ちょっと怯ひるんだ。が、それを誤ご魔ま化かすように慌てて本題に切り込む。

「あのさ、アミラ。アミラは、空を飛ぶことはできるか？」

「……は、はい。少しですが……」

「どれくらいの距離を飛べる？　たとえば、人間の大陸に行ってすぐに帰ってくるみたいなことはできるか？」

　白火が率直に言うと、アミラは目を見開いた。そして細い喉を引きつらせる。

　ダナが白火を非難するような声をあげたが、グウィンが止めた。












「先の会議で、敵国の偵察の必要性について議論があったのだ。陸路や海路では厳しいため、空路……翼を持つ《獣の末裔テイア・メンシユ》たちの協力を得られたら、という話になり……」

　白はく火びの言葉をグウィンがそう補足する。

　だが聞けば聞くほどアミラは青ざめ、華きや奢しやな肩が震えはじめた。

　グウィンは慌てて言い足した。

「むろん無理にではないのだ！　そ、それに、《カナリアの一族》は他の鳥たちと会話ができるのであろう？　むしろ、そちらのほうが──」

「え、他の鳥と会話ができるってなんだそれ？　どういうことだ？」

　白火は思わず割り込んだ。

「《カナリアの一族》はみな、すばらしい歌声の持ち主なのだ。その歌を通じて、他の鳥たちと会話ができる──」

「ほんとか!?　それを早く言え！　だったら直接偵察とかに行くんじゃなくて、他の鳥を使えば……！」

　予想外の情報に白火は興奮する。なぜそんな大事なことを早く言わないのか。期待が一気に高まってアミラに目を戻す。

　だが白火の視線を受けると、黄色い雛ひな菊ぎくに似た瞳が大きく揺れ──瞬く間に潤んだ。

　白火はぎょっとした。

「ごめんなさい……」

　アミラは、震える声でささやく。薄い胸の前で組み合わされた両手は、許しを乞う者のようだった。

「わ、わたし……」

「や、な、泣くなって。なんかいやなこと言ったか」

　白はく火びが狼ろう狽ばいしながら聞くと、アミラは雪のような髪を振って否定した。

「歌えなく、なってしまったんです……」

　消え入りそうな言葉に、白火のみならずグウィンもダナも息を吞のんだ。

　白火がいちはやく正気を取り戻し、再び食いついた。

「歌えなくなった……!?　それって、どういう……!?」

　カナリアの少女はびくっと肩を揺らし、怯おびえたような目で白火を見た。

　白火が詳細を求めて思わず身を乗り出すと、ぐいっと襟えりの後ろを引っ張られた。

「こら！　妾わらわの目の前でアミラ姫に無体をはたらくのは許さぬぞ!!」

「やめろって！　ただ詳細を聞こうとして……！」

「身を乗り出して詰め寄るやり方がありますかっ！　ちょっと見直したらすーぐ変態に戻る!!」

　グウィンに襟を、ダナには腕をつかまれて引き留められる。白火はやむなくその不自由な姿勢のまま、アミラに再度問いかける。

「……ともかく、歌を歌えなくなったってどういうことだ？　声は出る……喋しやべることはできるんだよな？　アミラたちの《歌》ってそもそも何だ？　詳しく教えてくれ」

　白火なりに一応声を少し落として言うと、グウィンとダナの呆あきれたような吐息が聞こえた。ようやく手が離れる。

　アミラは大きな瞳の縁に涙をため、かすかにうなずく。そして瞳の色に似て黄色い小花を思わせる唇を開いた。

「わたしたちは……歌うことで、同じ、翼を持つ生き物たちと意思の疎通ができます……。鳥たちに、《獣の末裔テイア・メンシユ》の言葉を伝えるには、歌が必要なのです」

「……それを歌うのって、アミラにとってかなり疲れることなのか？」

　白火が重ねてたずねると、アミラは頭かぶりを振った。

「歌は、わたしの喜びそのものです……」

「じゃあ、なんで？　いつから歌えなくなった？」

　白火は率直に疑問をぶつけた。グウィンとダナにまた戒められるように引っ張られたが、止めなかった。

　──アミラという素晴らしい《素材》は、一目見たときから音楽を思わせた。《封ほう命めい具ぐ》にするなら楽器しかありえない。そんな素材から歌が失われたなどという。

　白はく火びからすれば一大事でありとんでもない損失であり、由々しき事態だった。

　アミラの細い喉が引きつり、小さな唇が震えた。

「……あの日から……、ウォルターに、一族の者を殺されてから……」

　白火ははっとした。グウィンやダナが強こわばる気配を感じる。

　ようやく理解し、自分の言葉を後悔した。

　──あの日。カースの先遣隊ウォルターたちが、見せしめとしてカナリアの一族をことごとく磔はりつけにかけた日。

　ソウガの一族への見せしめのためだけに、カナリアの一族が惨殺された。

　白火とグウィンは寸前でアミラを助けることができた。だが、アミラ以外はほとんど手遅れだった。

「……悪い」

　苦い思いを嚙かみしめながらつぶやくと、アミラはかすれた声でいいえ、と返した。

「お役に立てず、申し訳ありません……」

「よ、よいのだアミラ姫。カナリアの一族はそもそも戦に不向きであるし、あなたにはなんの咎とがもないぞ」

「そっ、そうですよ！　アミラさんはそこにいてくれるだけで癒やしですからっ！」

　グウィンとダナが庇かばうように言い、ダナは白火の失言を責めるようにじとっとした視線を投げた。

　白火もさすがに怯ひるんだ。が、思わぬ難問に顔をしかめつつ、真摯な気持ちで口を開いた。

「……役に立つとか立たないとか、そういうのは考えなくていいからさ。アミラが、アミラの歌を取り戻せるように頑張ろう。なんか手伝えることがあったら遠慮なく言ってくれ」

「白火さま……」

「アミラの歌にはすごく興味がある。すごく聞きたい。是が非でも聞きたい」

　アミラがはっとしたように顔を上げ、潤んだ瞳で白火を見つめる。白火もまた、真剣にその目を受け止めてうなずく。

「……う、うぬ！　複雑な気持ちになるのはなぜだ」

「あの変態鍛冶屋さんがこんなに献身的になるなんて怪しい……」

　ぼそぼそと言い合うグウィンとダナを横目に、白火の頭はアミラの歌のことでいっぱいになる。この可か憐れんなカナリア姫はいったいどんな声で歌うのだろう。その歌はどんな旋律なのだろう。

（アミラがどんな《封ほう命めい具ぐ》になるかは歌に大きく左右される……絶対に聞きたい!!）

　白火は興味と好奇心をますます燃やし、その分だけアミラになんとしても歌を取り戻させたいと強く思った。






二章　火の誇り、襲来の刃やいば






「うむ、あれだな」

　そう言ってグウィンたちが止まり、白はく火びも立ち止まった。とたん、足が崩れそうになり、しばらく呼吸に専念する。顎に伝う汗を拭ふきながらなんとか顔を上げる。

　視界が開けて、無味乾燥な薄青の空があるばかりだった。山の頂上についたらしい。だがそこに建物のようなものはなかった。

　グウィンが視線を下に向けているので白火もそれにならい、お、と短く声をあげた。

　山の先は、すり鉢状の谷になっていた。赤茶の岩肌が剝むき出だしになった谷の底に、入り口がある。

（あれが《タルパ》ってやつらの住処すみかか？）

　まるで洞どう窟くつの入り口のようだ。

　白火がぼんやりとそんなことを考えていると、グウィンたちはまた進みはじめた──谷底へ向かって。

　白火はうめいた。ああ、入り口が谷底なら当然そこまで行かないといけないんだよな──そんなことに気付いて落ち込んだ。谷とはいっても微妙に細かい段差がある。急斜面を駆け下りるというようなことにはならないだけましかもしれなかった。

　グウィンたちはソウガの王城を出て《タルパ》の一族がいるというアルパンテ山に向かった──それに白火も同行したのは、実際に自分の目で資源とやらを確かめたかったからだ。が、想像以上に長く険しい道のりに途中で何度も後悔した。

　しかし白火以上に長距離を歩くのが不得手なアミラまでもがソウガの戦士に抱えられながら同行していたので、さすがにやっぱり帰るなどということはできなかった。

　グウィンやダナ、アンガスたちが《獣の末裔テイア・メンシユ》たる身体能力を発揮して軽やかに跳躍して谷底へ下りて行く。それを恨めしく眺めながら、白火は下りられる段差を探してだいぶ遅れて谷底に到着した。

　膝ひざに手をついて息を乱しながらうつろな目で入り口を見る。

　だが遠目には岩がん窟くつの入り口にしか見えなかったものの詳細が飛び込んできて、白火は瞬時に疲労を忘れた。

（これはすげえ……）

　入り口には、岩の状態を損ねないままに装飾が彫られていた。交差する直線、楕だ円えん、鋭利な三角が複雑に絡み合った模様は、精せい緻ちな規則性をもち、厳格だった。

　岩の形を生かしたままこんな緻ち密みつな模様を彫るには相当な技術と力が要る。

　──草木や自然や動植物でなく、どこか尖とがった刃物や道具を思わせる直線と円の模様は、白火に無言のうちに制作者の矜きよう持じと高い技量を訴えてくる。

　だがその綿密な彫刻は、少し目を横にずらすといくつもの大きな亀き裂れつや煤すすに汚されているのが見えた。

　調和のとれた彫刻を踏みにじる傷に、白はく火びは腹立たしさを覚えた。

　更に周囲を見渡せば、遠目ではわからなかった風景の全ぜん貌ぼうが見えてくる。すり鉢状の谷は、岩肌にいくつもの人じん為い的な穴があった。格子状の穴──大小様々な窓。その格子も目を凝らせば等間隔の柱になっていて、吹き抜けになっている。窓だけでなく廊下もあるようだ。

　谷をそのまま生かすかたちで、住居がつくられているらしい。

　──だがその住居も、よく見れば柱のいくつかが崩れ、窓は瓦が礫れきに埋まっている。

　そして岩肌の至るところに、不自然な黒ずみがある。炎の痕か、それ以外の爪つめ痕あと。

　グウィンが深く息を吸い込む音が聞こえた。

「巧みなる腕を持つ《タルパ》の一族よ！　《ソウガ》のグウィンがあなたがたに会いに来た！　妾わらわはソウガ＝ルリ＝グウィンだ！　あなたがたと話がしたい！」

　決して大柄ではない体からは思いもよらぬ大だい音おん声じようが谷間に反響する。

　グウィンの周りでダナや護衛たちが隊たい伍ごを乱さずに待機する。その中にまじった白火もぼんやりと相手の反応を待った。

　グウィンを除き、ダナやアンガスたちがふいに体を緊張させた。周囲を見渡している。白火がその視線の先を追うと、岩面と同化する窓があった。

　窓の奥で不自然に光るものがある。それも、一つではない。

　気付けばこちらを取り囲むように、谷のあらゆる窓から不自然な光が発生している。

　何らかの道具──あるいは武器の光沢だ、と白火は直感する。

「……ソウガが、いまさら何の用だ」

　岩がん窟くつの入り口から声が響き、白火は顔を戻した。

　奥から殷いん々いんと反響する声は、ずいぶんと高かった。

　グウィンの青い目が岩穴の奥へ向けられる。

「大事な話があるのだ。武器をおさめられよ。我々は、あなたがたに敵意などない。拳こぶしを交えるために来たのではないのだ」

　姿を現さない声の主に向かってグウィンは続ける。答えはない。だがやがて、ひきつった歪いびつな笑い声が反響した。

「話？　ソウガが、我々に？　我々が滅亡の危機に瀕ひんしているとき、忌いまわしい人間に襲われているとき、兵の一つも寄よ越こさず自らを守ることだけに汲きゆう々きゆうとしていたソウガが？」

「……自らを守ることに徹していたことは、否定せぬ。だがそれはそちらとて同じことではないか。ソウガが襲われたとき、兵の一人も寄越さなかったであろう。我々のこれまでの関係を考えれば無理からぬことだ。ゆえに互いに責めるいわれはないはずだ」

　そう反論するグウィンの声がわずかに強こわばったのを白はく火びは感じた。

　穴の向こうの声は一瞬沈黙した。白火の耳に、岩肌からのかすかなざわめきが風に乗って聞こえてきた。だがやがて甲かん高だかい笑い声が場に響いた。

「戯事ざれごとを。ソウガの言うことなど、どうして信じられよう？　──それに、そこにいるのは……人間では、ないか」

　その言葉が洞の向こうから響いてきたとたん、白火は周囲がざわつくのを感じた。

　グウィンたちではない。もっと多くの巨大な包ほう囲い網もう──谷にあるいくつもの窓の向こうからだ。無数の棘いばらで肌を刺すような敵意が、白火一人に集中する。

　グウィンは一歩進み出た。

「この者は、あなたがたを襲った人間とは違う。むしろ我々の味方で、助けてくれる。──この地を襲った人間が撤退していったのも、この者が敵将を倒したからで……」

「黙れ!!　何もかも、もう遅いわ!!」

　洞の向こうの声がグウィンの言葉を引き裂く。少女が泣き叫ぶような声に、白火ははっとした。

「敵を退ける力があったなら、なぜ……なぜもっと早くそうしなかった！　なぜ、我が父や兄が殺される前に……っ」

　嗚咽おえつまじりのひきつれた叫びが響く。

　グウィンは頰をはたかれたような顔をして、ぐっと唇を引き結んだ。そのまま、押し黙る。

　白火は眉をひそめた。

　親も兄弟もいない白火からすれば、あまり共感できない反応だった。たとえば、《封ほう命めい具ぐ》をいきなり失ったときの感覚なのだろうかと仮定してみる。すると、確かに悲しい。──だが、そうだとするなら。

「……これで終わりじゃないぞ」

　思わず、そう口に出していた。グウィンやアンガスたちが弾はじかれたように白火を向く。

　白火は穴の向こうを見ながら続けた。

「敵の頭を潰したわけじゃない。一時撤退したってだけで、奴やつらはまた来るぞ。そしたら、また襲われる」

「──うるさい!!　汚らわしい人間が……っ!!」

「いや、だから対策をたてたほうがいい。もう壊されないように」

　おい、と慌てたように制止の声をかけるアンガスたちを無視して白火は続けた。白火としては、珍しいほど親身な気持ちからの言葉だった。何かに腹を立て、自や棄けになったところで周囲や敵につけ込まれるだけだ。白火は過去にそれで何度も痛い目にあってきた。

　反論はなかった。ひりつく沈黙が場に満ちる。周囲の緊張と敵意が火の粉のように白火に降りかかった。

（……もしかしてまずいことを言ったのか？）

　白はく火びがようやくそんな疑問を抱くと、だがその膠こう着ちやくを破るようにグウィンが口を開いた。

「……言葉が率直に過ぎるが、この者の言う通りだ。妾わらわたちは同じ《獣の末裔テイア・メンシユ》──確かに相あい容いれぬ部分もあるが、それでもカースどもと戦う《獣の末裔》の戦士であることには変わりない。お互いに民の命が懸かっているのだ。一時でも妾たちが手を組み、同じ敵に立ち向かうことは必要ではないだろうか」

　辛抱強く諭すようにグウィンは言う。

　だがややあって、かすかな衣きぬ擦ずれの音がした。岩穴の向こうから、小さな影が現れる。

「……もはや虚栄を張る余裕も失ったか。その哀れさに免じて話だけは聞いてやる」

　抑えていても高いとわかる声が言った。

　声の主──現れた《獣の末裔》を見て、白火は思わず短く声をあげた。

　小さい。

　まず最初に思ったのがそれだった。アミラやダナのように体が小柄というのとはわけが違う。そこまで長身ではないグウィンよりゆうに頭一つ分以上は小さい少女だった。

　それだけなら幼い子供のようにも見えるが、控えめな鼻や少し釣り気味の目に漂う険しさ、唇に漂う緊張はグウィンと同じか少し上にも見える大人びた者のそれだった。

　豊かにうねる暗あん褐かつ色しよくの髪は足首まで達している。小柄な体だけでなく、白火の目を引いたのはその身を飾る装飾具だった。

　波打つ髪の間から見え隠れする耳飾りは、大きな宝石を細い糸に繫つながる滴しずくのような形に加工したものだった。

　細い首周りを飾るのは豪ごう奢しやな襟えりを思わせる首飾りだった。太陽を模もしたかのように角張った滴状の宝石が連なり、宝石を繫ぐ鎖はまばゆい金色に輝いている。華きや奢しやな両手首にも、ともすると不釣り合いなほど大きく華美な腕輪がはまっている。

（すげえ美術品……）

　白火は見入り、思わず喉を鳴らした。金属と宝石の美しい輝きを見れば、加工技術のほどがうかがい知れる。相当な職人技だ。少なくとも白火がいままで見た中では、群を抜く芸術性と技巧だった。

　少女の腕輪や耳飾り一つとっても、王族の宝物庫一つ分かそれ以上に相当するだろう。

　それだけ煌きらびやかな装飾品を一度にまとえば中身のほうが負けるはずだが、少女は自分を飾り立てるものとして完全に従えていた。

　おそるべき装飾品と少女に白火が目を奪われていると、グウィンが言った。

「……感謝する、クラーレ姫」

　抑えた中に、どこか親愛を感じる声だった。

　少女──クラーレはグウィンには答えず、長い裾を持ち上げ、身を翻した。裾は、その小さな後ろ姿に尾のように引きずられて奥へ向かう。

　グウィンが踏み出し、ダナもアンガスたちも続く。白はく火びもそれを追った。




　入り口の周りこそ精せい緻ちな装飾で飾られているものの、遠目には岩がん窟くつにしか見えなかった洞穴──その中に入り、奥に進むにつれ白火は絶句した。

（すげえ！）

　最初のほうは、小柄なクラーレに合わせてか頭上が低く、白火もグウィンたちもやや身を屈かがめて進まなければならなかった。だが少し行くといきなり別世界が開けた。一転して頭上が解放され、巨人の住処すみかかと錯覚するほどだ。左右には高い天井まで続く巨大な柱が等間隔に並び、照明が煌こう々こうとともされている。

　その巨大な柱廊が奥までずっと続いているのだ。いったいどのような技術をもってしてこのような空間を作り出したのか白火には見当もつかない。

　しかも天井や左右の壁は、ところどころ岩肌を残している。岩窟の中を完全に開発して建物を建てた──というのでもなく、外から見たときのように元からの地形を微妙に残しつつ住居を設けたらしい。

　巨大な柱もよく見ると戦いの場面が彫刻されていた。奥に進んでいくにつれ戦いの場面は一つ一つ変わっていく。白火は口を開けて天井を見、左右を見、足元を見た。足元は小石一つなく完全に舗装されていて、照明の光が反射して踊り、磨き抜かれた大理石の上を歩いているようだった。

　まるで神話に出てくる神殿のような赴おもむきだ。ソウガの城も変わった作りだったが、この建築はそれ以上だ。自然に溶け込みながらも技術の粋が至る所に発揮され、白火を魅了した。

　上下左右すべてを視界におさめたくて、視線が忙せわしなく動く。内装につられてグウィンたちからはぐれかけ、アンガスに捕まえられて引き戻された。

　やがて通路が終わり、一行は止まった。

　巨大な柱廊を抜けた先には、円形状の広場があった。縁には巨大な柱が円を描いて並び立つ。最奥には玉座と思おぼしき椅い子すがあり、その周りに武装した《獣の末裔テイア・メンシユ》がいた。

　白火はすべてを食い入るように観察した。

　玉座の周りに控える護衛兵らしき《獣の末裔》も、ずいぶん背が低かった。クラーレとほとんど変わらない。だがその顔は険しく、顎は髭ひげに覆われ、小柄な体を補うように肩と腕が筋肉で盛り上がっている。精せい悍かんな戦士が背だけ縮んだというような奇妙な姿だった。

　クラーレは玉座の前まで来て身を翻し、静かに腰を下ろした。独特の照明のせいなのか、少し青ざめて見える顔でグウィンたちを眺める。

「父上──王も、王太子たる兄上方も最早おらぬ。いまは私が王の、代理だ。私が王と思って話せ」

「……感謝する、クラーレ姫。いや……タルパ王、陛下」

　グウィンはおごそかな声で言った。白はく火びは耳でその会話を拾いつつ、目では忙せわしなく周囲を観察する。緻ち密みつな装飾に目が行くが、よく考えれば建材もただの石や木ではないようだった。

「話というのは他でもない。我ら《獣の末裔テイア・メンシユ》の平和を取り戻すため、ソウガとタルパで同盟を結びたい」

　グウィンの声は緊張していた。クラーレは痙けい攣れんするように右頰を引きつらせ、玉座に侍はべる小柄な護衛たちは露骨に嫌悪と疑念の入り交じった顔をした。

「ソウガは、我々の技術を軽視してきた。そのことに言い訳など許さない。なぜいまさらになって同盟などとほざく？　何が目的だ？　《獣の末裔》の盟主でも気取るつもりか」

「……妾わらわたちが、タルパの優れた技術や武具に対して無知であったことは弁明のしようもない。だがいま、妾たちにとって……いや、《獣の末裔》の戦士たちにとって、タルパの優れた技術と、このアルパンテ山の豊かな恵みが必要なのだ」

　グウィンがアルパンテと口にしたとたん、クラーレは歪いびつな笑い声をあげた。一層の嫌悪と侮ぶ蔑べつに満ちた目で、招かれざる客を睨にらみ返かえす。

「なんだ。結局はお前たちも、アルパンテの資源が目当てなのではないか。人間たちと変わらぬ」

　金切り声に似てクラーレは吐き捨て、護衛たちも冷たい目を向けた。

　グウィンは怯ひるまなかった。

「違う、信じてくれ。《テンガイ》の爪そう牙がにかけて、人間と戦うためにタルパの技とこの山の恵みが必要なのだ。私欲のためではない！　タルパとソウガ、妾たちのためなのだ！」

　よく通る声が岩がん窟くつの宮殿の中に反響する。

　だがクラーレと周囲の戦士たちの表情は頑かたくなで、言葉よりも雄弁な拒絶を表していた。

　ふいに、白く華きや奢しやな影がグウィンの後ろから歩み出た。

「……グウィン姫のお言葉は、本当です」

　一転して、小鳥のように可か憐れんな声が響く。

　グウィンもクラーレたちも、はっとしたようにアミラを向いた。雪のような髪に白いドレス、純白の翼を持った少女は、薄うす闇やみの中で幻想のように浮かんでいた。

　アミラは汚れ一つない両翼を、祈るように胸の前で重ね合わせた。

「クラーレ姫……タルパ一族が負った苦痛や嘆きは、わたしにも少しはわかります。タルパとソウガが、元からあまり友好的ではないことも……。でも、グウィン姫は大陸の人間たちと戦うおつもりです。本当です。わたしは、グウィン姫と……ここにいる、白火様に助けていただきました」

　グウィンと比べればか細く聞こえる声。だがそれは確かに届き、クラーレは顔をしかめた。それは嫌悪とは異なり、思わぬところから難問を突きつけられたというような苦悩の顔に見えた。

　クラーレは、うめくようにこぼした。

「……我が一族は、その助けさえ得られなかった。アミラ姫、お前たちとは、違う」

　そう吐き捨てた少女の手は、玉座の肘置きを強く握りしめていた。

　アミラは黄色の瞳を揺らした。小さな唇を震わせ、うつむく。

　重苦しい沈黙が降りて、クラーレの低い声がそれを破った。

「──去れ。ソウガと我々は相あい容いれない」

「待ってくれ、妾わらわたちは……っ」

　グウィンは食い下がったが、クラーレは答えず、それ以上を阻はばむように護衛が身を乗り出す。

　アンガスが後ろから、姫様、と控えめに撤退を促す。ほかのソウガ戦士たちは沈黙したままだった。アミラもうつむいたまま、もう口を開かない。

　見えない断絶に追いやられるように、グウィンは唇を引き結んで一歩下がる。

　ゆえに、ようやく白はく火びは一歩出て口を挟んだ。

「あれ、何で彫ってるんだ？」

　柱の装飾を指さして言う。

　クラーレは、完全に虚を衝つかれたような顔をした。周囲の小柄な戦士たちも目を点にして、グウィンやアミラまでもが驚いたように白火を見た。

　少しして玉座の少女は白火の言葉を理解したのか、嫌悪に顔をしかめて睨にらんだ。

「……人間が、一体何の意図あって……」

「あとその豪華な椅い子すの彫刻も。そもそも材質はなんだ？　どうやって切り出してつくる？　道具は何を使った？」

「や、やかましい！　人間などに答えるいわれは──」

「あんたら小柄なのに、この城も自分たちで建てたのか？　どうやって？　元の地形を生かす建築でこんなに凝ったのは見たことがない」

　この地に着いてから次々と浮かび、溢あふれんばかりに増えた疑問をぶつける。

　だが横からグウィンにつつかれた。

「お、おい貴殿！　いきなり何を言い出す……！」

「え、だってわけがわからないだろ。疑問だらけだろ。いうなればこの建築自体が技術の塊、知識の宝庫みたいなもんだぞ！　なんで誰も聞かない!?」

　白火は勢い込んで反論した。

「まさしく宝の山！　それに、そこのあんたが持ってる武器!!」

　言葉の後半で勢いよく振り向き、玉座の左隣にいる髭ひげ面づらの護衛を指さす。突然矛ほこ先さきを向けられた護衛は目を見開いた後、警戒するように手て斧おのを構える。

　白はく火びは透かさず一歩踏み出した。

「それだ！　その斧！　輝いてる！　鍛錬も研磨もよくて、良質な原材料は無論、腕のいい職人と優れた設備がそろってる証拠だ!!」

「ち、近寄るな……!!」

「その防具もいい作りしてる！　武器！　防具！　建築！　装飾！　誰だよ親方は!!　出てこい!!」

「お、落ち着け白火殿!!　完全に目が血走っておるぞ!!」

　護衛は怯おびえたように後ずさり、白火はその分だけ詰め寄ろうとしてグウィンに襟えり巻まきを引っ張られた。

　手斧を持った男は困惑した様子でクラーレに顔を向け、クラーレは忙せわしなく目を瞬かせる。そして嫌悪以外の、何か不気味な生き物を目の前にしたかのような顔をした。

「同盟とかどうでもいいから、その加工方法だけは教えろ！」

「白火殿──!?」

　グウィンもまた驚いたような声をあげた。ソウガの戦士たちにまで動揺がはしる。












　だが白はく火びは引かなかった。何が何でもこの技術を吸収する、ぜひとも自分に取り入れたい──そうするまでは絶対にここを動かないと決め込んで、その場に座り込む。

　クラーレの右隣にいた髭ひげ面づらの小男が、のっそりと歩み出た。

「小こ賢ざかしい人間じゃ。われらの技術について問うなど。半端に知った面つらをしおって……」

「おいふざけるな！　僕は真剣に、心の底から興味がある！」

　聞き捨てならず白火は全力で言い返したが、やがて気付いて言い足した。

「僕にできることならなんでもやる！　下働きでも雑用でもなんでもやる！　何かを差し出せっていうなら、できる限り全部やる！　だから技術を教えてくれ！」

「──ならばいますぐここで死ぬがよい」

「僕が死んだら交換が成り立たないだろ！」

　白火がまともに言い返すと、クラーレは一瞬怯ひるんだ。薄気味悪い生き物を見るような目で睨にらんでくる。その傍かたわらで、斧おのを持った小男が強い疑いの目で白火の全身を眺めた。視線は白火の両腕、肩でしばらく止まる。

「……生意気な。鍛冶屋まがいか、小僧」

「まがいじゃない！」

　白火は勢いよく切り返した。自分の技術が完璧だと満足したことはなくとも、侮られるのは許せない。

　小男は濃く太い眉の下で目を歪ゆがめ、迷うようにクラーレを見た。クラーレはその視線に気付いて、暗い目を白火に向ける。

「襲撃者どもよりたちの悪い……。半端な腕で我らの技に触れようとすればどうなるか……」

　拒絶とも微妙に異なる言葉に、白火は訝いぶかしんだ。

「《火か炎えん蔓づる》を持って参れ」

　クラーレは傍らの男に言った。男が驚いた顔をする。耳を疑うと言わんばかりの表情だった。だがクラーレは有無を言わさず急せかし、男は慌てて玉座の間から出て行った。

　やがて何かを手にして戻ってくる。白火の目はそれに釘くぎ付づけになった。

　男の厚い手の中に、蛇へびがとぐろを巻くような形で何重にも巻かれた、錆さびた鉄線のようなものがあった。

「……人間ナールごときにはわからぬだろうが、これは《火炎蔓》という。火炎草からつくったものだ。巻いた状態から一定時間手の温度を加え、力を与えると柔らかくなり、自在に姿を変える。タルパの者はみな、赤子の時からこれで遊ぶ」

　クラーレがそう説明すると、小男が《火炎蔓》を両手に持った。掌てのひらで少し温めるようにしたかと思うと、太く短い指からは信じられぬほど素早く蔓つるを広げ、編み、組み替え、瞬く間に小さな籠かごを作る。

　そのあまりの早業にグウィンたちが声を上げ、白はく火びは見入った。

（速はええ！　しかも編み目が正確だ）

　白火が食い入るように眺める前で、今度はあっという間に解ほどかれ、巻かれ、元に戻る。あまりの正確さに、時間を巻き戻したのかと錯覚するほどだった。

　グウィンが顔を上げ、クラーレを見た。

「手の熱を加えると柔らかくなるから《火か炎えん蔓づる》か？」

「違う。これはタルパの者なら赤子でも親しむものだが、技を得る資格なき者の手にあっては発火する。いわば、火をもって資格の有無を選別する神聖なる蔓つるだ」

　グウィンは息を吞のんだ。

　クラーレが白火を見る。その目は嘲あざけりと挑発に満ちていた。

「タルパの者なら赤子でもできるものだ。人間、お前にこの《火炎蔓》が少しでも動かせるか？　どんなに拙つたないものでも、何かしらの形を編めたらお前の頼みを聞かぬでもない」

　白火は一瞬目を見開いた。だが返事をする前に、アンガスが割り込んだ。

「待たれよ！　その《火炎蔓》とやら……まずは儂わしに試させてもらおうか。この白火殿の手は我らにとって重要なものなのでな」

「……おい、余計な口出しは……！」

「よかろう。せいぜい手を焼かれぬように気をつけることだな」

　白火はアンガスに抗議しようとしたが、クラーレはあっさりと許した。

　グウィンもまた白火に頭かぶりを振って、アンガスに一度試させてみろと言う。

　体格でいえばタルパの男の二倍はありそうなアンガスに《火炎蔓》が手渡された。老戦士の無骨な手はいかにもぎこちなく蔓を動かそうとする。タルパの男の動きを真ま似ねしようとしているかのようだった。

　だが、容易たやすく動かせそうに見えた蔓はまったく動かない。アンガスは蔓が動かないのを見て怪け訝げんな表情になり、更に力を込める。腕と肩が盛り上がるほど力がこもったが、それでもとぐろを巻いた《火炎蔓》は動かなかった。

「ぬおっ!!」

　突然アンガスが声を上げ、《火炎蔓》を落とした。地に落ちた《火炎蔓》は淡い赤色に発光し、だが徐々に色を失い、もとの錆さびた色に戻っていく。

　グウィンもアンガスたちも、驚いたように地面の《火炎蔓》を見つめている。

「……わかったであろう。タルパの赤子でもできることが、それ以外の者にはできぬということが」

　クラーレが嘲るように言う。

　アンガスは顔を赤くしてうめき、グウィンはそれをなだめながらも曇った表情でクラーレを見た。

　そして若きタルパ王代理は白はく火びに目を戻す。

「それでお前はどうする、人間。いま前言を撤回し、我々の前から消えるなら許してやるが」

　冷ややかな口く調ちようには、お前などにできるはずがないと言外の意味がこめられていた。

　他の何でもなく──つくる者として、挑戦状を叩たたきつけられた。

　白火は体温が上がるように感じ、唇を歪ゆがめた。

「舐なめんな。約束は必ず守れよ」

　投げ出された《火か炎えん蔓づる》を拾い上げる。軽く両手で触り、確かめる。試しに力を入れてみると、見た目以上の固さだった。針金を巻いたようなものにしか見えないのにびくともしない。

　グウィンやアンガスたちの、そしてクラーレやタルパの者たちの視線を感じた。それぞれの思惑が複雑にまじり、威圧感となって白火の手元に集中する。

　白火はそれを意識から追いやった。

（……決まった方向、一定の力加減でしか動かせないってことか）

　手にある重みに集中し、視界から目的のもの以外を締め出す。持っているうちに、蔓つるが瞬く間に熱を帯おびていくのがわかった。その勢いと熱さに、白火は顔を歪める。

　アンガスが取り落とした理由がわかる。だが耐えられない熱さではなかった。

　なぜか、工房で小さな炉の前に座って火を眺めていたときのことを思い出した。小さくとも火の温度は凄すさまじく、兄弟弟子のほとんどはすぐに音ねをあげた。だが白火は気味悪がられるほど耐えていられた。熱くとも火はよほど純粋で、人を相手にするより楽しかった。

　──それに、火なら、自分の腕の中に既にある。

　白火はしばらく、タルパの男が手本で見せた動きを思い出しながらそれをなぞろうとしたが、やめた。それではうまくいかなかったし、模も倣ほうして成功してもあまり意味がないように思えた。

（……変わった性質を持っていたところで、これは基材だ）

　手と頭と精神で把握すべき物質であり、必ず馴な染じむはずのものだった。針金の温度は跳ね上がっていく。白火は手を開閉しながら、探り、試し──そして力を入れるべき方向、加減を見つけた。

　熱をもった針金の先をゆっくりと持ち上げ、薄紙を剝はがすように伸ばしていく。

　それまでの頑かたくなさが噓うそのように滑らかに持ち上がり、白火の手に従った。

　そこから先は白火の思うがままだった。頭の中には、赤くなった鉄を叩いて形を変えたときの映像が流れている。

《火炎蔓》の熱は気にならなくなっていた。白火の指は淀よどみなく動き、赤くなった針金の形を変えていく。

　脳内にある完成図が導くままに一気に編み──到達した。

　白はく火びは手を止め、完全な球状の籠かごに編み上がった《火か炎えん蔓づる》を掲げてクラーレを見た。

「……できた。これでいいんだろ？」

　タルパの男が慌てた様子で白火の手からむしりとる。目を疑うと言わんばかりの顔で、白火が編み上げた小さな籠を矯ためつ眇すがめつする。

「信じられん。まさか、こんなに早く……人間などに……」

　うめくように漏もらした言葉は、ほとんど敗北宣言のように聞こえた。

　白火は心の中で天高く拳こぶしを突き上げた。

「姫……」

　タルパの男が、ためらいがちにクラーレを見て声をかける。クラーレは手を差し出し、無言で男から《火炎蔓》の籠を受け取った。白火が作り替えたそれを、しばらく眺める。そうして低い声で言った。

「……なぜ、お前は我々の技を知りたいなどと言うのだ。我々の神聖な山から恵みを奪うだけでは飽き足らず、我々の魂たる技まで奪おうというのか。人間はどこまで……」

「おいちょっと待て。僕は他の人間とは違う！」

　ここに来てまだ文句を言われ、しかも他の人間と一緒にされて白火は憤った。

「いいものを作りたいだけだ！　なんでわからない!?　最高最適の形にして、作るためだ！　あんたらから奪うためでも盗むためでもない。もっと良いものを、もっともっと良いものを……そう思うだろ!?　そのためには技術が必要なんだ！　あんたらの技術を取り入れて、より優れたものを作りたい。全部、僕と僕の作るもののためだ！」

　頑かたくなな態度にぶつけるように、叫ぶ。

「あんたらの技術を教えてもらったところで、僕はそれを自分のものだなんて主張するつもりはないし、あんたらの技術を貶おとしめることもしない……!!」

　かつて自分を利用し、搾さく取しゆした職人たちと同列に見られるのは我慢ならなかった。

　優れた技術には、素直に敬意を抱く。それを自分に取り入れたいとは思っても、自分のものだと主張するつもりなど毛頭なかった。

　タルパの男は髭ひげの下で何ごとか口ごもったように見えた。反論を試みたのか困り果てた顔でまたクラーレを見る。

「姫……」

　男は気遣うようにそう声をかける。クラーレは答えず、うつむいて球状の《火炎蔓》を見ていた。

「……《火炎蔓》はこの者の素質を認めた。たとえ人間であろうとも……」

　顔を上げぬまま、クラーレのくぐもった声がこぼす。

　グウィンの息を吞のむ音が聞こえる。

「人間。お前はソウガに協力しているのか？」

「な、なんだいきなり……、まあ、そうだけど」

　状況をはかりかねて白はく火びが漫然と答えると、クラーレは長く、細く息を吐いた。

「お前とソウガの滞在を許す。お前たちに不実がなく、我々の力がどうしても必要だというなら……必ずしもそれを拒むものではない」

　白火は目を見開いた。遠回しにすぎる言葉の意味を考え、少し遅れてたどりつく。

「……ってことは、なんだ。あんたたちの技術を教えてくれるのか!?」

「だからそう言っておるのだ、小僧！　姫のお言葉を軽んじるような真ま似ねは許さんぞ！」

　小男が顔を赤くして怒鳴る。白火は、そうじゃないと慌てて否定しながらも、気持ちが一気に高こう揚ようするのを抑えきれなかった。




　そのすぐ側では、グウィンやアンガスたちが呆あきれとも感嘆ともつかぬ顔をしていた。
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　アミラの前には、厳しく真剣な表情のソウガ王女とタルパの王女がいた。一方は一族の名代、もう一方は王の代理として、長卓を挟んで向き合っている。

　クラーレの側には補佐と護衛を務める髭ひげの男たちが控えている。

　タルパは総じて小柄な一族で、座ることでようやくクラーレとグウィンの目線は等しいものになる。

　だが背の小さな《獣の末裔テイア・メンシユ》たちというだけで、それが決して弱さを意味することではないとアミラは知っていた。

　古き獣の一角、大土竜《タルパ》を祖先とする彼らは、どの一族よりも大地に親しみ、険しい岩山や鉱石類を好む。

　小さな体からは想像もつかないほど優れた膂りよ力りよくを持ち、その膂力に反して繊細な指先を持っている。鉱石に留とどまらず、木材であろうと獣皮であろうと、彼らは類たぐい希まれなる腕で求める形を切り出し、彫り、あるいは積み上げ組み立てる。小さく精せい緻ちな指輪から首飾り、豪華な玉座、いまアミラたちが足を踏み入れている山の中の巨大な宮殿までと幅広い。

　技術力と芸術性に長たける反面、やや傲ごう慢まんで頑固なところがあるとも言われている。

　己おのが技術と制作物に対する強い自信と矜きよう持じゆえに、外部の者が安易にそれに触れるのを嫌う。また、己の身こそが至上の武器と信ずるソウガの一族とは折り合いがよくない──というのはアミラも聞いたことがあった。

　タルパの一族自体、どちらかというと閉鎖的なところがあり、交流を持っている《獣の末裔》は少ない。アミラも、タルパの一族を実際に目にするのははじめてだった。

　アミラは壁際に座って、ぼんやりとそんな知識を思い返していた。

　グウィンとクラーレは敵の情報について話し合っている。卓の上に地図が広げられていた。

　時折、クラーレは苦しそうな顔をする。そうしては歯を食いしばり、敵に占領されていた時の忌いまわしい記憶を掘り起こし、情報として提示する。傍かたわらの男たちがそれを補足するが、その声にも痛みと悲しみが満ちている。

（強い人……）

　クラーレの苦しみに、その声にアミラの心臓は共振する。深い慟どう哭こくの滲にじむ声は、胸の潰れるような悲しい旋律に似ている。

　だが、アミラにはあの記憶を自分から語ることはとうていできない。

　役立たず──ソウガ一族の長おさに言われた、罵ば倒とうの言葉が耳の奥に蘇よみがえる。

　アミラの唇は震えた。何か言おうとしても、喉が詰まってしまう。

　この場に同席しているのは、自分も二人の話に加わって、なにか有益な情報を提供するためなのに。

　グウィンは強制しない。けれど、協力を求めていないはずはない。

　アミラは膝ひざの上で手を握り、自分を鼓こ舞ぶした。──何か言わなければ。喉を動かそうとする。だが石を詰められたように動かない。

　そうやって虚むなしい試みを繰り返しては失敗して、ふいに、グウィンが深く息を吐く音が聞こえた。

「……感謝する。今後、この地に敵を踏み込ませはせぬ」

　ソウガの姫君は、タルパの若き王代理を真まっ直すぐに見つめて言った。

　その青い目の輝きと力強い声に、アミラははっと胸を衝つかれた。──抑えた、けれど静かに高まってゆく音楽のような響き。

　当のクラーレは、泣き笑いのような、皮肉の笑いがかなわなかったような曖あい昧まいな表情になった。

「……少し、疲れた。私は休む。そちらも休むなり早々に帰還するなり好きにすればいい」

　沈むようなため息まじりの声が言い、グウィンはうなずく。退室しようとするグウィンにならい、アミラも立ち上がる。だが、クラーレの目が今度はアミラを見た。

「カナリアの、アミラ。……《天上の白》とは、お主のことか」

　アミラは息を止めた。体が震える。

「カナリアの一族に生まれた奇跡の歌声……天上の歌を授かった白の歌姫。どんなさえずりも旋律も、お主の歌の前にはかすむという話を、聞いた」

「い、いえ、わたしは……」

　雪色の髪を揺らし、アミラは頭かぶりを振った。その賞賛が、いまは重苦しく体にのしかかり、うつむく。

　──かつて誰からも歌を求められ、声を讃たたえられた。歌うたびに幸福が周囲に広がってゆき、みんな笑顔になってくれた。幸せだと言ってくれた。

　けれど、そんなふうに自分の歌を愛してくれた者たちはもういない。

「謙けん遜そんなどしなくてよい。カナリアの歌が優れていることは知っている……。歌ってくれぬか」

　アミラは目を見開いた。反射的に顔を上げると、クラーレと目が合う。疲労と悲しみの色濃く滲にじむ瞳。

「タルパのため、散っていった者たちのため──鎮魂歌を歌ってほしい」

　頼む、と力のない声が言った。クラーレに続き、周りのタルパの男たちまでもが真摯に頼んでくる。

　アミラはとっさに胸に両手を当てた。鼓動がひどく乱れ、不安な律動を刻んでいる。

　──はい、と言いたかった。

　誰かの頼みを拒むのはもとから苦手で、ましてクラーレの頼みは、断ってはいけないものだった。

　だが、アミラの耳には何も聞こえなかった。

　歌いたい、歌わなければと思うのに、冷徹な静寂が耳を覆っている。あんなにも音楽に溢あふれていた世界は突如沈黙して、アミラの喉を錆さび付かせてしまった。

　アミラは唇を開く。震えながら動かす。だが、そこからこぼれたのはもつれるような言葉だけだった。

「ごめんなさい……わたしは、もう歌えないんです」

　かすれ、ほとんど消え入るような声になる。

　タルパの男たちが、怒りのまじった不満の声を漏もらす。アミラは肩を揺らし、足元に目を落とした。重ねた両手に力をこめ、非難に耐える。怖くて、いますぐ逃げ出してしまいたかった。

「──タルパの戦士たちよ、わかってくれ。アミラ姫もまた、あなたたちと同じ苦しみを味わっているのだ」

　アミラに代わって、グウィンがなだめるように言った。一徹なところがありながらも真まっ直すぐなタルパの戦士たちは、どこかばつが悪そうに黙り込んだ。

　クラーレもまた、アミラにそれ以上強いるようなことは言わなかった。




　アミラはグウィンの後に続いて、話し合いの行われた大部屋を出た。歌を求められたのに応こたえられなかった──罪悪感と悲しみが、重苦しく体にまとわりついている。

　のろのろと顔を上げ、前をゆく背を見た。

　白いマントに覆われた背。その向こうに、自分とは真逆の、鍛えられたしなやかな体とのびやかな手足がある。俊敏で強きよう靭じんな神獣の末まつ裔えいであることを示す、気高き三角耳と金色の尾。まばゆい黄金の髪は、アミラには眩まぶしすぎた。

　アミラは胸を押さえて立ち止まった。自分がひどく小さく、つまらない存在に思えた。

「……アミラ姫？　どうしたのだ？」

　はっと顔を上げる。グウィンが立ち止まり、不思議そうにこちらを見ていた。

　濁にごるところのない、鮮やかな青の瞳──その強い目が羨うらやましくて、アミラの口から勝手に言葉が転がり出た。

「……どうしたら、……ですか？」

「むっ……？」

　グウィンが金色の睫まつ毛げを瞬しばたたく。アミラは自分の言葉に驚いたが、おずおずともう一度口にした。

「どうしたら……、グウィン姫のように、強くなれますか？」

　ソウガの姫君は、目を丸くした。それから、ぱちぱちと瞬まばたきをする。

「それは……、武術の意味であろうか？」

「い、いえ……そうでも、ありますが……」

　アミラはしどろもどろに答える。とっさに出てしまった言葉で、自分でも困惑していた。漠然としていて、何のことかと言われても具体的に答えられない。

　グウィンは目を丸くしたあと、少し考え込むように首を傾かしげた。そして、考え考え口を開いた。

「うむ、武術は鍛錬さえすればある程度は必ず身につくものであるが……向き不向きがあるのも事実だから、アミラ姫が無理して習得することはないと思うのだ」

「……はい」

　気遣いの滲にじむ言葉に、アミラはありがたくも思い、申し訳なくも思った。

　──あの不思議な人間の少年と同じ。グウィンもまた、戦う必要はないと言ってくれる。

　うつむいていると、少し間があってからグウィンがぽつりと言った。

「真に大事なのは……、心の在り方だと思う」

　アミラははっと息を吞のんだ。グウィンの顔を見上げると、そこにためらいが見てとれた。

「妾わらわは真に勇ゆう敢かんな戦士ではないのだ。大事なところで怖おじ気けづき、背を向けたことがある……」

　そう言って、首の後ろに手をやった。髪を一房つかみ、そこではっとしたように手を離す。

　奇妙な仕草と言葉に、アミラは驚いた。グウィンの言葉は信じられなかった。自分を助け出してくれた恩人の一人であるグウィン、武術に長たけたソウガの姫君が、勇敢な戦士ではないなどとは信じられない。

「妾わらわが強い者のように見えたら、それは叱しつ咤たして勇気づけてくれた者がいるからだ。妾には……、逃げるなと言ってくれる者がいて」

　そこまで口にすると、グウィンの唇が綻ほころんだ。どこか気恥ずかしそうな、照れているような表情だった。

「その者に失望されたくない、軽けい蔑べつされたくないと思ったら、踏ふみ止とどまることができた」

「……そう、なのですか？」

　アミラが思わず聞き返すと、グウィンはまた照れくさそうに笑った。

（……どんな方なのかしら）

　なぜか気になってしまった。グウィンにここまで言わせ、こんな表情をさせるとは、いったいどんな人物なのだろう。

「まあ、妾も驚いたが……。つまりは、その、この者にだけはと思う者がいたら、たぶん、踏み止まって立ち向かうことができると思うのだ」

「この者にだけは……」

　アミラが反復すると、うむ、とグウィンはうなずいた。

「この者にだけは嫌われたくない、失望されたくない。その意地で踏み止まり、一歩前へ踏み出す」

　アミラは息を吞のんだ。その言葉は、胸を強く射た。だがそれはあまりに眩まぶしくて、重くて、受け止めきれない。重さに耐えかねたように、顔をうつむけた。

「……大仰なことを言ってしまったが……。アミラ姫、あまり思い悩まないほうがよいぞ」

　アミラはかろうじてうなずいた。グウィンの気遣いが、いまは一層心苦しかった。

　真摯に答えてもらったのに、自分はまだそれを受け止めきれない。

（……やはり、グウィン姫は強い方だわ……）

　比べて自分はなんと弱い存在なのだろう。

　歌さえ失ったいま、自分に何ができるのか──。





　＊






「いた！　アミラ！」

　タルパの岩がん窟くつ宮殿を探し回り、ある一室でようやく目的の少女を見つけて白はく火びは駆け寄った。アミラはダナやグウィンと一緒にいて、何かを話しているところだった。テーブルについていた三人は一斉に顔を向ける。

　山の中の宮殿は壁に灯あかりがあってもどことなく薄暗い。その中でもグウィンの黄金の髪は輝いていたし、ダナの快活な顔は明るく見えて、アミラの白い髪や翼は光を放っているようだった。この三人がひとまとまりになっているだけで場が華やかになることに白はく火びは気付いた。

「白火様……？　どうなさったのですか？」

　アミラは黄色の目を瞠みはり、椅い子すから立ち上がる。白火はつかつかと歩み寄り、手に持っていたものを差し出した。

「これ！」

「……これは……、ええと……？」

　白火が差し出したものを見、また白火の顔を見てアミラは困惑したような顔になった。

　側からダナが興味津々でのぞいてきて、グウィンも首を傾かしげている。

「石？　いきなりどうしたんですか鍛冶屋さん」

「知らないのか!?　《音響石》だぞこれ!!　アルパンテの坑道で見つけた！」

　ダナの言葉に白火のほうが驚いた。この鈍にび色いろに輝く一抱えほどの石の価値を知らないのかと思った。

「《音響石》とは何だ？」

「特定の音に共鳴して増幅する石だ！　こんなに純度が高くて大きなものは見たことない！」

　白火は力説したが、グウィンまでもがいまいち理解しかねるといった顔をしたので、その鼻先に石を突きつけた。

「な、なんだっ……!?」

「ちょ、ちょっとあなた!!　何するんですか!!」

「……いいから、この石に向かってちょっと喋しやべってみろ」

　白火が突きつけた石の側で、グウィンが目を丸くした。ダナは白火の腕をつかみ、押おし退のけようとしている。

　グウィンは訝いぶかるような表情をしながら、あー、と石に話しかけるように声を発した。

　だが、特に何も起こらない。

「……駄目か」

「な、なんだ？　やり方が違うのか？」

「いや、グウィンは合わなかったってことらしい。で、ダナもやってみろ」

「な、なんですかどういうことですか!?　姫様に不可能なものが、わたしにできるわけが……」

「いいから！」

　白火の勢いに押されたようにダナは一瞬怯ひるみ、それから珍しいほどおずおずとした様子で石に声をかけた。あーと平へい坦たんな声だ。だがそれもまた、何の変化も起きない。

「……やっぱ駄目か」

「だ、だから何なんですかっ!?　そんないかにも残念そうな顔をして！　気になるじゃないですか!!」

　透かさず反論してくるダナを無視して、白はく火びはアミラの前に石を差し出した。小柄なカナリアの姫君はびっくりしたように黄色の瞳を瞬かせている。

「アミラもやってみてくれ」

「わ、わたしですか？」

　アミラは戸惑いながらも、律儀に石に顔を近づけ、小さく声を発した。

　グウィンやダナと同じようにただ発声しただけの、あ、という音。

　だがとたん、石が鳴いた。白火の手の中の石はかすかに身震いし、短く音を発した。

　白火も、アミラやグウィンたちも目を見開いた。そして白火はいちはやく喝かつ采さいの声をあげた。

「アミラ、もう一回！　長い音で！」

「は、はいっ……！」

　勢いに吞のまれたように、アミラは今度は伸ばして『あー』と発する。すると、石が共鳴するように震え、アミラの声をひとりでに反復し、より大きく響かせた。

　アミラは更に驚いたような顔をした。白火は興奮した。

「適合した！　もしかしたらと思ってたんだけど……やった！」

「ええええー!?　どうなってるんですかその石!?」

「おい、やめろ！　貴重なんだぞこれ！」

　ダナが白火の手に飛びつく。ダナが再び声をかけるも反応せず、ただの石であるかのように沈黙していた。

「《音響石》は特定の音や適合した声を増幅する性質がある。声は適合するほうが希まれなんだよ。でもアミラに適合した。これはいい。アミラに合う基材だ！」

　もしやと思った予想が見事に的中して、白火は昂たかぶった。宝の山みたいなタルパの坑道に連れて行かれ、大いに堪能し、帰る途中にたまたま見つけたのだった。音ということでとっさにアミラを連想したのだが、本当に適合した。

「これはアミラの声を増幅してくれる。アミラが歌うときに役に立つ！」

　白火が力説すると、アミラはまたびっくりしたような表情をした。だがそれから泣き笑いのような、ひどく困惑した顔になってうつむく。

　ダナが眉をつり上げた。

「あなたもしつこいですねえ……！」

「ちょ、ちょっと待て！　強制しているわけじゃないし急せかしてもない！」

　白火は慌てて弁明した。

「だから、その、アミラが歌いたいと思った時に！　これがあれば、アミラの歌をよりはっきり聞けるだろ！　これはアミラを補助するためのもの、あくまでただの道具だ！　いますぐ使えなんてことも言ってないだろ！」

「白はく火び様……」

「アミラ、誤解すんな。僕は乗り気じゃないものを強制したり力ずくでなんとかさせるのは一番嫌いだ。アミラが歌いたくなったら歌えば良いし、気が向かなかったら歌わなくていい。僕はただアミラの歌が聞きたい。だから協力するし、できることはするし、待つ」

　そこは一番誤解されたくなかったので、白火はアミラの目を見て強く訴えた。

　アミラの目は潤んでいたが、白火の真意が伝わったのかうなずいた。

　──そんなふうに目を交わし合う二人の側で、ソウガの姫君は複雑そうな表情をする。

「……妾わらわと《約束》をしたときよりずいぶん楽しげで真摯な……」

「姫様？」

「妾は石に……負けたのか……？」

　険しい顔でぼそぼそとつぶやく主人を、ダナは目を丸くして見つめた。




　それから丸一日、白火はタルパの工房に引きこもった。寝食も忘れて制作に没頭し、完成すると思わず声をあげた。

　傍かたわらでそれを見ていたタルパの職人も、できあがったものを見て目を丸くする。

　完成したばかりのものを手に、白火はアミラが寝泊まりしている仮部屋へ向かう。

「──アミラ！」

　高こう揚ようした気分のまま部屋に飛び込む。すると窓際にいたアミラが小さく悲鳴をあげ、振り向いた。同時に、小さな鳥たちが逃げるようにして飛び立っていったのを白火は見た。

　白火はとっさにグウィンの言葉を思い出す。──カナリアの一族は、鳥たちと意思の疎通ができるという。

「あ、悪い。なんか邪魔したか？　鳥と会話してたのか？」

「い、いえ。あの子たち、なにかひどく落ち着かない様子で……原因はわからないのですが」

　アミラの白い眉がかすかにひそめられた。

「獣に追われていたのかもしれません。あるいはこれから天候が崩れるのかもしれないです……」

　そう推測しながらも、アミラは気がかりであるようだった。それからふと沈んだ表情になる。

「わたしが歌えれば……あの子たちの言葉をもっとしっかり聞いてあげられるのですが」

　白火ははっとした。それから完成したばかりのものを差し出す。

「アミラ、これ」

「えっ？」

　大きな黄色の瞳が見開かれた。白はく火びの手にあるものを見ていっそう驚き──同じく淡い黄色に染まった唇から、感嘆のため息が漏もれた。

「きれい……！」

　白火が差し出したのは、細い鎖に繫つながった銀色の三日月だった。三日月の弧の内部には楕だ円えんに整えられた翡ひ翠すいが銀鎖で吊つられている。

　三日月の身には精せい緻ちな彫刻が施され、膨らんだ中央部分にはアミラの瞳に似た色の宝石がはめこまれていた。そして月から滴しずくがしたたるように、弧の外側からも華きや奢しやな銀鎖が垂れて、うっすらと青みがかった羽根を模もした飾りが繫がっている。

　アミラは言葉を失ったように見入っていた。だがやがて顔を上げて白火を見ると、不思議そうな顔をした。

「これは……？」

「この黄色いやつが《音響石》。研磨するとこんな色になるんだ」

　三日月の身に埋め込まれた黄色の石を指さして言うと、アミラは目を丸くした。

「で、これが前の翡翠。今度はまともに加工したから、よくなってると思う」

　今度は弧の中の翡翠をさして白火は言った。

　新しいものを作ると決めたとき、白火としては以前アミラにつくった翡翠の首飾りは処分してもらうつもりだった。気まぐれに作った即席のものだったし、もっといいものが作れると思ったからだ。

　だが処分してくれと言うとアミラはひどく悲しそうな顔をして、珍しく強く拒んだ。だからそのまま材料として使うことにした。

「一応、髪飾りなんだこれ。つけやすいと思うし、口元に近いところにつけられるから」

　そう説明すると、アミラはえっと声をあげた。

「こんなに素敵なものを、わたしに……？」

「……趣味じゃないか？」

「そんな……!!　あ、あまりにもきれいで、わたしなどには……！」

　アミラは強く頭かぶりを振った。困惑した様子で、両手で口を隠す。

　白火は更に言い募つのった。

「アミラに合わせてつくった。気に入らないなら作り直すけど、そうじゃないなら貰もらってくれ」

　作り直すのはちょっとしんどいけどな──白火は心中でつぶやいた。だが本人が気に入らないものを無理に押しつけたり、いかにも気を遣わせて受け取らせるようなことはしたくない。

「気に入らないなんて……」

　アミラはそう言って、だがその先の言葉に詰まってしまったようだった。

　小さな手がおそるおそる伸びてきて、髪飾りに触れる。国宝にでも触れるかのような、恭しい手つきだった。両手で銀の三日月を支え持ち、アミラの目は釘くぎ付づけになった。小さな唇からため息がこぼれる。

　どうやら割と気に入ってくれたらしい、と白はく火びはひとまず安あん堵どした。

　言葉もなく髪飾りを見つめた後で、アミラはおずおずと白火を見上げた。

「本当に、わたしがこれをいただいてもいいのですか？」

「アミラのためにつくった」

　白火はうなずいて言った。するとアミラの唇がかすかに戦慄わななき、磨かれた《音響石》に似た色の瞳が潤んだ。

「ありがとうございます、白火様。わたし……、わたし、なんと言ったらいいか……こんなに、素敵なものを……」

　感極まったように震えた声で言われる。想像以上の反応に白火は照れくさくなり、少したじろいだ。

　だがこの意匠は、白火が一人で編み出したものではなかった。

「あ、あのな、図案は僕一人でやったんじゃなくて……」

「──うむ、タルパの者が意匠を考案したので当然だ」












　焦って言い出した白はく火びの声に、野太い声が重なった。

　白火は慌てて振り向く。アミラもつられたように部屋の扉に顔を向けた。

　そこには、扉から半分だけ顔を出したタルパの男がいた。──のみならず、なぜか不穏な目をしたダナとグウィンまでもがいた。

　白火はぎくりと肝を冷やした。

「油断も隙すきもありませんねえ……」

「ほほーう……なるほどな……ふーん……」

「な、なんだよ！　ってか来たなら言え！　何見てんだ！」

「この部屋の主はアミラ姫ではないか。なぜ貴殿に言う必要があるのだ？」

　グウィンに睨にらまれ、白火は怯ひるんだ。なぜかまずい場面を見られた気がする。

　そんな空気も知らず、小柄な職人は誇らしげにうなずいている。

「その三日月の意匠は我々が考案したものだ。なんせその小僧ときたら、技はともかく図案を描かせるともう壊かい滅めつ的、いやもはや芸術に対する冒ぼう瀆とくですら……」

「やめろ！　こ、こういう装飾は苦手なんだよ!!　見かけなんてどうでもいいだろ!!」

「うむ、そのような無粋な心がいかにも無様な試作品の数々を生み出したのだな」

　男はそう言って、白火が記憶ごと追いやったはずの試作品を取り出した。白火はうわっと叫んだ。ダナとグウィンが一転して興味津々で男の手元をのぞきこむ。

「どれどれ、そこまでひどくは──って、えぇ？　なんですかこれ？　土偶が体をひねって首を傾かしげているんですか……？」

「……これは……藁わらが絡まった図か？　それとも蛇へびの群れ……？」

　二人はとたんに眉まゆ根ねを寄せ、難問を前にしたかのようにつぶやく。

　白火の顔が熱くなった。髭ひげ面づらの職人は鷹おう揚ようにうなずく。

「人間にしてはいい腕をしているかと思えば、意匠に関しては絶望的に抜け落ちているようだな」

「……おいあんた!!　陰湿なことすんな!!　失敗作を拾うとか卑ひ怯きようだろ!!」

　白火は怒りと羞しゆう恥ちで叫んだ。

　職人はいかにも厳いかめしい顔をしつつ、髭の下では口が笑っている。

「……はあ、さすがタルパの意匠は違いますねえ。とても綺き麗れい……」

「うむ、経緯はどうあれ、さすがだ。《封ほう命めい具ぐ》だけではなく普通の加工品や装飾品も作れるとは……」

「見かけによらず結構色んなことができるんですねえ……」

　抗議する白火を後しり目めに、グウィンとダナはアミラの手元をのぞきこんで好き勝手に言う。

　白火はぐっと喉の奥でうめいた。何か言ってやりたいが、実際にタルパの職人につくってもらった意匠は素晴らしいもので、自分一人ではこうはいかなかった。

　それに、アミラが小さな頰を赤くして嬉うれしそうに笑っていたので──。

（……まあ、いいか）

　一番の目的は果たしたので、不意打ちの屈くつ辱じよくを忘れてやることにした。





　＊






「あの小僧、人間にしておくには惜しいほどの腕をしておる」

　気むずかしそうな職人からそんな言葉を聞いて、グウィンは驚いた。

　──白はく火びをどう思うか。

　友好的な関係を築けそうかという意味で聞いたのだが、思わぬ答えが返ってきた。

「貪どん欲よくで、飲み込みが早く、己の哲学を持っている。ああいう輩やからは、いい職人になる」

　髭に覆われた顔をしかめて男は言ったが、それは気むずかしく頑固なタルパの職人からすればほとんど手放しの絶賛だった。試作品の意匠がひどいと散々からかっていた様子からは想像もつかない。ましてそれが、人間である白火に向けられたものと考えると奇跡と言っていい反応で、グウィンは二重にも三重にも驚く。

　男はグウィンの顔を見上げ、言った。

「──ソウガで抱えきれなくなったら、こちらによこしてもらいたい」

「それはできん！　妾わらわが……、わっ、我々が白火殿を手放すことはありえぬ！」

　グウィンはとっさに反発した。そのあまりの勢いに、小柄な職人は目を見開く。

　はっとして慌てて言い繕った。

「そ、その、白火殿の腕はもちろん我々も重宝しているのだ！　タルパの職人にも才能を認められたとあっては、我々もいっそう丁重に白火殿を扱うので……」

　知らず早口になり、どこか釈明するような響きを帯おびた。言っていることは噓うそではない。だがとっさに声を大きくしてしまったのは、ただ、いやだと思ったからだった。

　──白火を渡したくない。

（白火殿を探し出したのは妾だ！　約束したのだ……っ！）

　驚くほど気持ちが先走った自分に、そう言い訳する。落ち着きのないグウィンを見て、職人は不可解そうな顔をした。だがそれ以上食い下がる様子はなく、いかつい表情のまま言った。

「なら、しっかり抱えておけ。──決して、敵にはやらんことだ」





　＊






　アミラの部屋を出た後、白火は少し休憩をとった。髪飾りを夢中でつくり、完成して渡すことができた──すると、一気に疲れを感じた。

　タルパの大きな工房の隣の部屋で、椅い子すに座ったままぼんやりしていると、ふいに扉のほうにきらめく金色が見えた。目をやると、グウィンだった。

　グウィンは入ってくるなり白はく火びの顔を見ると、青い目を瞬かせた。

「ずいぶん疲れたような顔をしているではないか」

「……あー、いや、ちょっと休んでるだけだ」

「ふむ。まあ体を休めておくとよい。明日にはテンペルに帰るゆえ」

　何気なく告げられた言葉に、白火はげんなりした。またあの距離を歩かないといけないのかと思うと陰鬱な気分になる。

　そんなことを考えていると、視線を感じた。グウィンの青い目がじっとこちらを見ている。あまりにもまっすぐ見つめられて、少し驚くほどだった。

「何？」

「……な、なんでもない！　貴殿は、妾わらわのものだからな!!」

「は？」

「妾の！　ものなのだ!!　うん!!　それだけのことだ!!」

　強い勢いでたたみかけ、反論は認めないと言わんばかりだった。白火は目を丸くする。

（いきなり何だ）

　訝いぶかしく思っていると、やや気まずそうな咳せき払ばらいがあった。

「ま、まあそれは良いとして……実際、どうであろうか。白火殿の目から見て、タルパの技術や、資源はどう感じた？」

　白火はちょっと目を見開いた。が、即答する。

「すごくいい。もっと早く知りたかった。むしろ必ひつ須す」

「……そ、そうか。うむ、それならよかった！」

　グウィンは露骨に安あん堵どの息を吐つき、嬉うれしそうな顔になった。白火にはその反応が少し不思議だった。

「なんで？　どうした？」

「……う、うむ！」

　今度はグウィンが少したじろぎ、あらぬ方向に目をやった。

「その、タルパの技がすばらしいことは確かなのだがな。同盟をと言い出したのは妾だし、運良く約束を取り付けられたとして、その、思ったようにうまくいかなかったら……と考えていたのだ」

　白火は目を瞬かせた。意外なものを見た気がした。

「不安だったのか？」

「う、うぬ！　率直に言うでない……！　タルパの技を疑っていたわけではないが、その、白はく火び殿の目にどう見えるかはわからなかったゆえ！」

　一瞬怯ひるんだグウィンを見て、白火はようやく合点した。

　基材のためにと言い出したものの、グウィン自身もそこまで確信があったわけではなかったらしい。自分の予想と違っていたら、失望させたらと不安に思っていたのだろうか。

（……結構繊細なところあるんだな）

　堂々と物を言い、怯まぬ態度でいながらも、内心では不安や緊張があったのかもしれない。そう考えると、グウィンも年相応の少女なのだと気づかされる。

　白火は無意識にグウィンをまじまじと見たが、その白い頰が少し赤くなった。白火の凝視から逃のがれるように顔を背ける。

「と、ともかくだ！　帰って兄上たちに報告して……あとは文字通り貴殿の腕にすべてかかっているのだ！　強い武器を……《封ほう命めい具ぐ》をつくってもらわねば！」

　やや早口気味にグウィンは言った。

　だがその言葉──《封命具》という言葉が出たとたん、白火の頰はかすかに引きつった。無意識に、右手で左腕をつかんでいた。巻いた包帯の下に、冷たい腕がある。

（……つくらないと）

　じわりとした焦燥が腹を焼く。

　──《封命具》をつくる。

　それは呼吸と同じように容易たやすくできることだったのに、いまはどうやってそれをすればいいのかわからなくなりつつある。

　アミラの髪飾りをつくっていたときも、途中で《封命具》にすることを考えた。

　あれだけ純度が高く珍しい《音響石》が見つかったら、《封命具》の基材に──と当然考える。だが、その瞬間腕がかすかに引きつった。目の裏に蘇よみがえったのはオースの恐怖でよじれた顔──死の間際の叫び、そして半ばで刀身の折れた《封命具》の剣だった。

　あの歪いびつな姿が白火を縛り、腕に熾おころうとする火を凍らせる。冷たく感じる腕に少しでも温度を取り戻そうと、無意識に手を開閉する。

「……白火殿？」

　グウィンに呼ばれ、白火ははっと現実に戻った。緩慢に顔を上げてグウィンを見ると、訝いぶかしげな青の双そう眸ぼうと合う。

「どうしたのだ？」

「……別に、なんでもない」

　白火は素っ気なく答え、目を逸そらした。──つくれない、などとは口が裂けても言えなかった。言いたくなかった。

　いずれにしても気持ちが集中していないときはどうあってもつくれない。それほど猶ゆう予よはないとわかっていても、いまは時間がほしかった。




　その翌日、白はく火びはグウィンたちと共にタルパの宮殿を発たった。空は快晴で、数日前に来た道を下っていく。グウィンやダナやアンガスは明るい表情をしていたが、白火の顔は暗かった。足取りはいっそう重くなり、自然と最後尾になる。このじりじりと暑い空の下をまたひたすら歩くのかと思うと辟へき易えきする。

（早く帰りたい……）

　一刻も早く屋内に逃げ込みたかった。《テンペル》の王城に戻ったらまず涼しいところで休む。それからタルパの資源と技術のことをティーガたちに話して協力させ、タルパの防衛を考え、敵の状況をなんとかして探る方法を考える。

　一番気がかりなのはやはり敵の内情だった。ソウガの戦士たちはその高い戦闘能力ゆえか、楽観的なところがあるように思えた。いかなる状況でも迎え撃つ、勝てるといったような空気がある。

　白火は早くも顎に伝い始めた汗を拭ぬぐった。あとどれくらい、と距離を考えると気が滅め入いって仕方ないので、せいぜい他の考えに意識を集中させる。

　──いま、自分はこれまでのように《封ほう命めい具ぐ》をつくれない。《変幻流転》を全面的に頼れないということだ。いやでも不安と焦燥は募つのり、警戒を強めるに越したことはない。

（もう一回《テンペル》に攻め込んでくるか、あるいは……）

　ふいに、グウィンが顔を上げた。ダナもアンガスも、他の護衛たちも同様に頭上を見る。髪の上の大きな三角耳が、ピンと張り詰めている。

「何の音だ──」

　グウィンが言い、白火も天を見上げる。

　──雨。

　空を見上げた白火の目に映ったのは、それだった。

　だが、黒い。

　雲もなく、目を射るような日が射さしているのに無数の黒い雨が降る。

　既視感。どこかで見た。そんなはずがないと否定しかけて思い至った。

《隼しゆん雨う》。

　次の瞬間、白火の全身が総毛立った。

「──っ逃げろ!!」

　俊敏な《獣の末裔テイア・メンシユ》たちは即座に反応する。

　だがそれをすべて覆うように、黒の雨が降り注いだ。

　白火は突き飛ばされた。受け身もとれず倒れる。かすかなうめき声が聞こえ、白火は身を起こした。

　目の前に倒れているソウガの男を見つける。この男が自分を突き飛ばした──。

　だが揺り起こそうとして、凍りつく。横たわった男は、目を見開いたまま絶命していた。倒れた体の胸に大穴が空いていた。その周りから血と体液が滲にじみだし、地を赤黒く染める。

　──この男が突き飛ばしてくれなければ、そこで転がっているのは自分だった。

　とたん白はく火びは胸が破れそうなほど激しい動どう悸きに襲われた。

「おのれ……っ!!」

　倒れた男の名らしきものを呼び、アンガスが吼ほえた。白火は顔を上げ、生存するグウィンたちの姿を見てかすかに安あん堵どする。だがグウィンが庇かばうように腕に抱いているのはダナで、顔を歪ゆがめ、肩を押さえている。負傷したらしかった。白火は愕がく然ぜんとした。

　グウィンの顔は険しく、凛りんと立った耳は周囲を警戒し、尾は毛ごと逆立っている。

　負傷したのはダナだけではなかった。護衛の何名かが、腕を押さえるか膝ひざを屈したりしている。無事だった者が庇うように寄り添っている。ソウガの身体能力をもってしても避よけきれなかった一撃。

　白火の目はようやく認識する。グウィンたちの姿以外に、地に突き刺さる無数の黒い矢──黒い雨の正体。

　寸分違たがわず、一切が同じ形、同じ長さの矢。

　自分がつくった弓《隼しゆん雨う》と錯覚したものの正体。

　白火は内臓を押し潰されるような気持ち悪さを覚えた。両腕が内側から波打つかのように疼うずく。

「──止まりな、獣人ども」

　唐突に女の声が響く。坂の上──山の上のほうからだった。白火は顔を向けた。険しい坂道の上に、人影があった。

　白火は息を吞のんだ。

　──裸の女。それも、燃えるような赤い髪の。

　その肌は陽に灼やけた褐色をしている。

　引き締まった長い腕──くぼんだ肘。その左腕が構え、右腕が引き絞っているものは弓矢だ。弓は煤すすけた金のような色をしている。

　細い胴やくびれた腰、丸みを帯おびた腰下から肉感的な太ふと股ももや足が鮮烈に浮かぶ。その体を隠すものは何もないように思えた。

「背後から射るとは卑ひ怯きような……!!」

　アンガスが吼える。

　その言葉に白火の脳は反応した。──射る。そう、黒い雨は矢で、弓から放たれた。まったく同じ瞬間に、まったく同じ地点から。

　白火の目は他の敵影を探す。だが女以外には何も見当たらない。伏兵の気配もない。女が一人。だがそれでは、この矢と数が合わない。

　次の瞬間、アンガスと何名かの戦士たちが地を蹴けった。怒りに我を忘れ、坂を駆け上がっているとは思えぬほどの速さで迫る。

　人間以上の俊敏さで迫る複数の敵に、女が一人でまともに狙い定めて射るのはほとんど不可能だった。

　白はく火びの目に、引き締まった褐色の腕が弓弦を軽く引くのが見えた。あまりに無造作で、ろくに的を見ていないような動きだった。

　だが白火の全身が警鐘を鳴らした。

　やめろと叫んだのか、逃げろと叫んだのかわからなかった。

　無造作に引き絞られた弓から、矢が放たれる。一本の矢。

　瞬発力と柔軟性に優れたソウガの戦士たちに対して脅威たりえる攻撃ではなかった。

　だが一本の矢であったはずのものは、突然爆はぜた。それは妖よう花かが咲くかのごとく何本もの矢に分かれた。

　分裂した矢はそれぞれが独立した生き物であるかのように獲物を狙った。

　素早く反応したはずの戦士たちの足を、腹を、肩を鏃やじりが食い破り、一度に打ち倒す。

「──アンガス!!」

　グウィンの悲鳴が、白火の耳をつんざいた。ほとんど真っ先に飛び出して行った老将は、横腹と足を矢に貫かれていた。その傍かたわらに、共に突撃した戦士が倒れていた。かろうじて立っている者も、みな負傷している。避よけられた者は一人もいなかった。

「何度も言わせんなって。別に殺してもいいんだからね」

　辟へき易えきしながらも全く緊張のない口く調ちようで女は言う。その間にも浅黒い腕は素早く動き、矢を番つがえている。矢は一本しかない。

　アンガスたち《獣の末裔テイア・メンシユ》複数に迫られても、迎え撃ったのは女一人だった。

　伏兵はいない。

　一人の放った一本の矢が、あの黒い雨となり、《ソウガ》の俊敏な戦士たちを襲った。

　そう理解して、白火はうめいた。

「《封ほう命めい具ぐ》……！」

　吐き捨てると、背後でグウィンが驚きよう愕がくの声をあげるのを聞いた。

　自分以外がつくった《封命具》。敵。

　──《封命具》を持つ敵は。

「ちょうどいい。ソウガの獣人どもに聞く。オースを殺したのはお前たちの何だ？」

　赤毛の女は微笑さえ浮かべながら、息一つ乱すことなく弓矢を構えている。番えられた矢は一本しかなく、だが目の前に動くものすべてを捉とらえているように見えた。

「お、おぉおおおお……っ!!」

　獣の雄お叫たけびのような声をあげ、アンガスが地を蹴った。

　白はく火びは愕がく然ぜんとする。アンガスがみすみす殺されに行ったようにしか見えなかった。

「やめよアンガス──!!」

　グウィンがほとんど悲鳴じみた叫びをあげる。だがその腕は傷を負ったダナを支え、アンガスを止めることはできない。グウィンの周りにいるのも負傷者だけだった。

　一人の女と《封ほう命めい具ぐ》の危険を正確に察知したのは、白火だけだった。

　白火はなにか本能めいたものに突き動かされた。腰に差していた短剣を抜き取る。──唯一持参した《封命具》。

　このままでは一人の女に全滅させられる。

「──逃げろ！　はやく!!」

　理屈ではない何かが、白火をそう叫ばせた。

「白火殿──っ!?」

　グウィンの叫びを背後に聞く。

　アンガスの雄お叫たけびに呼応するように、近くにいた戦士たちが獣の咆ほう哮こうをあげて再び立ち上がる。目の前の敵に向かって突撃する。

　白火の足では届かぬ距離の向こうに、その光景はあった。

　そして第三の矢が放たれた。

　矢はまたしても爆はぜ、咲き乱れる死となって敵に向かった。

　俊敏を誇るソウガの戦士たち──それが、まるで止まった的のように次々と射抜かれる。一瞬棒立ちになったあと崩れ落ちる者、それでも爪つめで敵を抉えぐろうと腕を突き出し前のめりに倒れる者。生き延びた数名が更に咆ほえ駆ける。

　彼らが倒れきる前に──女の視界が開けきる前に。

（間に合え……っ!!）

　更に矢が放たれる。

　白火の声なき叫びを聞き届けたように、アンガスはその巨体をもって長く立ちふさがり、呪じゆ詛その声を吐いて倒れる。

　ほとんど同時に白火はその巨体の死角から飛び出す。

　女は一瞬、完全に不意を衝つかれたらしかった。切れ長の目が驚きに見開かれる。

　狙いを定める余裕などもなく、白火はがむしゃらに短剣を振るう。

　だが手て応ごたえはなかった。

　次の瞬間、女が数歩離れたところに右足から着地する姿が見えた。とっさに飛とび退のいたのだと知る──だが両足で地を踏むよりも早くその両腕は弓を構えていた。

　その矢の先は白火一人に向いている。

　黒い鏃やじりに、白火は無む垢くなまでに強固な殺意を感じた。女が構える弓からは冷徹さと禍まが々まがしさを感じる。獣の牙きばを喉元に突きつけられたかのような威圧感──《封命具》の発する重圧。

　だがそれ以上に白はく火びの全身を激しい感情が駆け巡った。ほとんど吐き気を催もよおすような怒りだった。──オースのときと同じ感覚。

　女の目と白火の目が交錯した。

「お前、人間か」

　女は驚いたようだった。無防備に驚き、ふっと人ひと懐なつこい笑みを浮かべた。見る者の警戒や緊張を解ほぐしてしまうような笑みだった。

　その直後、女はまったく表情を変えぬまま、弓弦から手を離した。

「白火殿!!」

　グウィンの悲鳴に似た叫びが響く。

　──だが女の笑みを見ても、白火の震えるような怒りはおさまっていなかった。

　目の前にある、自分以外のものがつくった《封ほう命めい具ぐ》への怒り。いかなる敬意も愛も感じられない。その怒りは白火の体を支配し、腕を振り抜かせていた。

　護身用にと作った《封命具》──蟷螂かまきりと短剣が融合した《絡から鎌がま》は刃はに無数の小さな凹凸があり、持ち主の反応速度を遥はるかに凌しのいで剣を振るわせ、見た目に反した大きな力で相手の武器を絡め取って崩す。

《絡鎌》は白火に応こたえ、目前の矢を弾はじき飛ばした。

　女の目が見開かれる。白火は透かさず踏み込んだ。

　弓に対しては接近戦に持ち込むのが最も有効だった。まして女は通常の弓兵以上に軽装で無防備だった。

「閉じろ《天地穿つ矢メテオリト》！」

　女がはじめて声を張り上げた。

　その瞬間、弓が縮んだ。両端が折れた。

　白火は一瞬怯ひるんだ。逃げろと本能が叫んでいた。だがそれをねじ伏せ、体の大半が露出した女めがけて《絡鎌》を振るう。外す距離ではない。

　女の手が、縮んだ弓を握って振り抜く。

　まるで剣のような攻撃。白火は驚きよう愕がくする。

《絡鎌》と変形した弓が衝突する。一瞬の拮きつ抗こう。

　だが次の瞬間、見た目を上回る強きよう靭じんな短剣の刀身に、致命的な亀き裂れつが生じた。

　白火は完全な敗北を察した。

「──逃げろ!!　行け!!」

　最後に喉を振り絞って、あとは言葉にならなかった。うめきなのか雄お叫たけびなのかわからぬ声をあげ、傷ついた《絡鎌》で弓を殴り返す。

　だがその衝撃で、《封命具》たる短剣の刀身は砕くだけ散った。

　白はく火びは役目を終えた柄つかをやむなく投げ捨て、素手を伸ばした。女の弓を、変形したものをつかもうとする。

　ただそれを止めなければならない、壊さなければならないという激しい衝動だけが体を突き動かす。

「白火殿──っ!!」

　グウィンの悲鳴が歪ゆがんで響く。──遠ざかってゆくかすかな物音。衣きぬ擦ずれの音。血を吐くような叫びをあげながら、グウィンたちが撤退していくのを白火は背で感じた。

　白火は振り向かなかった。

　それきり、頭からグウィンたちのことは消えた。

　あとにはもう目の前の歪んだ《封ほう命めい具ぐ》、歪いびつな弓のことばかりがあった。

　だが衝動だけで伸ばした手は届かなかった。

　腹に突如重い衝撃。白火の喉はねじれた声と咳せきをこぼし、体の動きが止まる。

　女の膝ひざがめりこんでいた。

　更に背中を肘に穿うがたれ、息の詰まるような衝撃があった。白火は抗あらがいきれずに地に膝をつく。間髪を容いれず、今度は胸に蹴けりが直撃した。

　白火は背から倒れ、まともに息ができず喘あえいだ。

　再び、杭くいを打つように女の足が白火の胸を踏んだ。

　白火の顔の側に、弓が突き刺さる。

「さて、勇ゆう敢かんな坊や。ずいぶんと大きく出たもんだね。あたしを、坊やみたいなガキがたった一人で止めるって？　それも獣人のために？」

　踏みつけながら、女は喉の奥で笑った。白火はもがいて起き上がろうとしたが、体に力が入らない。

「一人残してあとは全部処分するのでもよかったけど、坊やを見て気が変わった」

　白火は女を睨にらんだ。間近で見て、はじめて女は裸ではないとわかる。両手こそ革の手甲に覆われているが、布の面積は少なく、かろうじて胸や腰の下を隠しているだけだった。長い足は膝ひざ下したまである格子状のサンダルを履いている。

　徹底した軽装。だがこれほど肌をさらし日に焼けていても、女の体には傷一つなかった。

「なんであたしが他を見逃してやったかわかる？　坊やの蛮勇や仲間を想おもう心に打たれた……なんてことはないよ」

　そう言って、女はまた嗤わらった。その目が細くなり、白火を見下ろす。

「坊やが持ってた玩具おもちやみたいな剣。あれは《アニマ》だね？」

　白火は奥歯を嚙かんだ。

　──《アニマ》。オースは、《封命具》のことをそう呼んでいた。

「あれは誰からもらった？　誰があれをつくった？」

　女はたて続けに問う。

　白はく火びは女を睨にらむ目に力をこめた。オースのことを知っている。そして《封ほう命めい具ぐ》らしき弓を持っている。

「お、まえ……《十二刃》……」

　圧迫されて乱れる息の下から声を絞り出す。

　女は笑みを深めた。それからふいに胸を踏む足に力がこめられ、白火の息が止まった。獣のような咳せきが出て、視界が明滅する。体が空気を求めて喘あえぐ。

「聞いてるのはあたし。ソウガのこと《アニマ》のこと、洗いざらい吐いてもらおうか」

　足で踏みにじりながら、女は気さくに笑っていた。残忍でも冷酷でもない、ただ親しい者に頼み事をするかのような笑み。

　呼吸ができず、白火の意識は急激に遠のいていく。

　すべてが暗くら闇やみに閉ざされる前、女の明るい声を聞いた。

「ま、名乗っておくか。あたしはセレネ。お察しの通り《十二刃》の第四刃、《射手》だ」






三章　囚とらわれた邪匠






　──息が苦しい。

　呼吸できない。呼吸。息が。死ぬ。苦しい。

「──っ！」

　白火は目をこじ開け、同時に口を開いて空気を貪むさぼった。溺おぼれて引き上げられた者のようにむせて咳せきこみ、しばらく呼吸に専念する。

　踏みつけられた胸の痛みに顔をしかめたが、息はできる──安あん堵どする。

　だがすぐに、体の自由がきかないことに気づいた。横たわっていて、立ち上がるために手をつこうとするが動かせない。後ろで腕を縛られていた。驚いてもがくと足を引っ張られた。

　顔を向けると、右足首に鎖が巻き付けられ、鎖のもう一方は地面に打たれた杭くいに繫つながっていた。

　──まるで獣を繫ぐ楔くさびだ。

「……無駄だ」

　突然高い声が聞こえ、白火は弾はじかれたように顔を上げた。声のほうを見ると、暗い緑色の幕を背にして、木箱の上に小柄な少年が座っていた。年はせいぜい十三か、あるいはもう少し下だろう。見知らぬ顔だった。

　だが白はく火びは息を吞のんだ。少年の細い腕──。

「お前、《カナリア》の……《獣の末裔テイア・メンシユ》か」

　アミラと同じように、大きな羽根が腕に生えている。だがその色はアミラの純白と比べてうっすらと黄みがかっていた。

「ここは、どこだ？　いや、この縄とか鎖を解ほどいてくれ！　僕は《獣の末裔》の敵じゃない！」

　白火は早口で言い募つのる。少年は冷めた目で一いち瞥べつした後、木箱から立ち上がった。拘束を解いてもらえるものと白火は期待する。

「！　おい、待て！」

　だが少年はそのまま天幕を出て行った。白火は一人取り残される。

（何なんだ!?　どうなってる……!?）

　わけがわからなかった。混乱のまま周囲を見回す。

　簡単な支えが四方に立てられ、渋く暗い緑色の天幕が張られている。森に同化するような色だ。下は土そのままだった。幕を通してうっすら光を感じることから、まだ日が没していないらしい。耳を澄ましても、他に音は聞こえない。

　天幕の隅には木箱が少しと荷袋がいくつか積まれている。

（どこだ、ここ……）

　自分の呼吸を聞きながら、白火は必死に思考を巡らす。自分はまだ生きている。こうして考えることができる。

　意識が途絶える前に聞いた言葉──。

『あたしはセレネ。お察しの通り《十二刃》の第四刃、《射手》だ』

　あれは幻聴ではなかったはずだ。

（……やっぱり《十二刃》か）

　爆はぜる矢、変形する弓。たった一人が、複数それも《獣の末裔》たるソウガの戦士相手に一方的に制圧するなど《封ほう命めい具ぐ》でしかありえない。オースが《黄金飛翔オロ・サルタル》という拍車の《封命具》を使っていたように、やはり他の《十二刃》も《封命具》を持っているのだ。

（グウィン……逃げ切れたかな）

　耳の奥で、悲鳴のような呼び声が蘇よみがえる。

　逃げ切ってほしいと白火は思った。単純な数の問題で、全滅するより最小の被害で他を逃がしたほうがいい。

　あの場で《封命具》を持っていたのは白火だけで、敵の危険性を正確に把握したのも白火だけだった。

　白火は身をよじり、拘束を解こうとした。だが腕を縛る縄らしきものはわずかたりとも緩まず、足に絡む鎖は耳障りな音をたてるだけだった。

　忌いま々いましい拘束に呪のろいの言葉を吐く。

　体だけでも起こそうともがいていると、土の振動とかすかに擦れる音が聞こえた。

　白はく火びが顔を上げると、天幕の入り口がめくられた。

「あら、起きたの坊や」

　そう言って、褐色の肌を惜しげもなくさらした女が現れた。肩につかないほど短く切られた燃えるような赤毛、引き締まった肩に鈍い黄金色の弓を背負っていた。

　セレネと名乗った女。《十二刃》の第四刃──《射手》であると自称した女だった。

　白火は一瞬息を吞のむ。胸や腰下を申し訳程度にしか隠さないその姿にだけでなく、女の肢体が見事に鍛え抜かれていたからだった。肩幅が広いというわけでもないのに、肩の丸みから上腕へと繫つながるうっすらとした窪くぼみは筋肉を浮き彫りにし、腰はくびれて腹は一切の無駄がなく平らだった。

　すらりと長い足の腿ももにも膝ひざ下したにも余分な肉は一切ついていない。それでいて腰下から腿までの丸みは挑発的な上向きであり、女性的な形だった。

　矢筒は引き締まった腿に革かわ紐ひもで留められていた。

　その肢体の完成された造形に白火は魅入られた。グウィンよりも成熟した女の顔でありながら、体はグウィンよりも細く見える──戦士としてより引き絞られた体だった。

　女は片眉を上げた。

「なかなか良い目をするじゃない？」

　からかうように言われ、白火ははっとして顔を逸そらした。その体に見とれたことを見透かされたように感じて、屈くつ辱じよく感と嫌悪を抱く。

　女──セレネはそのまま天幕に入ってきて、隅にあった木箱を引きずって白火の側に持ってくる。弓を手に持つと箱に腰掛け、滑らかな足を組んだ。

「坊や、名前は？」

　奇妙なほど気さくな声で女は言った。人ひと懐なつこそうなその笑みは妙な引力があり、多くの人間はこの女に好印象を抱くのかもしれないと思われた。

　白火も少しつりこまれそうになり、奥歯を嚙かんだ。──この女は敵だ。それも《十二刃》の一人だ。安易に答えるべきではない。

《射手》は笑った。

「礼儀を知らない坊やだね。あたしは名乗った。坊やも名乗るべきじゃない？　それとも名前も言えないほどあたしに怯おびえてるってわけ？　──ま、それなら仕方ないか。確か……ハクビ、とかだっけ？」

　白火はセレネを睨にらんだ。なぜ自分の名前を知っているのかと一瞬思い、だがグウィンの叫びが聞こえたからだろうと思い至った。

「で、坊やが持ってた《アニマ》はどこで手に入れた？　ソウガの獣人の中に、《アニマ》をつくる奴やつがいるの？　それとも他の獣人がソウガに供給してる？」

「……《アニマ》じゃない。《封ほう命めい具ぐ》だ」

　白はく火びは嫌悪をもって吐き捨てる。

　セレネは無邪気に瞬まばたきをした。

「何？　それが獣人側の呼び方なの？」

　グウィンたちが嫌う《獣人》という蔑べつ称しようを自然に使いながら、セレネは言う。

　白火は、《十二刃》の第四刃と自称した女を睨にらんだ。女と──その手にある煤すすけた黄金のような色の弓。

「お前、どこから現れたんだ。いきなり……、十二刃って皇帝直属なんだろ。そんなに暇なのか。それに、その《封命具》はなんだ！」

　なんとか冷静に考えようとし、だが白火の疑問と怒りは爆発した。

　──分裂する矢。姿を変える弓。

《封命具》でありながら、白火には理解できないものだった。わかるのは基材が弓であることだけで、どんな生き物が封じられているのかまるで見当もつかない。

　それが気持ち悪い。許せない。

「あのねえ……」

　女は呆あきれたように言った後、ふいに矢を取り出した。流れるような動作で番つがえ、射る。放たれた矢は白火の肩をかすめて地に刺さった。

　──この近距離で、無造作に放ったとは思えない精度と威力。

　白火は息を止めた。

「聞いてるのはあたし。言葉通じてる？　ん？　自分の状況考えてみな」

　女の声に冷ややかなものがまじる。

　火花を孕はらんだような空気が肌を刺す。──白火はようやく、女の機嫌一つで殺されるのだと痛感した。

　だがそれでもなお、セレネの《封命具》に対する名状しがたい怒りは消えなかった。

　白火は奥歯を嚙かむ。思考を奪おうとする怒りをなんとか抑えつける。

（……こんなところで無駄死になんて御免だ）

　グウィンとの《約束》がある。他は逃した──だからあとは自分がどう生き延びるかだけだった。

　生き延びるためには、時として怒りをいったん制御することも必要だった。どんなに怒りに任せて力をふるっても、覆せないことがある。年齢や体格差、腕力の差。過去、無力な子供だった白火は、がむしゃらに怒りをぶつけては雇い主の大人に何倍もの手痛い報復を受け、いやでもそれを思い知らされた。

　だから、相手が隙すきを見せるか弱みを見せるまで待つ──。

　白はく火びは再び女を睨にらんだ。

《射手》を自称する女はやや機嫌をよくしたように笑った。

「そ。状況がわかった？　馬鹿は嫌いだけど、生意気なのは嫌いじゃないからね」

　女の細長い足が組み替えられた。膝ひざ下したまである格子状のサンダルは女の足に添う拘束具にも見える。

「もう一回聞くよ。《アニマ》をあんたに与えたのは誰？　ソウガか、他の獣人か？」

　白火はすぐには答えなかった。この場を切り抜けられる偽いつわりの言葉を探した。敵に与える情報は少ないほうがいいに決まっている。

　だが饒じよう舌ぜつとは言い難がたい喉が災いして、巧みな噓うそが出てこなかった。

（ここで他の《獣の末裔テイア・メンシユ》って答えたらどうなる？　ここで本当のことを答えていいのか？）

　急いで自問する。他の《獣の末裔》を挙げて誤ご魔ま化かし、とにかく情報を与えないほうがいいのではないか──だが他に思い浮かんだのは《タルパ》の一族で、それは駄目だとぎりぎりで踏ふみ止とどまる。そもそもこの女はどこまで知っているのか──。

　ほら、と急せかすように肩を蹴けられ、白火はもつれる口を開いた。

「……ソウガ」

「へえ、やっぱり。ソウガの獣人が《アニマ》を使ってオースを倒したってことか」

　セレネはあっさりと白火の言葉を信じた。その返事で、白火は女がソウガをはじめから疑っていたのだと知った。──ここで他の《獣の末裔》を挙げて誤魔化そうとすれば、即座に見破られていた。

（……どこまで知ってる）

　心臓が冷たくなる感覚が白火を襲った。

「……でも、いまソウガの獣人が《アニマ》を持ち出してきたってのもおかしな話だよね。使えるならはじめから使ってたわけでしょ。それをしなかったってことは、獲得したのは最近ってこと」

　白火は黙る。セレネが言葉を発する間に、この状況をどう打開すべきか思考する。

　一人で、自分の力で脱出する──他人などあてにはしない。これまでと何も変わらない。

「で、最近ソウガに《アニマ》を与えたのは誰？　作ったやつは？」

「……知らない」

　──ここは誤魔化せると判断して、白火は言った。

　だがセレネは笑い、白火の胸を爪先で蹴った。一瞬息が詰まり、白火は咳せきこんだ。

「稚ち拙せつな噓は止やめな。見たところ、あの中で《アニマ》を持ってるのはあんただけだった。いかにも位の高そうなソウガの女や男どもを差し置いてね。位の高い者より先に、ただの歩兵が《アニマ》を持つ──そんなことはありえないんだよ。つまりあんたはそんななりでも、なかなか特別な地位にいるらしい」

　それに、と女は続けて、褐色の人差し指を立てた。

「坊やは人間だね。混じりっけなしの。人間あたしたちへの恨みで凝り固まってるはずの獣人が受け入れてる。捕虜でもないのにね。となると、坊やはどうやら特殊な存在らしい。どう、訂正ある？」

　大人に答え合わせを求める子供のようにセレネは言い、白はく火びの目を覗のぞき込む。

　白火は奥歯を嚙かんだ。敵は想像以上に鋭く、切り返す言葉が見つからない。

「それで、だ。ソウガの誰から《アニマ》をもらった？　誰が《アニマ》を作ってる？」

　セレネは更に踏み込んでくる。

　白火は意地になってセレネを睨にらみながら、思考を必死に回転させた。

　──ここで少しでも状況を有利に運ぶためにはどう答えるべきなのか。

　偽いつわりの名前を挙げて攪かく乱らんを狙ったら、自分はどうなるのか。

「《沈黙は時としていかなる言葉よりも雄弁である》」

　セレネはふいに真摯な声でそう言うと、白火の顎を弓で持ち上げた。

　歪いびつな《封ほう命めい具ぐ》の冷たい感触を直じかに感じ、白火は吐き気を覚えた。

　女と目が交わる。

「答えな。坊やが知ってるのはわかってる。あたしは時間を浪費するのが嫌いだ。坊やが無駄な手間をかけさせるようなら、坊やを処分して他の獣人に聞く」

　白火の顎下にある弓が、ゆっくりと引かれる。──刃物が肉を引き切るに似た動き。

「役に立たない喉なら、さっさと潰してもいいよ」

　白火は無意識に息を吞のんだ。見下ろす女の目は微動だにしない。──なんの予兆もなく、まったく自然体のまま敵を殺せる者の目だった。

　殺すことに慣れた者の顔。

　白火は背の後ろで手を握りしめた。セレネを睨にらみ返かえし、言った。

「……僕が、つくった」

《十二刃》の一人である女は、目を見開いた。それから眉を上げ、疑念を露あらわにする。

「ずいぶんとひねりのない、つまらない噓うそだね」

「──噓じゃない！」

　白火の頭に血が上った。──お前が作ったはずがない、作れたはずがない。過去に幾度となく言われてきたその言葉は、白火と《封命具》の関係を何より侮ぶ辱じよくするものだった。

　セレネはかすかに首を傾かしげて白火を見下ろした。それから厚めの唇にふっと微笑を浮かべる。

　──その表情のまま、体が動いた。

　右手が矢を抜いて弦にかけて引くまで、瞬まばたきの間でしかなかった。

　黒い鏃やじりの先端は白はく火びの額に触れていた。冷たい針のようなかすかな痛みが遅れて生じる。

「……下手な噓うそはあたしの最も嫌うところだよ、坊や」

　矢羽を持ち、末端を弓弦にかけて引き絞る手にさほど力はこめられていないように見えた。いつ放たれるかわからない──いつでも手を放せるように見える。

　この距離で射られれば、《封ほう命めい具ぐ》である弓は容易に獲物の頭を吹き飛ばすと白火にも理解できた。頭ず蓋がいの中身を血とともに飛散させ、頭は弾はじけたザクロのように変へん貌ぼうする。

　だが、白火の思考を占めたのは恐怖ではなかった。

　下手な噓。その度重なる侮ぶ辱じよくが、忍耐を吹き飛ばした。

「ふざけんな……!!」

　立ち上がることさえできぬまま叫び、顔を持ち上げる。目の前にある歪いびつな弓に、自ら顔を突きつける。

　鏃が額の皮ひ膚ふを裂き、血が流れる。だが驚いたような顔をしたのはセレネのほうだった。

　額から流れた血は鼻で分かれ、白火の顔の中央に赤い筋を描く。

　だが一切構うことなく敵意を剝むき出だしに睨にらむ目を、セレネは忙せわしない瞬きをしながら見つめ返した。目の前に突然、珍しい獣が飛び出してきたとでもいうような顔だった。

「馬鹿な噓つきじゃないとしたら」

　かすかに首を傾かしげ、セレネは言う。そして構えたときと同じように突然弓を下ろした。

「あは！　狂人かな？」

　そう続けたセレネの声は奇妙に明るかった。木箱の上で再び足を組み、瞳に好奇心をちらつかせて白火を眺める。

「本当に《アニマ》をつくる力を持ってるっていうなら……」

　セレネの言葉を、足音が遮さえぎった。

　足音の主は男で、簡潔に報告した。どうやらセレネの配下の兵らしいと白火は察する。

「……獣人を捕えました」

「連れて来い」

　セレネがそう命じると、男はすぐに返答して一度姿を消す。間もなく、男は一人の少女を連れてきた。

　白火は、ざあっと血の気が引いていくのを感じた。

　自分と同じように腕を縛られ、いまにも気を失いそうなほど青ざめて震えている少女。縛られた腕から、白い羽根が音もなく散って地面に落ちる。同じ白の髪に、銀色の三日月があった。主人の震えに呼応してちりちりと音をたてる。

　黄色い目と目が合った。

「あーあ、仲間が増えてよかったねえ」












　半ば呆あきれともつかぬ声でセレネは嗤わらう。

　アミラの大きな瞳は揺らぎ、大粒の涙がこぼれ落ちた。





　＊






　こんな惨めな敗走をしたことはなかった。──二年前のトゥーレスでの戦いのときでさえも。

　重軽傷を負った者たちを抱えながらグウィンは逃げ、振り向かずに走り続けて《テンペル》にたどりついた。

　帰還した同族を見て、ナイアールをはじめとするソウガの者たちは驚きよう愕がくした。

　グウィンは凍りつくような無表情のまま、手短に状況を説明した。

　タルパとの同盟は成り、だが帰路の途中で敵に襲われ──自分たちを逃がすために、白はく火びが一人残ったこと。

　更に撤退の最さ中なかに敵の別働隊に襲われ、アミラも捕らわれた。

　その報告を聞いたティーガは、眉間に常にも増して厳しい皺しわを刻んだ。

　グウィンは負傷者を医師のもとに運び終えたあと、立ち去ろうとした。だがアンガスに呼び止められた。

「姫様……」

　老将は体を起こそうとする。グウィンはそれを止めた。──武芸の師としてずっと目標にしてきた男が、これほどの怪け我がを負って横たわる姿をはじめて見た。

　しかも一方的にやられた。それがグウィンの胸を余計に抉えぐり、直視できなくさせる。

　──返り血はなく、すべてアンガス自身の、仲間の血だった。

「……いまは休むのだ、アンガス」

「面目もない。このような……」

　アンガスがうなる。だがその声が怪我の痛みに途切れた。

「あの、匠たくみは……」

　うめきの合間にアンガスが言い、グウィンは肩を揺らした。顔が強こわばるのを必死に叱しつ咤たして、頰をなんとか笑みの形にする。

「──すぐに、迎えに行く。心配するでない」

　いつも通りの声で言おうとしたのに、震えを殺しきれなかった。

　アンガスは顔を歪ゆがめた。全身の怪我よりももっと堪えがたい痛みを覚えているかのような顔だった。

「申し訳ございません。儂わしらを、逃がすために……」




　グウィンはアンガスとの会話を切り上げ、即座に身を反転させた。

　城門へ向かって走る。来た道を戻るために、置き去りにしてきたもののために駆けた。すれ違う者たちが驚いたような顔を向ける。

　出口はすぐに見えた。そのまま飛び出し、肺が破れるまで走って──。

　だが目の前に小柄な影が飛び込んできて、立ち止まることを余儀なくされた。

「ダナ!?　退どいてくれ、妾わらわは行かねばならぬ！」

　侍女は両手を広げ、大きな目に涙をためて頭かぶりを振った。その広げた腕の付け根に手当の痕があった。

「……いまは、だめです。態勢を整えて、ください」

「そんなことを言っている場合ではないのだ！　退け！」

　グウィンは本気で怒り、久しくあげていなかった怒鳴り声をあげた。だがいつも従順だった侍女はそれでも退ひかず、涙の滲にじんだ目で主あるじを見つめ続けた。

「あの鍛冶屋さんは……みんなを逃がすために、残ったんです。ここで姫様がおひとりで飛び出されては……あの人の行動が、無駄になります」

「……っ!!」

　震える声で絞り出された言葉が、グウィンを刺した。

　突然、手にかすかな痛みを感じた。両手に目を落とす。まだらな赤黒い汚れに目を見開く。

　それは、乾いた血の痕だった。動揺する。とたん、胸や腹にも同じく血の引きつれた痕があることに気付いた。爪つめ痕あとのように点々と衣を汚している。

　自分の血ではない。

　負傷したアンガスの、護衛の戦士たちの血。自分が背負って逃げてきた者たちの血。

　──仲間を背負って逃げるために、白はく火びを置き去りにした証あかし。

　ダナが声を押し殺して泣いている。

　グウィンは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

（妾わらわは……白火殿を、）

　そう理解したとたん、全身に震えがはしった。とっさに自分の身をかき抱くようにする。だが震えは止まらない。

　足元から崩れてゆく感覚に襲われた。立つことにひどく力が要った。波がひいていくように、体温が下がる。視界が滲にじみ、歪ゆがむ。

　──負傷した仲間を助けるため。多くの仲間を逃のがすため。王族の者としてとるべき行動を、とった。

　だがそこに勇気はなかった。献身も矜きよう持じもなかった。グウィンは自分の喉が惨めなほど痙けい攣れんし、無力な嗚咽おえつをこぼすのを聞いた。

（……妾は、白火殿を置き去りにした……っ!!）

　──白火一人を、見捨てた。

　振り向かなかった。

　逃げろと言った白火の、護身用の短剣で敵に立ち向かった後ろ姿が最後だった。

　振り向けなかった。怖かった。あの後もし、白火に致命的な一撃が襲いかかっていたら──。

　あれから、あの後。こちらを全滅させかけた女にたった一人で向かっていって、それから。

「──っ姫様……!!」

「離せダナ！　妾は行かねばならぬ!!　行くのだ!!　行かせてくれ……っ!!」

　走り出そうとした体がダナに衝突し、抱きしめられて阻はばまれる。グウィンはもがいた。だが自分よりも小さなダナは泣きながら全身の力で抗あらがっていた。

　グウィンはそれを振り払えなかった。

　立ち止まりたくなどないのに、先へ行けない。震えが止まらない。足に力が入らない。前へ進むことができない。

　ダナの嗚咽がひどく遠い。

　──自分が振り払ったもののおそろしさに、その絶望に飲み込まれていく。




『しっかり抱えておけ。──決して、敵にはやらんことだ』





　＊






「白はく火びさま……」

　大きな瞳に涙をためて、アミラは震える声をこぼした。その声は、聞く者の注意を惹ひきつけ、同情と憐あわれみを誘う。

　だがその声も、《十二刃》の《射手》セレネには効果がないようだった。

　縛られたアミラは男に追いやられ、白火の側で膝ひざから崩れ落ちた。銀の髪飾りが悲鳴じみた甲かん高だかい音をたてる。

　セレネは木箱の上で足を組み、手で弓を撫なでながら軽く首を傾かしげる。思いがけず新しい玩具おもちやを手に入れて遊び方に迷う子供のように。

　白火は地面を見つめ焦りながら頭を回転させた。こめかみをいやな汗が伝い、額から流れる血よりもなお不快にさせる。

（どうする……！）

　自分ひとりならどうにかなる。だがこの状況で自分以外の者のことまで考えなければならないとなると、段違いに厄介なことになる。

「さて、状況が変わった。坊やがあたしに噓うそ偽いつわりを抜かした場合……坊やが自分の身を挺ていしてまで護まもろうとした、この獣人をちょっと痛めつけてやればいいわけだ。坊やの噓の程度に応じてね」

　セレネの声は変わらず気さくで親しげだった。

　だが白火の隣で、アミラは蒼そう白はくな顔のまま震えていた。

　白火は手の中の小鳥を連想した。セレネの手の中で、震える小鳥はゆっくりと握り潰されようとしている。──見せしめのためだけに。

　アミラはそれほど繊細で脆もろい。

「さあ坊や。坊やが《アニマ》を作ったというなら、どうやって？　いまあたしの目の前で、その奇跡の力を証明してごらん」

　今度は優しげな調子を添えてセレネは言った。だがその声色には穏やかな侮りと、静かな殺意があった。

　白火は怒りと焦りの中に苛いら立だちを覚えた。

　アミラの存在で気が散る上、セレネの侮りは耐え難かった。

「ほら」

　嬲なぶるようにセレネが言う。

　白はく火びは額を地にぶつけ、傷がもたらす鈍い痛みと土の冷たい感触に強く目を閉じた。

　──こんな相手に、見世物のように《変幻流転》を使いたくない。こんなくだらない理由のために《封ほう命めい具ぐ》をつくりたくない。オースによって妨げられた《封命具》との関係は、もっと時間をかけて修復されなければならなかった。

　セレネが息だけで嗤わらうのを感じた。そして鈍くかすかな、何かが刺さるような音。

　白火はぞっとして顔を上げた。跪ひざまずいたアミラの膝ひざをかすめるようにして、短剣が突き刺さっていた。アミラの白いドレスを地面に縫ぬい止めている。

　繊細なカナリアの姫君は声を失い、その顔は血の気を失っていた。震えは細さざ波なみのように全身に伝わり、白い髪を飾る銀月が小さな音をたてる。

　セレネの手は的当ての構えのように宙に浮いていた。だがその手の中には、新たな短剣がある。

「──っやめろ!!」

　白火は叫んだ。腹の底から吐き気がこみあげる。敵を睨にらむ。後ろで縛られた手を握りしめる。

「縄を解ほどけ」

「うん？」

「解け！　証明しろっていうんなら、手を使わせろ！」

　セレネは一瞬虚を衝つかれたような顔をした。だが少し考えるように視線をさまよわせた後、それもそうか、とあっさり納得した。

「腕の拘束は解く。で、坊やはどうやって証明する？」

「……できるだけ質のいい基材……武器をまず見せろ。それから、何をつくるか決める」

　苦い思いを嚙かみしめながら白火が言うと、セレネは声をあげて嗤った。

「何をつくるか決める？　まだ立場がわかってないみたいだねえ」

　そう言ってセレネは息を吐くと、その場で誰かの名前らしきものを呼んだ。男が二人、天幕に入ってくる。一人はアミラの側に立った。その腰にある剣が、白火の目に歪いびつな像となって映る。

　もう一人は白火の背後に立った。他人──それも敵の気配が間近にあり、白火は強い不快感を覚えた。

「ま、とりあえず坊やの言う通りにしてみようか。でも変な気を起こさないようにね。隣の雛ひな鳥どりが先に死ぬことになるよ」

　手の中の短剣をもてあそびながらセレネは言った。白火が無言で睨むと、白火の背後に立つ部下に軽く顎でしゃくって命ずる。

　背後の男は屈かがみ、白火の縄を切った。そして小さな音がして、白火の前に短剣が突き刺さった。セレネが投げた短剣だった。

「証明に必要なら、それを使いな。馬鹿な用途で使おうとはしないように」

　白はく火びはその短剣を見下ろした。──質素だが、それほど粗悪ではない。

《獣の末裔テイア・メンシユ》たちより、敵のほうがよほど武具に対して理解があるというのは皮肉に思えた。

　突き刺さった剣の、簡素で実用性のみを追求する刃やいばのきらめきを見たとき、ふいに白火の頭に冷たくささやく声があった。

　──この女を真っ先に狙ったら。

　目の前の短剣を拾い上げ、この女を《封命具》にして殺したら。

　そんなふうに不意を衝つけるのは、いまこの一瞬だけだ。奇襲が成立するのは、敵が《変幻流転》を知る前。

　白火は地に突き刺さる短剣の柄つかに手をやった。握って、引き抜く。

　腕に痛みが蘇よみがえり、脈動した。オースの断末魔──見開かれた目。

（うるさい……うるさい!!）

　脳に巣くう幻影は《変幻流転》と白火の関係を歪ゆがめようとする。妨げ、引き離そうとする。その幻影ごと握り潰すように、柄を握る手に力をこめる。

　背後に立つ男がかすかに身じろぎする。警戒。いつでも斬きりかかれるようにしているのだろう。それでも《変幻流転》でセレネを奇襲することに支障はない。

　忌いま々いましい幻影に対する苛いら立だちと嫌悪と怒りは、腹の底で黒く澱よどむ殺意を増幅させる。目の前にいる敵を──その敵の手にある《封ほう命めい具ぐ》を壊すことだけに頭が支配される。それ以外に考えられない。

　だが突然、ちりちり、というかすかな音が耳をついた。

　その音は白火の耳を冷たく打ち、体の中の黒い熱を引かせた。

　アミラは怯おびえ、銀月から垂れる羽根と細い鎖とが小さな音をたてている。

　白火は再び柄を握る手に力をこめた。

（くそ……!!）

　──アミラがいる。自分以外の存在を意識しながら敵を倒すなどという芸当は不可能だった。

　自分以外に気遣わなければならない相手がいるというわずらわしさ、意識から締め出せない苛立ちに白火は慣れていない。

「……蛇へび」

「ん？　諦あきらめる？　死にたい？」

「蛇！　生きている蛇！　傷つけずに持って来い！」

　苛立ちに任せて白火は叫ぶ。だが背を蹴けられ、転倒した。

「口のきき方に気を付けろ。捕虜の分際で」

　背後に立つ男がひりつくような声で言った。

　セレネは笑う。

「狂人かと思ったら、坊やは馬鹿のほうだったのかな。蛇へび？　あとは何が必要？」

「……それだけでいい」

　白はく火びは短く答えた。セレネの嘲あざけりの奥に疑いがあることは考えなくてもわかることだった。

　セレネは白火の背後の男に蛇を捕獲してくるよう命じた。

　男はすぐに天幕を出て行く。

　その間、地面を見つめながら白火は打開策を探した。

（……どうやって逃げる？　アミラが……）

　しかも、アミラは走るのもかなり不得手だ。敵の隙すきをついてなんとか脱走したところで──。

　沈黙の間に必死に考え、答えが得られぬうちに部下の男が戻ってきた。その手には麻袋があった。白火の側に投げ落とされる。

「さあお望みのものはそろった。これでどんな魔法を見せてくれる？」

　セレネは言った。路傍で道化を見る子供のような目だった。嘲り、からかい──噓うそだとわかっていながらあえて騙だまされようとでもいう目。

　白火の腹の底で怒りの火がまた勢いを増した。麻袋に手を突っ込む。長細く、冷たい鱗うろこに覆われた体があった。──生きている。

　右手でつかんで取り出すと、暗い緑色の蛇が現れた。大振りな腕輪のように白火の腕に絡みつく。他の生き物と同様に、この蛇もまた白火に牙きばを剝むくようなことはなかった。

《変幻流転》のせいなのか、それとも単に生来の体質なのか、白火は動物に懐なつかれやすかった。

　滑らかで冷たい蛇の膚はだの感触が、白火の精神をわずかになだめる。無む垢くな生き物の感触。ひたむきで清らかな命のそれ。

　──だが、白火の衝動をかき立てるものではなかった。《封ほう命めい具ぐ》にしたいと強く思うものではない。

　奥歯を嚙かむ。

（……釣り合いは、とれてる）

　自分にそう言い訳する。──力を証明するため。ひいては自分とアミラがこの場を生き延びるため。そんな理由で《封命具》をつくろうとする自分への嫌悪を、《封命具》への侮ぶ辱じよくを強引に押さえ込む。瞼まぶたの裏にちらつくオースの残像を無理やり追い払う。

　右手に蛇を絡ませたまま、左手で短剣に触れた。

「永遠に、なれ。より鮮やかに、より強く……何ものにも侵されぬものに」

　──こんなふうに利用されないですむように。

　白はく火びは反射的に目を閉じた。目の前のものから逃のがれようとした。だがそんな自分に気づいて目をこじ開けた。その不誠実こそ《変幻流転》を歪ゆがめ、汚すものだった。奥歯を嚙かみ、目を開いて手の中のものを捉とらえる。

　白火の腕に、火花に似た光が弾はじけた。小さな光は火種になった。瞬く間に勢いを増して炎となり、白い炎は腕を駆け上がり、燃え盛る。

　男たちがざわつき、セレネが目を見開く。

　白の火は激しい光の中にオースの幻影を追いやり、燃やす。

　右手の炎は、蛇へびをも包んで溶かした。左手の火もまた短剣を一瞬で溶かす。異なる二つの物質は白火の手の中で等しく溶ける。

「その身、その魂／重なり交わり／研ぎ尖とがれ／永遠なれ──《変幻流転》」

　宣言し、光を握る左右の手を近づけて手首で交差させる。

　白火が手を開くと二つの光は飛び出し、互いの手を伸ばし合うように膨張して接触し、一つに溶けた。そうして再び凝縮し、別の形へ変化していく。

　新たな輪郭を得たそれを白火の手がつかむと、光ははっきりとした形になり、色を得、重さと質感を持った。

　白火の手に、冷たく確かな重さを持った短剣が現れた。刃はは真新しく光り、だがその輝きはうっすらと緑がかり、鱗うろこ状じようの模様を浮かび上がらせた。

　誰も口を開かなかった。声を発しなかった。

　白火は《封ほう命めい具ぐ》として生まれ変わった短剣を握った。右手で柄つかを握り、空いた左手の親指で軽く刃をなぞる。

　すると刀身がかすかにうねり、伸びた。形はそのままに、刀身が伸びて短剣よりも長く、片手剣にするには短いという曖あい昧まいな長さになる。

　セレネの目が食い入るようにそれを見ていた。

　白火は右手で剣を握り──地面に突き刺した。セレネを睨にらむ。

　だが突然後ろから押さえつけられ、腕をねじりあげられた。

「っ放せ!!」

　悪態をついてもがく。だがそうするほど腕が折れるような痛みがはしり、うめいた。

　じわじわと、腕が不快な熱を感じた。腕をねじり上げられているからではなかった。

　──《変幻流転》の力を汚した、見世物のために使ったという実感が毒のように広がる。

「まさか……こんなこと……」

　セレネが呆ぼう然ぜんとつぶやく。弓を肩にかけて立ち上がり、突き刺さった《封命具》に近づく。押さえつけられて顔を地に擦る白火の前で、セレネの手は《封命具》をつかんだ。引き抜く。すると剣は力を失ったかのように、元の大きさに戻った。

　セレネの手は慎重に検分するが、短剣は微動だにしない。

「坊やは本当に魔法を使えたの……これはどうなっているわけ？」

　白はく火びは答えなかった。憎悪と怒りをこめて睨にらむ。

　セレネは手を振って、白火を拘束する男に言う。

「──手て枷かせ」

　その一言で白火を押さえつける力が緩み、だが白火の右手をつかんだまま、枷に押し込んだ。左手も捕らえ、同様にはめこむ。

　まるで手を差し出そうとするかのような格好で両手を枷にとられ、白火は呪のろいの言葉を吐いた。憤りと不快感で皮ひ膚ふが粟あわ立だつ。

　女は目の前で片かた膝ひざを折り、《封ほう命めい具ぐ》を手でもてあそびながら言った。

「説明しな、坊や。あんたはいったいどんな魔法を使ったんだ？」

「──答えるとでも思ってんのか」

「これは命令だ。まだ状況がわかっていないっていうなら、手っ取り早くやる」

　セレネの声から抑揚が消え、うっすらとした笑みも消える。その片手が上がって軽く振られると、アミラの側に立っていた男が動いた。男は腰の剣を抜き、小さな肩に刃はを当てた。

　カナリアの少女はぎゅっと目を閉じる。

「やめろ!!　──っこれは《封命具》だ!!　融合させた生き物と基材となった物質の両方の性質を持ってる!!」

　白火は叫び、喉を叱しつ咤たしてたて続けに説明した。

　短剣と蛇へびの融合──蛇の伸縮する性質を受け継ぎ、刀身が伸縮すること。それでいて元の短剣ほどの強度はあり、切れ味もそのまま継承している。

　この逼ひつ迫ぱくした状況下で最低限の性質を持つものにしかならなかったが、それでも《封命具》であることには変わりなかった。

　セレネは黙って聞いていた。その顔から衝撃が薄れてゆき、白火を見る目が細くなる。

「坊や……あんたは何者だ？　なぜそんな力を持ってる？　どこから来た？　なぜソウガに協力する？」

「……知るかよ。僕は僕だ。親も兄弟もいない。どこで生まれたのかも知らない。この力は気づいたら使えるようになってただけだ」

　白火は吐き捨てた。──自分が一体何者で、この力は何なのかなどどうでもいい。考えたことすらなかった。《変幻流転》は白火の意識が芽生えたときから使えるようになっていて、いかなる他人よりもずっと側にあるものだった。《封命具》は純粋で美しく、白火の中で唯一無二の、世界そのものだった。

　──だが、セレネの持つアニマはそれを裏切る。

　凶暴な感情が再び腹の底で首をもたげるのを感じながら、白はく火びの目は特異な弓に吸い寄せられていた。

「僕の質問にも答えろ。その弓はどこのどいつがつくった？」

　背後の男が再び白火を小突こうとしたが、セレネが手を上げて止めた。

《射手》は白火がつくったばかりの《封ほう命めい具ぐ》を手に、木箱の上に座り直す。

「……さてね。それを知りたいなら、あたしよりもっと確実な人間に聞くといいさ」

「誤ご魔ま化かすな！」

「ははっ！　噓うそじゃない。状況が変わったからね」

　セレネは言った。その両眼が、白火を射る。

「ハクビ、あたしたちの仲間になりな。──《ディセンド》皇帝陛下の臣下に」

　白火は一瞬目を見開いた。予想外の言葉だった。数拍してようやく意味を理解すると、不快感と苛いら立だちが頂点に達した。

「ふざけんな！　僕がそんな寝言にうなずくとでも思ってんのか!!」

「寝言を言ってるのはどっちだ？　拷問されて死ぬことと、恭順を誓って陛下のもとで働くこと、どっちがいいかなんて聞くまでもないことだ」

　セレネは憤る様子もなく、気さくに笑ってさえみせた。

「あんたは連れて帰る。でもあんたがどういう状態で陛下にお目にかかるかは、あんたの行動次第だよ」

「ふざけんな!!」

「ふざけてなんかない」

　セレネは言って立ち上がり、距離を詰める。白火は鎖で足を繫つながれ、立つことさえできない。

　それでも白火が飛びかかれるほどの距離まで近づいて、セレネは足を持ち上げた。

　蹴けられる──白火がとっさに腕で体を庇かばおうとすると、手て枷かせが強く引っ張られた。両腕がもっていかれ、前に傾く。

　セレネの足が手枷を踏みつけ、白火は跪ひざまずくような姿勢になった。

　白火はかっと血が逆流するような感覚に襲われ、顔を上げた。

　だが肩に固く細いものが当てられ、凍りつく。見えたのは、先端が折れて剣のような姿に変形したアニマ──それを突きつけるセレネの冷徹な双眼だった。

「あんたがディセンドの人間にならないなら、この両腕は切り落とす」

　白火は息を止めた。肩に当たる刃やいばの感触が、とたんに重く感じた。

「両腕を落としても、あんたは研究材料として価値がある。陛下の臣民として仕えるか、皇国の実験動物になるか──あんた次第だ。さあどうする？」
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「……この状況が意味するのは一つの危機だけではありません」

　長卓の上座にいるティーガの傍かたわらで、ナイアールはそう重々しく切り出した。

　グウィンは卓の端の席で立ち、手を握りしめてそれを聞く。長卓を囲んでいるのは、先日の会議と同じ面々──だがアンガスをはじめとして何名かが欠け、空席が目立った。

　グウィンは、自分だけが隔離されているように感じた。囲まれ、断だん罪ざいされ、裁かれるのを待っている者のように。

　──ここに白はく火びはいない。どんなにその声を聞きたくても。その背を見たくても。

「我々の目や耳、鼻をすり抜けて敵が上陸し迫っているということ──」

　ナイアールの声に、グウィンはかろうじて現実に留とどまる。気を抜けば意識が揺らいで、現実から逃のがれようとする自分がいた。こんなのは悪い夢で、白火はただ、城のどこかに引きこもっているだけなのだと思いたくなる──。

「──我々にとって戦力の一部であった《邪匠》が、敵に囚とらわれたということ。最悪なのはかの子供が命を落とすことより、敵がかの者の真価に気づき、己おのがものにしようとすることです」

「っナイアール！　お前は……!!」

　グウィンはかっとなって叫んだ。白火の命を軽んじるような言い方は許せなかった。

「──黙れ。知恵を絞れぬのなら出て行くがいい。邪魔だ」

　神獣《テンガイ》の唸うなりを思わせる声が、グウィンやその場にいる者の動きを止める。

　戦士の中の戦士とうたわれ、《テンガイ》の特徴を色濃く残したティーガは威圧的に腕を組みながら、険しい目でグウィンを一いち瞥べつした。

　王者たるその眼まな差ざしは、否いや応おうなしにグウィンをすくませる。

　グウィンは奥歯を嚙かんでうつむいた。頭の中は煮えているように熱く、ティーガの言葉で頰を張られたように感じた。

　──戦士として振る舞うことができないのなら。ただの女として泣き叫ぶことしかできないのなら、この場から出て行けと言われた。

　グウィンがこの場にいるのは戦士として、敵の脅威に対して議論するためだった。

　──白火、アミラを取り戻すためだった。

　混乱のまま飛び出して行っても、二人を見つけることすらできない。多くの協力が必要で、なにより情報が必要だった。

「──敵が上陸したという情報はなかった。人間ごときが、我らの五感を完全にすり抜けられるとは思えぬ。そのことから、潜伏を容易にするほどの少数戦力である可能性が考えられる」

　場を制圧するような低い声で、ティーガがそう説明する。

「そして、少数であるとすれば……目的は我らとの戦ではなく、偵察であるとの見方もできる」

　その力のある声、重みを持った言葉に皆が聞き入る。

　グウィンは息を吞のんだ。呆ぼう然ぜんとしていた頭ではまるで思い浮かばなかった可能性を突きつけられる。

　ティーガの傍かたわらでナイアールがうなずき、後を継いだ。

「偵察部隊であるとすれば、我々の力をもって制圧が可能です。敵に情報を与えないという意味でもそれが望ましいでしょう。この場合もっとも避けるべきは、情報を得た敵を逃のがすこと……特に、あの《邪匠》を伴って逃げられることです」

　グウィンの肩は抗あらがいがたく震えた。──白はく火びがディセンド皇国まで連れ去られる。そうなる前に、絶対に奪還しなければならない。それでも、わずかに安あん堵どがまじった。

（……白火殿は死なない。白火殿には無二の力がある……）

　たとえ敵に情報を与えることになってしまっても、白火が殺されるよりはずっといい。グウィンは敵が白火の真価に気づいてくれたらいいとさえ思った。白火の死──その言葉は考えるだけでもおそろしかった。

「野の獣に捜索を頼んでいますが、敵に対する手がかりはいまだつかめておりません」

　ティーガやナイアールの言葉を胸に刻みながら、グウィンは自分でその考えにたどりつけなかったことに更なる苦さを嚙かみしめた。──動揺するばかりでは何の役にも立たない。それこそ、ここに立っている意味もない。

　アミラと白火を助けたいなら、頭も手も足もすべて伸ばして、動かさねばならない。

（野の獣が探し出せないとなると、考えられる可能性は二つ……）

　一つは、野の獣が近寄れない地点に潜伏しているという可能性だ。敵の夜営地点などには、獣たちも近寄らない。そのことから逆にある程度まで範囲を絞り込むことはできる。もう一つは、他の一族の土地である可能性だ。ソウガは《獣の末裔テイア・メンシユ》たちから一目置かれ、《テンペル》は《神獣降りし大地フオアフアーレン》の心臓部としての機能を持っている。だが《神獣降りし大地》のすべてがソウガのものというわけではない。一族の土地はその一族のもので、他の血統は基本的に干渉してはならないという暗黙の了解がある。そのためにこちらの捜索の手が及ばない、ということもありえる。

（……結局は、わからんのと同じだ）

　グウィンは自分に、この状況に、すべてに言いようのない怒りを感じた。

　そしてそれ以上の絶望に飲み込まれそうになり、手を握って耐えた。

　少し前に、戦え、と白火は言ってくれたのだ。勝って忘れろと。

　沈黙が場を支配する。

　グウィンは両手を組み合わせ、強く力をこめた。

（二人とも、どこにいる！　声をあげてくれ……！）

　──アミラでも白はく火びでもいい。ここにいると教えてほしかった。叫んでほしかった。
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　その時はじめて、白火ははっきりとした恐怖を感じた。

　──両腕を切り落とす。

　この腕を失うと考えただけで、全身に怖おぞ気けがはしった。

《変幻流転》が使えなくなる──《封ほう命めい具ぐ》をつくれなくなる。それは、白火にとって家族や友人や伴はん侶りよ、親しいもの愛するもの信じるものすべてを失うに等しかった。

　そんなことになるぐらいなら、死んだほうがましだった。

　白火は凍り付き、セレネの脅きよう迫はくに沈黙した。

「──状況がようやくわかった？　どうしたらいいかはわかるよね？」

　セレネは声を優しい調子に変えながらも、白火の肩の付け根に当てたものを退どかさない。

　白火は土を、踏みつけられた手て枷かせと自分の手を見ながら必死に考えた。

　──この腕を失うことなどあってはならなかった。

（……仲間になる、とか噓うそついておくか？　そうしたらこの場を切り抜けられる？　その後になんとかして逃げ出す……）

　その考えは唯一ましなものに思われた。

　だがそれでも、人間の大陸に連れて行かれたら更に面倒なことになる。敵の本拠地となると脱走するのが難しくなる。

　引きこもるどころか、かつて嫌になって捨てた世界に連れ戻されるなど考えるだけで吐き気がする。こみあげてくるものを奥歯を嚙かんで堪こらえ、顔を上げる。

　褐色の腕──その手に握られた剣状のものが見える。アニマが変形したもの。何が封じられているのかさえわからず、いかなる敬愛も感じられない、無機質で凶悪な《アニマ》。自分の《封命具》とはまったく違う。

　白火の腹の底で、抗あらがいがたい憎悪がうずまいた。

　壊さねばならない。こんな《封命具》は許さない。

　手枷が震え、音をたてる。枷がなければ、腕を伸ばしてつかみかかりたかった。

（……こんなものと一緒にされてたまるか）

　こんなものを持つ連中に、噓でも従うのは耐えられない。こんな《封命具》をつくるような輩やからと一緒にされるのは我慢ならない。《変幻流転》をこれ以上汚したくない。

　だがふいに、しゃら、とかすかな音がした。

「……やめて、ください……っ」

　消え入りそうな声が言った。白はく火びははっとして顔を向ける。

　後ろ手に縛られて跪ひざまずいたまま、アミラがセレネを見ていた。潤んだその瞳には必死の懇こん願がんがあった。

「わ、わたしが捕虜になります……！　あなたたちの国でも、どこにでも行きます……！」

　途切れ途切れの声でアミラは懸命に訴える。

　いまにも崩れ落ちそうなその姿に、白火は息を詰めた。──敵に対する怒りでアミラの身を考えなかった自分に気づき、殴られたような衝撃を受ける。目を背けた。

「だ、だから、白火さまを放してください……白火さまを解放してください……！」

　アミラのかすれた声は、白火を抉えぐる。

（ああ、くそっ……！）

　感じたことのない、苦痛にも似た怒り。こんなアミラは見たくない。──アミラに、こんなことを言わせてはいけない。

　アミラの一族を殺した者の同類に、こんなふうに懇願させてはいけない。

「あっは！　泣けるねえ！　もうまさにお姫様の模範って感じ。あんたは本当にカナリアのお姫様なんだ──」

　セレネは、白火の肩に当てていたものを下ろした。手て枷かせを踏んでいた足が退どく。

　だが次の瞬間、セレネの腕が再び振り上げられた。──懇願する少女に向かって。

　白火は叫んだ。変形した弓は振り下ろされ、鈍い音をたてて突き刺さる。

　アミラの双そう眸ぼうが見開かれ、その体が硬直した。

　弓を突き刺したまま、セレネは少女の前に屈かがんで目線を合わせた。

「個人的に、そういうの大っ嫌いなんだよね。──虫唾むしずがはしる」

　低くささやく。

　その弓は、跪くアミラの膝ひざをかすめるように土に突き刺さっていた。あと少しでもずれれば、細い膝を貫く位置だった。

　瞳と同じ色の艶つやを持つ小さな唇がわなないた。それを見たとたん、かっと白火の頭に血がのぼった。

「アミラに触んな!!」

　セレネにつかみかかろうとして、足首に巻き付く鎖に妨げられる。背から男に押さえつけられ、地に押しつけられた。それでも顔を上げ、セレネを睨にらんで喉を振り絞る。

「アミラに怪け我がさせたら、絶対お前らの仲間にならない!!」

《射手》は目を見開いた。突き刺した弓から手を離さずに屈む。白火の目を覗のぞき込む。

「へーえ？　この状態でそういう台詞せりふ言うんだ。坊やも、この可か憐れんなお姫様にあてられて奮い立ったの？　勇ましいねえ。ちょっと安っぽくて白けるけどさ」

　女は喉の奥で笑った。

「で、どうすんの？　あたしがこのお姫さんを処分したら、坊やは壮大な復ふく讐しゆう劇でもやってくれるの？」

　白はく火びは奥歯を嚙かんだ。セレネを睨にらみつけたまま、うめく。

　だがふいに、頰に振動を感じた。土を伝って足音が聞こえる。それからすぐに、足音の主らしき男が天幕の向こうから声をかけた。

　セレネは立ち上がり、いったん天幕を出る。あまり離れずすぐそこで立ち話をしているのか、会話が漏もれ聞こえてきた。

「……が、難破し……」

「代わりの……どれくらい……」

　白火は知らず、息を殺してそれを聞いた。途切れ途切れに聞こえた言葉に意識を集中させ、意味を考える。

（難破──船か。あいつらを乗せてきた船のことか？）

　そうだとしたら唯一、有利な要素が出てきたように思えた。少なくともディセンドにすぐ連れ去られるということにはならないかもしれない。

　セレネが天幕に戻ってきた。白火を見下ろし、笑う。

「坊やは運がいいね。逆に悪いのかもしれないけど。迎えの船が来るまでに少し時間がかかるってさ。坊やが考える時間はいやでもあるわけだ」

　セレネ本人に答えをもたらされ、白火は黙った。──この状況をどう解釈すべきか、どう利用するべきなのか。

　セレネの手がひらめくと、短剣が現れた。

「……となるとあたしたちも暇つぶしをしなきゃいけない。思いのほか早く目的のものも見つかったからね。テンペルでも落としに行くか……」

　目的、というところでセレネは白火に目を向け、近場の狩りに出かけるとでも言わんばかりの口く調ちようで言う。

　白火の頰は強こわばった。本気で言っているはずがない──だがそうではないとしたら。

　セレネは手の中で短剣を弄もてあそんでいたが、浅くため息をついてアミラを見た。

「さてお姫さん。そこの坊やの代わりに自分が犠牲になってくれるんだろ？　だったら暇つぶしの道具になりな。ただ待ってるだけじゃ、あたしも兵も体が鈍なまって仕方ない」

「！　おい何を……!!」

「坊やは黙ってな。あたしはそこのお姫さんに選択肢をあげるって言ってるんだよ」

　アミラは青ざめた顔で《射手》を見ていた。その顔に痛々しいほどの怯おびえと恐怖が浮かんだが、唇を震わせて答える。

「どういう……ことでしょうか」

「アミラ！　聞かなくてい──」

　白はく火びは声を荒らげて遮さえぎったが、背後の男に蹴けられ、顔を地面に押しつけられた。

「──簡単な遊びだ。これからあんたの拘束を解ほどいて自由にする。あんたはどこへなりとも逃げればいい。空を飛んだって構わないよ。一定時間が経過したら、あたしたちはあんたを追う。うまく逃げ延びればあんたの勝ち、あたしたちに追いつかれたら負け。どう、簡単で公平だろ？　あんたがうまく逃げ延びれば、場合によっては仲間のもとへ合流できるかもしれない」

　気軽に遊びに誘う調子でセレネは言った。

　アミラの目が見開かれ、困惑がよぎる。だがすぐにその意味を理解して絶望に染まっていった。

（この野郎……!!）

　白火はうめいた。アミラが走ることが不得手だと知っていて、空とて自由に飛べるわけではないことを知っていてこんなことを言うのか。

　──こんなのはただの狩りだった。

　はじめから逃げ切ることが不可能だとわかっている。狩りですらなく、ただの虐殺だ。

　アミラの顔は蒼そう白はくになり、その唇は何かを言おうとして凍りつく。だが華きや奢しやな肩を震わせ、セレネの視線から逃のがれるようにうつむくと、か細い声で答えた。

「……わ、かり……ました」

「あは！　いいね、そうこなくちゃ」

　白火は愕がく然ぜんとした。──なぜ。

　アミラを見上げる。わずかに目が合った。黄色の双そう眸ぼうは潤み、目の下は赤かった。だがそれでも白火に助けを求めるのではなく、ただ、すべてを察したようにうなずこうとする──。

　とたん、白火の全身が熱くなった。

　──駄目だ。絶対に。

「……が、やる」

「ん？　何？」

「僕が、やる!!」

　白火は顔を上げて叫んだ。訝いぶかしむセレネの顔に向かい、激しい怒りをぶつけて睨にらむ。

「暇つぶしがしたいんだろ、だったら僕が付き合ってやるって言ってるんだ！」

　セレネが目を見開き、アミラが息を吞のむ。だがセレネはすぐに苦笑と嘲あざけりを浮かべた。

「あはは、このお姫さんを庇かばおうってわけ──」

「クソ腑ふ抜ぬけたことすんな!!　何が《十二刃》の一人だ、戦うこともできない丸腰の奴やつ一人を追い立てて、よってたかって殺そうとするのがディセンドの戦士かよ！　そんな腑抜けと仲間になれるか!!」

　あらん限りの憎悪と憤りをこめて吐き捨てる。背中を圧迫する腕に乱暴な力がこめられ、白はく火びは男が苛いら立だっていることを察した。

　セレネは目を丸くし、何度も瞬まばたく。

「……言ってくれるねえ。安い挑発とわかっていても、聞き捨てならない言葉だ」

　やや低い声で笑い、《射手》は白火の鼻先で屈かがんだ。

「じゃああんたがこのお姫さまの代わりに狩りの的になってくれるってわけ？　あんたもとても戦士には見えないけど」

　白火はセレネを睨にらみながら、突然脳裏にひらめいた考えを叫んだ。

「僕と戦え！　僕が勝ったらアミラと僕を放せ!!」

　セレネは笑みを引っ込めた。それからまじまじと白火の目を覗のぞき込む。

「……坊やが、あたしと戦う？　気は確か？」

「誤ご魔ま化かすな!!　逃げるつもりか……!!」

　白火がそう言い捨てた直後、突然手首がもがれるような力で引っ張られた。日に焼けた色の足が、手て枷かせを踏みつけていた。

　白火は生温かい気配を感じた。麝じや香こうに似た淡く艶なまめかしい香りが漂う。

「──図に乗るなよガキ。少し変わった力がある程度のガキが、《十二刃》の《射手》と刃やいばを交える資格があると思うな」

　耳の側で、凍りつくような声がした。一転して別人のような冷たさと威圧感が放たれ、重圧が横面を殴るようだった。

　だが白火の腹の底に熾おこった怒りの火が、躊躇ためらいも怯おびえも焼き切る。

《射手》を自負する女を睨んだ。

　──こんな歪いびつな、調和も敬愛もない《封ほう命めい具ぐ》を使う戦士など認めない。

　セレネはゆっくりと立ち上がる。

「第一、あたしが坊やと戦ったって暇つぶしにもなりゃしない。殺さないよう手加減をするのって案外面倒だし、なんであたしがそこまでしてやらなきゃいけないのかって話。見てるほうも温ぬるい戦いなんて……ああそう、坊やの言うところの腑抜けだっけ？　その腑抜け以下にしかならない」

　侮ぶ辱じよくと皮肉のまざった声が言う。白火は更に怒りを強めて口を開き、だが遮さえぎられた。

「──とはいえ、いかなる相手であろうと戦いを挑まれた以上は思い知らせてやらなきゃね。決闘なんていかにも古くさいやり方もそんなに嫌いじゃない」

　そう声だけで笑う女の姿を、白火は目で追う。

　セレネは白火を見下ろし、口元を鋭く歪ゆがめて言った。

「こうしようか。あたしの用意した相手と戦って最後まで立っていられたら、少なくともそこの雛ひな鳥どりは解放してあげる」

　白はく火びは目元を歪ゆがめた。──用意した相手。アミラは解放する、という条件。

　だが反論しようとする言葉に、セレネの更なる言葉が覆い被かぶさった。

「譲歩はここまでだ。坊やはあたしと戦うに値しない。けどせっかく暇つぶしの相手になってくれようって言うんだ。その心意気は認めて相手を用意してやる。それが飲めないなら、大人しくそこの雛鳥を狩りの獲物として差し出すんだね」

　白火は言い返そうとして、うめきごと飲み込んだ。奥歯を嚙かむ。

　セレネの言う通り、ここが引き際だと感じた。──これ以上は、譲歩を引き出すのは難しい。

　用意した敵と戦えという点は気にくわなかったが、それでもこちらの要求の一部を受け入れさせることはできた。矛ほこ先さきをなんとかアミラから逸そらすことができた。

（最悪でも、アミラさえ助けられれば……）

　自分一人であれば、まだ動きやすい。後でどうとでもなる。

　白火は自分にそう言い聞かせ、重い口を開いた。

「──わかった。でもいきなり複数の相手と戦えなんてことは言うなよ」

「もちろん。あたしたちだって暇つぶしをしなきゃいけないんだ。すぐに終わらせるつもりはない。坊やの力量も見たいしね」

　玩具おもちやをねだる子供に応じるような調子でセレネは答えた。一切の危機感も不安もない。白火の敗北を疑ってもいないようだった。

　枷かせの中で手を強く握り、白火は束つかの間ま息を止める。

　掌てのひらをじりじりと焼かれるような痛みを感じた。

　──《変幻流転》に対する罪悪感。これから自分が汚そうとしている力への痛みだった。






四章　天上の白と狂乱の火






　目を閉じたら、怖いこと苦しいこと悲しいことすべてがなくなると思いたかった。

　そうして次に目を開けたときには、すべてのおそろしいことがなくなっていればいい──。

　アミラは涙で滲にじむ目を瞬かせた。何度目を閉じてもおそろしい現実は続いていて、厳然とそこにあった。縛られた腕の痛みもやがて感じなくなり、ただただ地面を見つめて涙を流した。

　──白はく火びは、行ってしまった。

　あの弓を持ったおそろしい人間の女性とその配下の者に連れて行かれてしまった。自分を庇かばうために──。

（白火さま……！）

　彼は行ってしまった。──戦うと言っていた。

　ひどい怪け我がをするかもしれない。もっとおそろしいことに、命を落としてしまうかもしれない。そう考えるだけで、アミラは耳を塞いで目を閉じてうずくまってしまいたくなる。

　グウィンたちとはぐれて敵に捕らわれたときは、絶望に直面した。死を一瞬覚悟した。その後思いがけず白火の姿を見たときは、確かに恐怖と絶望が和らぐのを感じた。

　なのに、その白火がいなくなってしまった。

　だがアミラの足は動かない。鎖に繫つながれているわけでもないのに、立ち上がることも追いかけることもできない。

　白火の代わりに自分が捕虜になると訴えてから、全身の力も声も使い果たしてしまったようだった。

（怖い……怖い……っ！）

　──弓。故郷を襲ったおぞましい武器。

　絶望の形をなした弧。命を奪う弦。死の尖せん兵ぺいたるその矢。

　磔はりつけにされる同胞たちの姿までもが蘇よみがえる。冷たく青ざめた体。足元に積もった血ち塗まみれの羽根。──ソウガの一族がたててくれた数多あまたの墓標。

　アミラは声を押し殺して泣いた。もうこんなおそろしいことには耐えられなかった。すべての悲しいこと苦しいことから遠ざかりたかった。

　天幕に一人の少年が入ってきても、カナリアの姫君はしばらく気づかなかった。ただただこの凍いてつく悪夢のような現状に涙をこぼしていた。

「──あんたは変わってないな」

　アミラは濡ぬれた目を見開いた。顔を上げたとたん、息を止める。

　そこに立っていたのは少年だった。

　細身で、一見して他の人間たちとは違う──そして、腕には羽根が生え揃そろっていた。

　同じ血統の《獣の末裔テイア・メンシユ》。《カナリア》の同胞の姿に、アミラは一瞬混乱する。だが思わぬところに現れた同胞の姿は、雲間からふいに射さした一条の光のように視界を明るくする。

「あ、なたは……！　生きて……無事で……よ、よかった！　あの、これを解ほどい……」

「──うるさい！」

　少年が突然声を荒らげ、アミラは肩を揺らした。かつてこんなふうに怒鳴られたことはなく、衝撃で頭が痺しびれる。

　少年は更に敵意に満ちた目を向けた。

「……あんたはなんで、傷一つなく生きてるんだ？」

　アミラの喉が痙けい攣れんした。

「一族のみんなは殺された。生き延びた奴やつは囚とらわれて家畜みたいに人間の国に送られた。なのに、なんであんただけ生きてる？　なんであんたは……人間なんかに庇かばわれてのうのうと生きてるんだ」

　憎悪の目が睨にらみ、呪のろうような声が吐き捨てる。

　アミラは声を失った。

　──なぜ自分だけが。

　夜ごとうなされる悪夢が、目の前に現れて糾きゆう弾だんしている。

「わ、わた……わたしは……っ」

　言うべきこともわからぬまま、喉がもつれた声を吐き出す。だがまるで言い訳をする者のようだと気づき、息を止めた。

「あんたはいつもそうだよなあ？　カナリアの至宝。奇跡の歌声、天上の白……護まもられて、匿かくまわれて、鳥かごの中で大事に大事に扱われる。鳥かごの外で何が起こってるのか、何が犠牲になっているのかなんて考えないし気にもしない」

「ち、ちが……」

「あんたを逃がすために何人が犠牲になったんだ？」

　アミラは凍りつく。──自分のために、何人が。

　その言葉が、思考も声も奪う。

「さっきの人間の男も」

　少年はそう言って、天幕の向こう──連れ去られた白はく火びの姿を追うように目を向けた。

　そうしてアミラに向き直る。

「本当あんたはすげえよな。次から次へと守ってくれる奴を見つけて、踏み台にする。さっきの男も、あんたを生かすために殺されるんだろ」

　殺される、という言葉にアミラは震えた。そのおそろしい言葉に怯おびえ、頭かぶりを振る。右耳の上で、髪飾りが小さくはねてちりちりと音をたてた。

　とたんに目が痛んで、また涙が溢あふれた。

「……なあ、覚えてるか。オレの名前はカダル。オレの顔、名前を覚えてるか？」

　少年の言葉は、すぐには理解できなかった。

　アミラは滲にじんだ視界で、カダルと名乗った少年を見る。自分と同じ、《カナリア》の血統であることはわかる。

　だがその顔に見覚えはなかった。その名にも。

　カダルは顔を歪ゆがめた。それは憎悪と激しい怒り──そして敵意を剝むき出だしにした表情だった。アミラはそんな感情をたたきつけられたことはなかった。

「ああ、そうだろうな。無力で無知で、あんたはいつも綺き麗れいな顔をして誰かに寄生して生きてるんだ」

　カダルの声には、侮ぶ蔑べつが満ちていた。

「あんたは、汚い──」

　そう低くこぼして、近づいてくる。

　アミラは怯おびえた。カダルが腕を伸ばしてきて、とっさに目を閉じる。

　肘の上を強く摑つかまれ、痛みで悲鳴をあげた。

「立て。来い！」

　縄を解ほどかれないまま、無理やり立たせられる。アミラの足はもつれ、転びそうになる。












「ま、待って……縄を、解ほどいて……！」

　声を必死に絞り出す。だが少年はそれに苛いら立だったように舌打ちするだけで、もはやアミラを見ずに引きずる。

　アミラの声はあまりにか細く、すぐに消える。ただ家畜のように引かれていった。
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　天幕から連れ出されてすぐ、白はく火びは周囲を見回した。

　男に小突かれながらも周辺の景色から何か少しでも情報を得られないかと観察する。周りは背の高い木々が密集し、生い茂る枝葉の天てん蓋がいが辺りを暗くしていた。それでも葉の隙すき間まから光が漏もれ、日中だとわかる。セレネの天幕以外にも、背の低い天幕の群れがあった。配下の兵のものだろう。周囲に溶け込む濃緑色で、遠目からは森と同化して、見つけるのは難しいように思われた。

　オース軍の野営地より小規模で、移動が容易たやすい簡素な設営だった。

　セレネ──《十二刃》の《射手》が率いているというわりに規模が小さい。となれば潜伏しているのかもしれない。

（……なんとか脱走したとして……）

　問題は、ここが森の中であるという以外に何もわからないということだ。もとより《神獣降りし大地フオアフアーレン》は森林の多い大陸だ。それだけ生き物にとって自然が豊かな土地になっている。白火も山奥に引きこもったし、《テンペル》の周囲ですら森があった。

　──ほとんど隠居じみた生活を送ってきた白火にとって、この地はほぼ知らない部分だらけだ。

　どこの方角の、どの地方、あるいはどの辺りの森かということすらわからない。

　自然と顔が険しくなる。獄ごく吏りのように付き添っていた男が立ち止まった。

　白火も止まり、顔を上げた。気づけば濃緑の天幕に円状に囲まれている。

　野営地の中心に連れてこられたらしかった。

　二本の大きな木が向き合うように生えているのが目につく。密集した葉で厚い屋根をつくっているようだった。向き合う大木の間には木が生えておらず、森の中にありながら小さい広場のような空間になっていた。

「さてここがあんたの舞台だ。即席にしちゃ十分だろ？　観客もそろってる」

　セレネの声に、白火は顔を向ける。

　女は正面の大木の枝に腰掛けていた。白火のみならず周囲のものすべてを見下ろしている。その足元には配下らしき男たちが立っている。

　白火は手て枷かせを外され、背中を押されて数歩よろめいた。小突いてきた男を振り向いて睨にらみ、次にセレネに目を向ける。

「やり方は簡単。あんたはその力を使って戦い、最後までそこに立っていればいい」

「……さっき作った《封ほう命めい具ぐ》、返せ」

「これは土産にするからだめだ。新しく作りな。簡単だろ？」

　気安く言われ、白はく火びの神経はますます逆さか撫なでされた。《封命具》は、なくしたから新しく同じものをつくる、というようなことはできない。そんなことをしてはならなかった。

　セレネの足元にいた男が、白火に向かって何かを投げた。すぐ側に落ちたものを見ると、質素な短剣だった。先ほどセレネが基材として寄よ越こしたものとほぼ同じものだった。

「あんたのその力はどんな動物に対しても使えるのか？　どんなものを作れるのか試してみたい」

「──ふざけんな!!　この力は、気安く遊びに使うものじゃない!!」

「おいおい、もう忘れたか？　これは暇つぶし。あんたは自分から志願したじゃないか」

　いかにも心外だと言わんばかりにセレネは肩をすくめて言う。

「意地を張りたいなら素手で戦いな」

　白火は殺意をこめてセレネを睨にらんだ。

　木の葉のつくる影が黒いヴェールのようにかかり、セレネの肌は影そのもののように色濃く見えた。木の枝に腰掛けて足を組み、催もよおし物を待つ観客のように地を見下ろしている。

　白火は本気で、素手で戦うことを考えた。《変幻流転》をこんな奴やつらの見世物にしたくない。これ以上汚したくない。それならば、いっそ──。

（死んだほうがまし……）

　抑えきれぬ怒りが白火をその結論へと導く。心のすべてがその考えに占められそうになったとき、かすかな音が耳をついた。小さな鈴のような音、そして草を擦る足音。

　はっとして背後を振り向くと、白く華きや奢しやな少女の姿が見えた。──アミラ。

　同じ翼の生えた少年に引きずられて歩いている。腕は縛られ、足元はおぼつかない。その顔は血の気を失い、いまにも意識を失いそうに見える。

「お姫さんにも坊やの雄姿を見せるといい。あんたが倒れるときはお姫さんの命も潰ついえる時だ。きっと力をこめて応援してくれるだろ」

　笑いを押し殺したセレネの声に、白火は砕くだけそうなほど奥歯を嚙かんだ。

　──自分がここで《変幻流転》のために死んだら、アミラも死ぬ。

　その事実が棘いばらのように頭に食い込んで締め付ける。

　怒りで熱されていた頭に冷水を浴びせかけられたかのような衝撃だった。

　アミラが顔を上げた。その目が白火を見つけ、一瞬安あん堵どしたように揺らぐ。

　白火は一度息を止めた。それから呼吸し、左手首を強くつかむ。

　──どうせ、一度汚してしまっている。この状況を切り抜けるためには、敢あえて禁を犯すしかないのだ。

　そう言い訳して、セレネに振り向く。

「野の獣を連れてこい。山犬がいい」

　白はく火びは手首をつかむ手に力をこめる。

　腕の輪郭が揺らめき、白い火花が爆はぜた。
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　涙で視界が歪ゆがんだ。だがそれさえも涸かれた後、アミラに残ったのは乾いた恐怖だった。

　目を閉じても、聞こえてしまう。縛られて腕が使えないから耳を塞ぐこともできない。弓を持ったおそろしい人間たちが輪をなしていて、アミラはその輪に押し潰されてしまいそうになる。

　──野や次じ、挑発、悪意と好奇の歓声。獣のうなり声。金属音。

　音だけ聞こえれば余計におそろしくなって目を開ける。だが、もっとおそろしい光景が見えた。

　人間の輪の中で、《獣の末裔テイア・メンシユ》と白火が戦っている。

《獣の末裔》は、光沢のある青みがかった皮ひ膚ふに長い尾を持ち、手には水かきがあった。頭部にも体にも毛などは一切生えず、口は大きく裂け、目には縦長の瞳どう孔こうがある。青い肌はよく見ると鱗うろこに覆われている──大おお蜥蜴とかげを祖先に持つ《レザール》一族の戦士。人間に服従を誓った一人だった。

　レザールの戦士は、白火より一回り以上大きい。

　どうして《獣の末裔》が人間の味方をしていて、人間であるはずの白火が《獣の末裔》のために戦っているのか──どうして、やめてとアミラはただ子供のように泣き叫びたくなる。

　レザールの戦士と向き合う白火はあまりに細く小柄で、無防備に見える。

　──強くて、優しくて、その腕と指先は魔法を持っていて、だが白火は決して戦士ではないとアミラは知っている。

　こんな場に一人引きずり出されていい人ではなかった。

　白火がいまにも引き裂かれる幻覚を見て、アミラはぎゅっと目を閉じて顔を逸そらした。

　だが逃げることを許さぬかのように、野太い歓声、罵ば声せいが耳をつんざく。

　アミラはおののきながら瞼まぶたを持ち上げる。そして見た。

　レザールの戦士は俯うつぶせに倒れ、腹部を庇かばうように丸まっていた。白火が血ち塗まみれの短剣を手に、肩で息をしながらそれを見下ろしている。白火もまた肩や腹の部分の衣が裂けていたが、大きな傷は見当たらない。

　アミラの口から震える息がこぼれた。だが白はく火びの顔──一瞬歪ゆがみ、苦痛を嚙かみ殺すように引き結ばれた唇を見たとたん、胸に鋭い痛みを感じた。

「あっはっは！　やるじゃない！　さあ次！」

　大きな拍手の音がして、枝の上から《射手》が笑い声をあげる。うずくまるレザールの戦士にはもはや誰も構わない。

　輪の中から、片手剣を手にした男が歩み出る。

「さあ今度は頭の回る戦士と戦ってみな！　あんたの奇術がどこまで通用するか！」

　セレネが叫び、剣を手にした人間の男は白火の正面に立つ。

　次の瞬間、男はいきなり白火に切りかかる。

　アミラは目を背けた。地を擦る音、剣の音、かすかなうめき。

　おそろしい敵が次から次へと白火を襲う。

（助けて……誰か……っ！）

　誰か──グウィン、ソウガの戦士たち。

　だがアミラの喉は、助けてという声さえ発することができなかった。
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　──最低最悪の気分だった。

　白火は呼吸を荒らげ、目の前で膝ひざを屈する敵を見た。かろうじて腿ももに一撃入れられたのが功を奏した。これは人間の男だった。

（《獣の末裔テイア・メンシユ》、人間、人間、《獣の末裔》、人間……これで、何人目だ）

　頭がうまく回らない。白火の相手は次々と現れた。何度刈っても尽きることのない雑草刈りのようだと思った。

　白火はぎりぎりのところで致命傷を躱かわし、がむしゃらに反撃した。敵は本気でこちらを殺しに来てはいない。まだ、《封ほう命めい具ぐ》のことを舐なめている。

　人間陣営に寝返ったらしい《獣の末裔》の戦士でさえそうだった。

（……くそ、なんで《獣の末裔》のくせに敵の味方してるんだよ！）

　白火は心中で何度も毒づいた。向こうにも《獣の末裔》がいるということは、《神獣降りし大地フオアフアーレン》の地理に明るいということが考えられる。──セレネたちが潜伏できた理由を体感させられてますます惨さん憺たんたる気持ちになった。

《変幻流転》でオースを殺したときほど最悪な気分はないと思ったが、いまのこれはそれとはまた別の最悪さだった。

　足の感覚がなく、手の痙けい攣れんが止まらない。ただただ一度動くごとに命を削っていくような疲労のせいだった。《封命具》を持つ手がひどく重い。意識的に強く力をこめて握らなければ落としてしまいそうになる。なのに、皮ひ膚ふの下には火のような熱さがあった。

　ふいに、輪から男が歩み出て近づいてくる。疲労が白はく火びの反応を鈍くさせた。男は白火の手から《封ほう命めい具ぐ》を奪い取り、突き飛ばす。

　白火がよろめくと、また新たな基材が投げ落とされる音がした。歯は嚙がみしながら見ると、やはり短剣が落ちている。

「さあ、次だ！　次は何を使う？」

　セレネの楽しげな声が言う。

　白火はあらん限りの殺意をこめて樹上の女を睨にらんだ。頭の中では何度女を殺したかわからなかった。

　──その膝上の弓と、奪われた《封命具》のことを思い、憎悪は波のように何度も押し寄せた。

　戦う相手が用意され、かろうじて打ち負かすたび、白火の《封命具》は奪われた。

　一人の相手につき一つとでも言うように、次の相手になるたび《封命具》が奪われ、新たな短剣と生物とが用意される。

　無限に遊びをねだる子供のように、敵は白火の《変幻流転》を強制した。使い捨てにさせるように白火のつくったものを奪った。

　皮肉にも、それゆえに相手は次々と変わる《封命具》に反応しきれない。

　好奇、挑発、罵ば倒とう、興味、警戒。だがセレネが楽しげに声をあげる中、その不快なほど強い眼まな差ざしをずっと感じていた。見られて、実験されている。

（くそ……!!）

　こんな屈くつ辱じよくを味わったことはなかった。何の敬意も衝動もないまま、《封命具》をつくらされている。《変幻流転》を汚し、《封命具》を侮ぶ辱じよくしている。

　──もう二度と他人のためになど力は使わないと誓った。なのにこの様だ。

　その元凶たるセレネの膝には、白火がつくったのではない《封命具》があった。歪いびつで強大で、だが完成度だけは認めざるを得ないもの。

　その事実が白火の腹を灼やき、《変幻流転》の炎を宿す腕は焼きごてを押しつけられたような痛みを感じた。

　目の前に、自分が許せぬ《封命具アニマ》があるなら尚なお更さらだった。許せぬものを目の前にして、他ならぬ自分自身がそれ以下の粗悪なものをつくっている。

　白火は激情を嚙かみ砕くだき、短剣を拾った。同じ規格でつくられた、何の変哲もない剣。

　それを拾うと、また別の男が近づいてくる。その手には、極彩色の鳥が抱えられていた。鮮やかな色の翼ごと体を縛られ、羽ばたくこともできず硬直している。

　──《封命具》の材料にしろ、ということだ。

　鳥の尾は長い裾のように揺れ、鶏冠とさかもまた長く兜かぶとのきらびやかな装飾のように垂れていた。

　白はく火びは鳥を観察しながら、怒りと、その奥にまじる罪悪感を抑え込んだ。男から鳥を渡されると、迷いなく縄を切った。とたんに鳥は鮮やかな緑色の翼をはためかせて飛び去ろうとする。

　白火がそのまま見守っていると、鳥はいまにも飛び立つような姿勢から、ゆっくりと翼を折りたたんだ。足で白火の腕につかまり、翼を繕いはじめる。

　──その信頼をこれから裏切ろうとしていることに、白火は鈍い痛みを覚えた。

　嘴くちばしで繕われる翼の、その艶つやと羽根の並びは美しかった。ふいに、一枚の羽根が音もなく抜け落ちて地に落ちる。それを見たとたん、白火の頭に火花が起こった。

（これは……）

　天啓のように現れた考え。だがいったん思いつくと、もはやこの状況を打破するのはそれしかないように思えた。──そしてこの鳥に少しでも敬意を表すためにも、そうしなければならない気がした。

　白火の腕から熾おこった炎が、短剣と鮮やかな翼の鳥を包む。《変幻流転》で新たな《封ほう命めい具ぐ》を生み出しながら、白火の目は周囲をうかがった。

　目の前の大木にはセレネが枝に腰掛け、その根元には観戦を強制されたアミラがいる。拘束されたまま、元から白い肌は完全に色を失っている。卒倒しないのが不思議なほどだった。周りを囲むのはセレネの配下のものたちで、そこから何名かが白火の対戦相手となっている。

　見えているだけでも決して多い数ではない。

　セレネとその《封命具》にさえ注意すれば、決して抜けられない包囲ではない。──自分一人なら。

　歪いびつな疲労に蝕むしばまれた体に緊張が戻って来て、白火は新たに生まれた《封命具》を握った。生まれ変わった短剣は、かつての質素で無個性だった面影はどこにもない。鍔つばや柄つかは原色の緑や赤が入っており、元となった鳥の体の色と同じだった。

　剣の身こそ銀色だが、光沢の中にうっすらと羽の形が浮かび上がっていた。

　白火は極彩色の柄を握った。無表情を保てと自分に言い聞かせながら、視線を上げる。包ほう囲い網もうの中から再び敵が歩み出てくる。だがその姿はこれまでの相手とはまるで違った。

　兵とは思えぬほど華きや奢しやな少年だった。見るからに年下だとわかる顔で、その腕にはアミラと同じ羽根が生えている。

「おまえ……、《獣の末裔テイア・メンシユ》だよな？」

　白火は思わずそうつぶやいた。セレネの天幕で一度見たような気がした。だが考えてみればそれもおかしい。

「《カナリア》の一族だろ？　アミラと同じ……なのになんで」

「あんな女と一緒にするな！」

　少年は突然声を荒らげ、白はく火びを睨にらんだ。その目には怒りと敵意がぎらつき、細い指は短剣を握りしめている。白火は束つかの間ま困惑した。

　アミラは、《カナリア》一族の姫君であったはずだ。一族の長おさの娘。なのに、なぜこの子供はこんな反応をするのだろう。グウィンも女ゆえに戦士とは認められていなかったが、王女としては敬意を払われて接されていた。

　自分よりも小さく、瘦やせた指が短剣を握る様は、白火にはひどく歪ゆがんで不釣り合いなものに見えた。《カナリア》の一族は戦闘に向いていない、という言葉を思い出す。

「《カナリアの一族》って人間に襲われたんだろ。おまえの後ろにいるような奴やつらに……。なのになんでそんな奴らの味方してる」

「お前が言うのか、人間ナール。人間のくせに《獣の末裔テイア・メンシユ》……獣人の味方なんかを気取っているお前が」

　少年は嘲あざける。

　白火は顔をしかめた。

　確かに、人間の味方をする《獣の末裔》と、《獣の末裔》に味方する人間というのは同じくらいにおかしいのかもしれなかった。だが、決して同じではない。

「……僕は、《獣の末裔》に何の恨みもないし。仲間を殺されてもいないからな」

「黙れ！」

　少年は短く叫ぶと同時に動いた。真正面から向かってくる。

　それは白火の目にすら遅く、隙すきのある動きに見えた。何人もの兵や《獣の末裔》を相手にして目が慣れてきたことも理由かもしれなかった。

　──だが、体はついてこなかった。

　避よけろと頭で叫んでいながら、白火は寸前で少年の短剣を受け止めるのが精一杯だった。極彩色の《封ほう命めい具ぐ》が、甲かん高だかい叫びのような音をたてる。

　鍔つば迫ぜり合あいで少年の顔を間近に見ながら、白火は確信する。

「……お前、こういうの向いてないよ」

「うるさい!!」

　少年の目に怒りが燃え、白火の剣を弾はじいて後方へ跳んだ。その動きだけは身の軽さを感じるものだった。

「……腕力もないし、ものを握って力を入れるのも苦手。歩いたり走ったりするのも長時間は無理で──」

　白火は率直に指摘する。それは少年の、というよりアミラを見て感じた《カナリア》の性質だった。武器を握るのも、戦場に立つのも根本的に向いていない。

　だが少年は遮さえぎるように雄お叫たけびをあげ、再び愚直な突進をした。白火はなんとか躱かわした。

　的を失った少年は勢いのまま前のめりになり、だが足で急停止をかけると身を返してまた白はく火びを追う。

　戦士ではない白火にも、この少年の動きは少し滑こつ稽けいに見えた。それだけ不慣れな武器を握り、がむしゃらに戦おうとする姿は白火を困惑させる。

「──っ戦闘に向いてない？　だから《カナリア》は一方的に負けたんだろ！　弱かったから、戦う力がなかったから！」

　少年が叫ぶ。だがそれは、どこか慟どう哭こくのようだった。

「おれはそんな弱い奴やつらにはならない！」

　嘆きとも怒号ともつかぬ叫び。それはわずかに白火をためらわせた。その隙すきを突くように、少年は踏み込む。ほとんど捨て身で、剣先は白火の腹を狙う。

　全身で危機を感じ、白火から血の気がひいた。剣が自分の腹に触れる刹せつ那な、世界が止まったかのように鮮明に見ていた。

　本能が体を動かす。

　寸前で身を反らし、よろめくように後退する。とっさに腹を手で確かめた。

　だが、おそれたような血の感触はなかった。服は裂けたものの、浅い切り傷にとどまっている。

　──次の瞬間、どっと哄こう笑しようと罵ば声せいの合唱が響いた。

「おいおい遊んでいるのか獣人！」

「力を証明するのではなかったか！　そんな腰抜けの動きでは兎うさぎ一匹殺せんぞ！」

　包囲を作っている男たちが口々に嘲ちよう笑しようする。

　味方であるはずの兵たちから嘲あざけられ、少年の顔が紅潮した。

　白火は眉まゆ根ねを寄せ、内心で悪態をついた。ここまで言われて、なぜなおも向こうにつくのか──疑念の目で少年を見る。

　だが少年の短剣を握る手に強い力がこめられ、その顔に暗い笑みが浮かんだ。

「お前はバカな人間だ。あの女を守ってわざわざ死のうとして。あの女のやり方を知ってるか？　相手の気を引いて庇ひ護ご欲をかきたてて、自分を護まもらせるんだ。自分は清らかだって顔をして、一切手を汚さずに」

「……は？」

　白火は少年の言葉の意味をつかみかねた。だが歪ゆがんだ笑みが指すものがどうやらアミラのことらしいと察して、目を見開いた。

「みんなあの女に操られてる。あんたも最期までそのことに気付くことすらなく死ぬんだ」

　少年は嘲あざ笑わらう。

　だが白火にはとうてい信じられず、反面、少年がアミラを憎んでいるのはそれが原因なのかと思った。無意識にアミラに視線をやる。

　目が合った。アミラもこちらを見つめていた。そして、頭かぶりを振る。

　──違う、と否定するかのように。

　だが小さな唇が必死に何かを伝えようとしているのを見て、そうではないと知った。

『殺さ、ないで』

　アミラの唇は確かにそう象かたどったのを白はく火びは見た。

　視線を戻し、アミラと同じカナリアの少年を見る。

　──この子供を殺さないで、という意味か。

　白火は顔をしかめた。こめかみから汗が伝う。

（僕は戦士でもないし手加減とかできないぞ……！）

　内心でうめいたとたん、再びカナリアの子供が距離を詰めてくる。短剣を振り回す腕には躊ちゆう躇ちよも精度もない。

（……手加減とか無理だろ！）

　自分の命まで危ういときに、子供のことまで考えてやるなど無理だ。

　アミラとは逆にこの子供はアミラを憎んですらいる上、こちらに全力で攻撃を仕掛けてくる。

　向かってくる少年の姿を視界に捉とらえる。

　なぜか、脳裏にグウィンの姿が浮かんだ。グウィンのその鮮やかな体さばき──躱かわし、相手の攻撃を受け流し、一気に相手の懐ふところに飛び込んで足元を薙なぎ払はらう蹴けりが。

　少年が突き出した短剣を寸前で避よけ、白火は無我夢中でその細い腕を捕らえた。子供が目を見開く。

　つかんだ腕を力尽くで引っ張り、少年が体勢を崩したところに、更に全力で少年の足を蹴る。

　少年は声をあげて転倒した。無防備になった背が白火の目に飛び込んだ。

　──止とどめを刺す、一瞬の好機。

　白火は手に持った《封ほう命めい具ぐ》に力をこめた。

　だが、腕は重く動かなかった。

　少年は跳ね起きて距離をとる。目には屈くつ辱じよくと憤怒が燃え、白火を射た。矜きよう持じをひどく傷つけられ、敵意が一層燃え上がる。

　どっと嘲ちよう笑しようがわき起こった。野や次じ、罵ば倒とう、侮ぶ辱じよくが霰あられのように降る。

（くそ……！）

　白火は手が白くなるほど《封命具》を握る。

　──アミラが悲しむ。

　そう思ったら、目の前の子供に《封命具》を突き立てることはできなかった。アミラの悲しむ顔は苦手だ。いたたまれなくなる。

　カナリアの少年に致命傷を負わせることは無理だとわかると、逆に白はく火びは冷静さを取り戻した。

（別にいい。邪魔さえさせなければ……）

　白火は兵の囲いに意識をやった。戦いが不得手な《獣の末裔テイア・メンシユ》の少年を嘲あざ笑わらい、味方というよりは奴ど隷れいを戦いにけしかけて囃はやしたてる悪趣味な観客そのものだ。

　だが、相手の警戒は大幅に緩んでいる。自分の疲労も、ここが限界だ。

　白火はアミラに目をやった。その体を拘束する縄を確認する。

　そして、色鮮やかな翼を持つ鳥と融合した剣を握った。名を与えるために、口を開く。

「──飛べ、翼剣《彩さい翔しよう》」

　虚空を大きく薙なぎ払はらう。その剣は何ものも捉とらえない。

　だが、《彩翔》の刀身から剝はがれるように極彩色の破片がいくつも飛び出した。それは色そのものが尾を引いて飛ぶかのような異様な光景だった。

　剣から射出される飛び道具は、警戒を緩めていた者たちに完全な不意打ちとなった。

　破片はほとんどが命中し、前方の大木の周りにいた男たちがうめき声をあげる。だがその命中を確認する前に、白火は二撃目をふるった。追撃で相手の混乱を更に煽あおる。

　そうしながら目はただ一点を見た。アミラの見開かれた黄色い目──そして断ち切れた縄。

「逃げろアミラ！」

　叫んで、更に追撃した。アミラを避よけ、その周りの兵たちを狙う。

（頼む逃げてくれ！）

　ほとんど祈るような気持ちだった。アミラを一人で逃がすのは酷だとはわかっている。だが白火にはアミラを庇かばいながら脱出するだけの力はない。

　だから、アミラを逃がすために敵を少しでも引きつけ、攪かく乱らんするしかなかった。

　カナリアの姫君はその大きな瞳を揺らした。絶望と驚きよう愕がくがその目によぎる。何か言おうとしたのか、小さな唇が動く。瞬まばたきの間に、白火はアミラの逡しゆん巡じゆんと葛藤を見た。

　次の瞬間、アミラは蒼そう白はくな顔で唇を引き結び、背を向けた。

　それでいい、と白火は安あん堵どする。なんとか逃げてくれと祈り、視界からアミラを外した。

　即座に体を反転し、後方で武器を構える男たちにも《彩翔》を放つ。鮮やかな色そのものが襲い来る様子は、戦闘に慣れた者ほど動揺するようだった。

　包囲が綻ほころび、白火はその隙すきを縫ぬって駆け出した。アミラとは真逆の方向へ。追っ手の分散を祈る。

　走る。腕がひどく熱い。内側から燃えて、灰になりそうな気がした。

　──それは《変幻流転》で体に負荷をかけすぎたときの症状だ。

　だがそれ以上考えない。足を前へ動かし、とにかく敵から距離を稼ぐ。森の中では弓矢の能力も落ちる。爆はぜるような自分の鼓動の音が耳を覆う。




「開け、《天地穿つ矢メテオリト》」




　鼓動の合間を貫くように、その声は響いた。

　頭上に風を切る音。反射的に、白はく火びは天を仰ぎ見た。濃緑の枝葉の天てん蓋がい。その向こうに、何かが見えた。黒い──。

　次の瞬間、砲弾の雨が降った。

　風が裂かれる音。木々がへし折れ砕くだかれ、土が抉えぐれてその残ざん骸がいが跳ね上がる。裂けて倒れる木々の悲鳴が一拍遅れて響く。

　白火はたたらを踏んだ。目の前を折れた木の残骸が塞いでいる。

　すぐに左右に道を探そうとする。だがそこも折れた木が寄りかかり合うようにして柵さくを作っていた。

「……やってくれるねえ、坊や」

　女の、笑い混じりの低い声が聞こえた。その声の方向──残された唯一の道である背後を振り返る。

　セレネはその手に鈍い黄金色の弓を構えていた。番つがえられた黒い矢の先は微動だにせず白火を捉とらえている。

　白火は突然、足に熱を感じた。目を向けると、両足の側面に大きな切り傷があった。足のすぐ側で、矢が地面に突き刺さっている。

　そこだけではない。倒木の側に、抉れた土の中に、矢は数多あまたの墓標のように突き刺さっていた。

　白火のこめかみを汗が伝った。

　──あの弓だ。《メテオリト》と言っていた。

　あの弓が射て、一瞬で木々をなぎ倒し、土を抉り、獲物の足を傷つけた。

　白火は頭上に放たれた矢が途中で拡散し、自分を中心にして円に降る光景を想像した。

「弓は逃げる獲物を狩るための武器。狩人あたしの前で逃げようなんて、いい度胸してるじゃない？」

　セレネは微笑を浮かべている。だがその顔から、一瞬でも目を逸そらすなと白火の本能が警鐘を鳴らした。

「──不意を衝ついて分かれて逃げるってのは悪くない手だ。けど坊やは自分の価値を見誤ったね。あの姫さんはどうにでもできるし、どうでもいい。あたしたちにとって価値のある戦利品は坊やだけ」

　白火は悪態をついた。すべてが思い通りに行くとは思わなかったが、捕まるのが早すぎる。

　だがセレネの構える矢の先を見たとたん、潮が引くように頭が冷めていった。同時に抗あらがいがたい衝動──この歪いびつな《封ほう命めい具ぐ》を壊さねばならないという思いが強くなる。

（……好都合だ）

　白はく火びはひどく冷めた頭と衝動に苛さいなまれた心の狭間はざまで考える。《封命具》を強く握る。

　セレネの周りに兵はいない。邪魔されずに済む。

　一瞬の静寂。

　次の瞬間、白火は腕を振り抜いた。

「飛べ《彩さい翔しよう》！」

　極彩色の破片が目の前の女に向かって一斉に飛び出す。

　近距離での飛び道具、それも複数となれば普通はほぼ対応できない。

　だが《射手》は眉一つ動かさず、矢羽にかけていた指を離した。

　白火は視界の端でそれを確認し、前傾姿勢で懐ふところに飛び込む。

　セレネがはじめて両眼を見開いた。既に放たれた矢は《彩翔》の破片をことごとく撃ち落とす。

　──弓兵は接近戦に弱い。だが白火はセレネとはじめて対たい峙じしたとき、その弓が変形して接近戦に対応するのを見た。

　ただ距離を詰めるだけでは届かない。

（変形させる隙すきを与えなければ……!!）

　白火は渾こん身しんの力で《彩翔》を突き出した。羽根の形の光沢を持つ剣先は、褐色の腹を確かに捉とらえた。

　だがその瞬間、軸をずらされる。

　白火にかすかな手て応ごたえがあった──浅い。

　そう悟ったとき、足が痛みを訴えた。抗えず、白火の動きは鈍る。

　セレネの足が舞うように大地を踏み、距離を取る。

　矢を番つがえ、射た。

　変形させることなく、この体勢とこの距離で矢を放った。

　──やられる、と白火の頭だけが反応した。

　右手に衝撃。砕くだける音。そしてその残ざん骸がいが鈍い音をたてて土に落ちる。

　白火の視界は一瞬絶望の闇やみに閉ざされた。

　手。《変幻流転》を宿した、命よりも大事な腕が吹き飛ばされた──。

　だが、右手はいまだ衝撃の余韻を感じ、熱を持っていた。白火は怯おびえながらも右手を見る。そこに確かに自分の手があるのが見え、息が震えるほど安あん堵どした。

　それからようやく、砕けたものの正体を知った。《彩翔》は手の中から消え、まだらな色の欠片かけらとなって地面に散っていた。白火は反射的に、その残ざん滓しに感謝と謝罪の念を送った。

　走り出すだけの体力はもう残っていない。足の痛みは熱とともに鮮烈になっていく。キリキリとかすかな音が白はく火びの耳をついた。

　白火は振り向く。セレネが弓を構え、白火の腕に狙いを定めていた。

「──逃亡ごっこは終わり。今度こそ腕を吹き飛ばされたくないなら、戻りな」

　セレネの後方から、配下の男たちがやってくるのが見えた。
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　ひどく乱れた呼吸と、肌やドレスが枝葉や草を擦るガサガサという音を聞きながら、アミラは必死に走った。背中に聞こえていたおそろしい怒号や混乱の叫びは遠のいている。

　足が折れてしまいそうなほど走った。

　体はたちまち重くなり、全身が悲鳴をあげた。もっと早く、遠くへ行きたいのに脇腹が痛み、息は苦しく、足は勝手に速度を落としてしまう。

（いや……こわい……！）

　飛び交う矢のおそろしい音。悲鳴。目の前で次々と磔はりつけにされていった仲間たち。もうあんな悪夢は耐えられない。

　アミラはつまずき、小さく悲鳴をあげて転んだ。立ち上がってまた走り出そうとする。だが両足はがくがくと震え、心臓は暴れ、燃えているようだった。立てなかった。──もう走れない。

　恐怖しながら振り向いた。そこには濃い色の木々があるだけで、弓を持った男たちの姿も、その天幕も見えない。

　アミラは息を吐いた。呼吸は乱れ、不足した空気を貪むさぼるようにしばらく息をすることに専念した。

　やがて頭が回りはじめ、ようやく事態を理解する。

（白火、さま……）

　はぐれてしまった。──違う。置き去りにしてしまった。

　自分一人だけで、逃げてきてしまった。

　アミラはひどく動揺した。違う、わたしは、と心中で言い訳をする。

　──白火は、逃げろと言った。

　あの強い目と目が合ったとき、行けと叫ばれた気がした。力を持った言葉のようだった。そして、白火は一緒に来てはくれないのだと悟った。

　アミラは誰かに強く命令されたことがあまりない。もし強く命令されたら、怖くなってその通りにしてしまう。抗あらがえない。だが白火は怖かったのではなく、不思議な力に急せき立てられて言う通りにするしかなかった──。

　しかしそれは正しい行動だったのだろうか。

（もど、らなきゃ……）

　白はく火びが、まだいるのだ。置いていけない。

　一人ではどうしたらいいかわからない。

　だが、またあの弓を持った男たち──そして浅黒い肌をした女の元に戻らねばならないと思うと足がすくんだ。矢で膝ひざを貫かれそうになった衝撃が体に染みこんでいる。地面に縫ぬい止められたかのように動けなくなってしまう。

　──白火はまだそこにいるのに。

（もどらなきゃ……）

　焦って何度も自分にそう言い聞かせ、立ち上がろうとする。振り向いて走ろうとする。

　なのに、体は動かない。焦りばかりが増すのに立つことさえできない。

　喉がひどく苦しくて、目の奥が焼けるように痛んだ。

（戻らなきゃ、いけないのに……っ！）

　動けなかった。

　人間たちがおそろしくて、白火のところへ戻れない。

　仲間が磔はりつけにされたときはただ見ていることしかできなかった。無力に怯おびえ懇こん願がんしていた。

　──でも、引き返せるのに引き返さない自分の臆おく病びようさと卑ひ怯きようさは、違う。

　アミラは嗚咽おえつをこぼして泣いた。もう立ち上がれない。何もできない。どうしたらいいかわからない──。

（誰か……助けて……っ！）

　心の底で叫んだとき、浮かんできたのは白火であり、グウィンであり、優しかった《カナリア》の仲間たちの姿だった。

　だが、カナリアのみんなはもういない。白火も、いまは助けを必要としている側だった。

　アミラは泣き濡ぬれた顔を上げた。

（ソウガの戦士……グウィン姫──）

　そうだ、とようやく思い至る。

　誇り高く強いソウガの戦士たち、そしてその姫たるグウィン。

　彼らなら、きっとこの状況をなんとかしてくれる──。

　突然小枝を踏む音が響き、アミラの思考は遮さえぎられた。

「今度は、どいつに頼る気だ？」

　アミラが反射的に顔を上げると、前から翼を持つ《獣の末裔テイア・メンシユ》──カダルが、ややふらつきながら歩いてくるところだった。

「オレの思った通りだ。やっぱりあんたはあの人間を、見捨てた。盾にして逃げた」

　少年の顔に嘲ちよう笑しようが浮かぶ。

　その言葉はアミラの胸を穿うがち、言葉を奪った。

「あんたにとって自分以外はただの踏み台、いくらでもかえのきく使い捨ての駒こまのようなもんだろ。あんたはそうやって周囲の気を引いて媚こびを売って、相手を操るんだ」

　違う、とアミラはかすれた声を絞り出す。だがカダルはせせら笑いながら距離を詰める。

　その手に短剣が握られていることに気づき、アミラは立ち上がれぬまま後ずさりした。

「ど、う……して……っ！」

　──なぜ、カダルはこんなにも自分を憎悪するのか。こんなにもおそろしい敵意を向けてくるのか。

　アミラはこんなに冷たく身のすくむような感情をぶつけられたことはなかった。カナリアの同胞はみな優しく、親切で、いつも穏やかだった。だから同じカナリアであるはずのカダルの反応が信じられなかった。

「……本当に、おれを覚えてないんだな」

　少年は冷笑する。

　アミラはますます混乱した。カダル、という名前に覚えはないか、彼の姿に見覚えはないか必死に記憶を探る。だが思い当たらない。

　それを読みとったのか、カダルの顔が歪ゆがんだ。

「……おれはあんたに歌ってくれと頼んだ。妹のために」

　アミラは目を瞠みはった。そこでようやく、過去が目まぐるしい奔流となって呼び起こされ、おぼろげな一点にたどりつく。──妹のために歌ってくれとひたむきに訴えていた少年。

「思い出したか？　あんたが期待をもたせて、裏切った奴やつの顔を」

　アミラの頭の中は真っ白になる。記憶の中の少年と嚙かみ合わない。そんなはずはない。

「妹はあんたの歌を聞けると知って、何より楽しみにしてた。あんたに感謝し、あんたを慕したっていた。あんたの歌をずっと待ってた」

　カダルの目に憎悪が燃え上がる。その奥に深い悲しみの翳かげりが見え、アミラを圧倒し飲み込んだ。

「そんな……」

　必死に弁明しようとする。

　──そんなはずない。ありえない。

『妹は、もうずっと体を悪くしてるんです。外で遊ぶこともできなくて……でも、アミラ姫の歌を聞くと元気になれるって……！　だから、お願いです……！』

　王宮の庭に忍び込んできて、そう直訴してきた少年のことを思い出す。

　アミラが庭で歌うのは日課で、そこで見知らぬ少年に出会ったからとても驚いた。そしてその訴えにも。

『妹のために、歌ってください！　一度だけでいいんです！　あげられるものなら何でもあげます！　僕にできることなら、なんでもします！　だから……！』

　自分と同い年ぐらいの少年が妹のために全身で懇こん願がんする姿に胸打たれた。

　アミラはもちろん、快諾した。喜んで、と言った。彼の妹の体調を、心から案じてすらいた。

　彼は喜んでくれて、名乗るよりも先に、住んでいる場所を教えてくれた。そこに妹がいるから、訪ねてきてほしいと言った。

　アミラはその住所を覚えた。当然、訪れるつもりだった──。

　あの時の少年がカダルだというのか。だがいま目の前にいる少年は別人のようだった。あの時の彼はこんな加かぎ虐やく的な目をしていなかった。こんなに歪いびつで、凍いてつく笑みを浮かべてはいなかった。

「言い訳があるか？　いったいどんな無様なことを言うつもりなんだ？」

　妹のためにと歌を願った少年が嗤わらう。

　アミラは身震いした。硬くなった喉を必死に動かす。

「わ、わたし、騙だますつもりなんて……、あ、あなたの妹さんが良くなったって聞いて、歌はもういいからって……」

　舌をもつれさせながら答えると、カダルの目が一瞬見開かれた。だがすぐに、その顔に苦痛と憎悪が入り乱れて歪ゆがむ。

「噓うそをつくな!!」

「う、噓じゃ、な……っ」

「じゃあ誰がそんなことを言った!!」

　怒号にアミラは肩を揺らした。体がすくむ。だが、何かがおかしい──頭の隅に、小さな違和感の声があがった。

　──カダルが噓をついているとは思えない。そして自分も噓などついていない。

「王宮の……シェルクや、タフジールたちが、薬やく師しを連れて様子を見に行って……その後、あなたから伝言だって……あ、あなたからの花も受け取っ──」

「誰も来てない！　伝言なんてない！　裏切ったお前に花なんて贈るわけがないだろ!!」

　カダルの叫び。それは断だん罪ざいの響きに似て、アミラを打ち砕くだく。

　アミラの全身は冷たくなった。

　──噓。

　相手は噓を言っているのだと思った。

　シェルクもタフジールもいつも優しかった。自分の歌を聞いて幸せだと言ってくれて、大切にしてくれて、悲しいときは慰めてくれて、怖いものからはいつでも守ってくれた。

『みな喜んで、あらゆるものからあなたを守ります。だからどうか、その美しい歌を曇らせることのないように──』

　彼らはいつもそう言ってくれていた。アミラのために尽くしてくれた。

　そしてあの日、カダルの妹のところへ行こうとしたときも。

『姫、あなたが外へ行くには目立ちすぎてしまいます。周囲を驚かせてしまいますよ。それに病に伏した者にはまず薬やく師しに診みせることが一番大事です。私たちが薬師と一緒に、様子を見て参りますから──』

　だから王宮にいろと、言われたのだ。

　アミラはそれを疑わなかった。疑うなんて考えもしなかった。シェルクたちの言葉通り、確かにまず薬師に診せたほうがいいと思った。

　自分の歌は人に喜んでもらえるけれど、決して奇跡を起こすものではないとアミラは知っていた。

　そうして帰ってきたシェルクたちは、しばらく薬師に診てもらうと言った。完治してから、赴おもむけばいいと。

　アミラは納得し、少女の回復を祈りながらいつも通りの日々を過ごした。指折り数えて待ち、どんな歌を歌おうかと考えていた。

　そうして時間が経過して、シェルクたちは告げた。

『……あの子供は良くなったそうです。ですが、そうすると姫様の御み歌うたを自分一人が聞くのはおそれ多いと遠慮しています。幼いながら見上げた分別です。その思慮を無駄にしないほうがよろしいかと思われます』

　アミラは驚いた。シェルクたちはさらに、兄からのお詫わびと礼だと言って美しい花をくれた。

　そうなってしまえば、アミラにはもう無理に歌を聞いてくれとは言えなかった。少し残念な気はしたが、王宮の外で暮らす人々を集めて、広場で歌う機会は何度かある。そのときに、彼らが来てくれればいいなと思った。それで、納得した──完結したのだ。なのに。

（シェルクが……噓うそをつくなんて）

　信じられない。だがアミラは、もっとおそろしいことに気がついた。血の気がひいていく感覚に襲われ、カダルを見る。

「なら……、あなたの、妹君は」

　震える声で問う。──この答えを知りたくない。

　火を吹き消すかのように、カダルの顔から表情が消えた。そして無感動に答えた。

「死んだ。最後まで、お前の歌を聞けると信じて待っていた」

　その言葉が、アミラを横殴りにした。両手で口を覆い、悲鳴を押し殺す。だが大きな目眩めまいに襲われて、手が震える。

「……妹もオレも、お前が裏切ったとも知らず待っていた。オレはお前がいつまでも来ないのをおかしいと思って何度もお前に会いに行った。けど、警備が厳重になっていて忍び込めなかった。正門からお前に会わせてくれと頼んでもまったく相手にされなかった」

　カダルは嗤わらう。

　その言葉はあまりに衝撃的で、アミラの頭はついていけなかった。

「わ、わたし……し、知らなかっ……」

「ああ、お前はカナリアの至宝だからな。小汚いガキなんかが会えるような相手じゃない。その小汚いガキの妹が野垂れ死ぬとこなんて、目に入れることも許されないんだろ」

　アミラの世界が大きく揺らいだ。平和だった記憶──優しさと美しさに満ちた過去。

『あらゆるものからあなたを守ります』

　あれは、あの言葉の意味は。

　シェルクたちの穏やかな笑顔。その笑顔に大きな亀き裂れつが入る。その下から覗のぞくのは、カダルという現い在まだった。

　卑ひ怯きようで理不尽なものを憎み、蔑さげすむ少年の顔。

「それならなんで！　期待をもたせるようなことをした！　なんでこんな裏切り方をした！　オレと妹を弄もてあそぶためか！　さぞかし滑こつ稽けいに見えたんだろうなぁ!?」

「ち、違……っ！」

　アミラは弁明したかった。釈明したかった。

　知らなかった。

　シェルクたちの言葉を疑おうともしなかった。信じていた。

　彼らは一度も噓うそなんて吐ついたことはなかったから──。

（……一度、も……）

　一滴の暗い疑念が、アミラの胸に落ちた。それは瞬く間に広がっていく。

　一度も噓をつかれたことなどない──本当に、そうなのだろうか。

　自分が噓と知らないだけだったとしたら。

「結局お前はそうやって誰かのせいにして言い逃のがれしているだけだ！　知らなかった、聞いてなかった……なんで自分で確かめようとしなかったんだよ!!」

　アミラはびくっと硬直した。雷に打たれたような衝撃だった。

「妹は、もうどの医者にも治せなかった!!　お前の歌しかなかったんだ……!!」

　血を吐くように、カダルは叫ぶ。アミラを糾きゆう弾だんする。

　アミラはふいに目眩めまいを覚えた。意識が遠のく。このまま気を失って、目の前の悪夢から逃げてしまいたいと思った。だがカダルの叫びが耳の奥で反響して、どこまでも追いかけてくる。

　──知らなかった。シェルクたちが偽いつわっているなどと思いもよらなかった。

（わ、たしは……）

　だって、いままでずっと大丈夫だった。シェルクや王宮のみんなの優しさに守られて、何の疑いも不安もなく、従順だと褒められて、慈しんで愛してもらえた。

　それが当然だと、思っていた。誰かに反論したり疑ったりなんて、したこともなかった。

　辛つらい、悲しい、苦しい──そういったおそろしいことから守られ、遠ざけられていた。

　シェルクたちから兄妹きようだいの報告を聞いて、ああ、よかったと、安あん堵どした。そこで他と同じ美しい記憶になった。

　──そんな程度にしか、自分はカダルたちを案じていなかったのだ。

　アミラは愕がく然ぜんとする。

　気に懸けて日々を過ごしていたはずなのに、自分で確かめることをしなかった。

　やろうと思えばできたはずだった。だがそうしなかった。

　約束しておきながら、それを守るために行動しなかった。

　──シェルクたちの言葉をただ信じているほうが、楽だったから。

　とたん、目の奥が焼け付くように痛んだ。目の縁から涙が溢あふれ出て、こぼれていく。

　自分の信じていた優しい世界は消え、無知と怠たい惰だでできた幻だけが残る。

「……誰かのせいにして、周りの奴やつらの言いなりになって。それが、あんたのやり方だって言うんなら」

　パキッと小枝の折れる音がした。カダルが一歩近づく。アミラは濡ぬれた頰を拭ぬぐう力もなく、鈍い動きで顔を上げた。

　カダルが近づいてくる。無造作に垂らされた腕。だがその右手には短剣が握られている。

　憎悪と慟どう哭こくの末に、暗く枯れ果てた両眼がアミラを見ていた。

「死ねよ。他のみんなももういないんだから。オレが、あんたの死を望んでるんだから──望み通りにしてくれよ」

　アミラは肩を揺らした。

　カダルの目に飲まれ、地の底へ落ちて行くような気がした。

　目の前の少年は、自分の死を望んでいる。

　相手に従い、拒絶できない──その自分なら、死さえも受け入れるしかないように思えた。

　カナリアの姫君は、凶器を手に迫る少年をただ見上げていた。体は冷たく、視界は涙で滲にじみ、ひどくぼやけている。少年が目の前で立ち止まり、その手に握られた短剣が振り上げられてもなお、立ち上がることさえしなかった。

　鈍にび色いろの刃やいばが振り下ろされる。

　アミラは目を閉じた。

　だが振り下ろされた後で、目を開けた。短剣は空を切り、カダルはよろめく。そして顔だけを上げ、アミラを睨にらんだ。

「……なんで逃げるんだよ」

　そう言われて、アミラははじめて自分が刃やいばから逃のがれたことに気付いた。

　立てぬまま、とっさに地面を転がっていた。体が勝手に動いたことに、アミラ自身が驚いていた。

　だがふいに、耳元でちりちりと鳴る音を聞いた。耳の側で揺れる、羽根を模もした装飾──銀色の月と宝石のあしらわれた髪飾り。頭に添うその重みを唐突に感じて、アミラの視界が鮮明になる。

（白はく火び、さま……）

　弾劾されて麻ま痺ひしていた頭に、一人の少年の姿が浮かんだ。アミラ、と呼ぶ声。この美しい銀月をくれた人。軽々と抱え上げて、ソウガの城のいたるところへ連れて行ってくれた人。優しく強い言葉をくれて、自分を逃してくれた人。

　──ここで自分が死んでしまったら、置き去りになった白火はどうなる。

　敵の中に一人取り残された白火は。

　アミラは強く目を閉じた。痛みとともに、涙を振り払う。

（だめ……）

　何度もしゃくりあげ、唇を強く引き結んだ。

　誰か──彼を。

　誰か、助けて。そう叫ぼうとした声は、喉の奥で潰ついえた。助けてくれる誰か。自分以外の誰か。

　そうやっていつも助けてくれたシェルクたちは、何をしたのか。

『この者にだけはと思う者がいたら、たぶん、踏ふみ止とどまって立ち向かうことができると思うのだ』

　深い水底から泡が浮かび上がるように、ソウガの姫君の言葉が蘇よみがえった。その泡はアミラの耳元で弾はじける。

（白火さま、だけは……）

　グウィンの言葉を、突然理解する。

　そして、自分の弱さと愚かさをも痛烈に理解する。

　カダルに糾きゆう弾だんされて、絶望して。それなのにまたいま自分は、同じ過ちを繰り返そうとしている。こんなところで立ち止まって、動きもせず、誰かが助けに来てくれるのを待っている。

（何を……、しているの）

　惨めに地を這はい、叫ぶこともできず、自分の代わりに誰かがどうにかしてくれるのを待っている。

『この者にだけは嫌われたくない、失望されたくない。その意地で踏み止まり、一歩前へ踏み出す』

　──失いたくない。

　白はく火びだけは。

　自分など、どうなってもいい。だから。

（行か、なくちゃ……）

　アミラは地に両手をついてふらつく体を起こし、大きくよろめきながら立ち上がった。ドレスの下で、自分のものではないみたいに足が震えていた。

「なんだよ……」

　カダルの顔が歪ゆがむ。

「黙って死ねよ！　償つぐなえよ……っ!!」

　甲かん高だかく悲鳴にも聞こえる叫び。罪悪感と後悔がアミラを頭から打ち砕くだこうとする。

　カダルと彼の妹に、償わなければいけないと思った。

　カナリアの姫君の目から涙がこぼれ落ちた。

「ご、めんなさい……っ！」

　それでもいまはだめだった。──いまは、まだ。

　だが、必ずカダルの前にもう一度戻ってくる。

　声にならない声でそう叫んで、アミラは足を動かす。

　カダルのほうへ──前へ、一歩踏み出す。少年が一瞬驚いたように後ずさりする。

　アミラは駆け出した。怯ひるんだカダルの側を通り過ぎて、前へ、遠くへ走る。

「待て!!」

　背後にカダルの声を聞く。アミラは振り返らなかった。

　白火は逃がしてくれた。捕まるわけにはいかない。

　だから、自分の足で、自分の声で助けを呼びに行く。

　後ろへ戻れないのなら、前へ進むしかなかった。
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　立っていられるのが自分でも不思議なほどだった。だがここで倒れたら本当に終わると本能で感じていた。

　白火は再び捕らえられ、セレネたちの野営地に連れ戻された。腕を後ろに回されて縄できつく締め上げられている。だがその感覚よりも全身の疲労がなお重くのしかかった。

　野営地の中心に、さらし者のように放ほうられて、足首に鎖を巻き付けられる。その鎖のもう一方は地面に穿うがたれた楔くさびに繫つながっている。

　日が暮れ始めているのか、木々の下はいっそう暗く陰鬱な空間になっていた。

　白はく火びの全身は熱を持ち、顔は焼けるように熱く、空気の冷たさだけが救いだった。

　目眩めまいのように視界が揺れる中、アミラの姿を探す。見当たらない。捕まってはいないようだ。それだけがこの状況で唯一安あん堵どできる要素だった。

（……逃げ延びてくれ）

　アミラは長距離を歩くのも、走るのも苦手だ。その事実を思い返すと不安になったが、少しでも遠くへ逃のがれてほしかった。

　できたら合流したかったが、白火にはやらなければならないことがあった。

　──セレネ。《十二刃》の射手たる女が持つ、その弓。《メテオリト》とかいうアニマを、壊す。

　朦もう朧ろうとしはじめる頭を地面に打ち付けながら、必死に考える。

（どうする……）

　ここまででわかったのは、あの《メテオリト》とかいう弓は尋常ではない力を持っているということだけだった。白火が過去につくった《封ほう命めい具ぐ》の弓、《隼しゆん雨う》は弓と隼はやぶさをかけあわせたもので、飛距離と威力が著しく伸びた。だが連射がきかず、小回りもきかず、《メテオリト》とかいう弓のように矢が拡散して一本の矢で複数の敵を打ち倒すなどという芸当はできなかった。

　──何より、弓が変形するなどというのは見たことがない。

（二つの性質……）

　一種一対の法則から外れている。そんな《封命具》はありえない。不可能だった。

　考えれば考えるほど、自分以外がつくったアニマとやらは不明な点が多い。その存在そのものが白火を嘲あざ笑わらうかのようだった。

　静かに積もる憎悪をこめ、白火はセレネとその手の弓を睨にらみ続ける。セレネは少し離れたところで、配下の男から報告を受けていた。

「……戻っていない？」

「はい。逃亡した獣人の女を追っていったようですが……」

　セレネは髪と同じ赤色の眉をひそめている。

「所しよ詮せんは獣人か。同胞意識でも刺激されたのか……」

　白火はその会話の意味を、少し遅れてから察した。あのカナリアの少年がアミラを追いかけて戻っていないということか。

　それから、セレネは男に何かを指示した。そして、白火のもとへ近づいてくる。

　白火は体になんとか力をこめる。だが全身に重石おもしをつけられているようで動きが鈍くなる。目だけはセレネの手にある弓に吸い寄せられる。

　──《彩さい翔しよう》をたやすく砕くだいた弓。完全に調和した《封命具》でなかったとはいえ、乾いた土塊つちくれでも砕くように《封命具》を壊す武具。

　オースの《黄金飛翔オロ・サルタル》も、同じような破壊力を持っていた。《黄金飛翔》は灰になったが、それは白はく火びが壊したからではなく、オースを殺した結果の副産物だった。

　持ち主がいなくなって消滅する《封ほう命めい具ぐ》などなかった。少なくとも白火がつくったものには存在しない。

　ふいに、またあの考えが白火の脳内に起こった。

（……なら、持ち主セレネを倒せば）

　その持ち物である《メテオリト》も、灰になって消えるのではないか。呼び起こされた考えは、白火の心臓を鷲わし摑づかみにした。

「……捕まったのに、そうとは思えない目をしてるねえ」

　セレネの言葉に、白火ははっと現実に引き戻された。反射的に、目の前の女から目を逸そらす。

　セレネの視線を間近に感じた。

　白火は緩慢に顔を動かし、敵を見上げた。目が合う。その瞬間、結論した。

（……だめだ）

　持ち主を殺して、その《アニマ》の消滅を狙う、などというのは勝利したことにはならない。間接的な敗北ですらある。

　自分のこの手で、自分のつくった《封命具》で打ち破らなければならない。

　朦もう朧ろうとしつつある意識の中、それだけは確かだった。

　セレネは鋭く笑った。

「状況わかってる？　いまにも飛びかかってきそうな目をしてるけどさ」

　白火は答えなかった。喉が重い。呼吸さえ億おつ劫くうになる。セレネの声が何重にも響いて聞こえる。両腕が焼け爛ただれているかのように感じた。

　セレネは屈かがみ、白火の顎をつかんで持ち上げる。

　白火は重い頭を振って払おうとしたが、手の力は予想以上に強く、かなわなかった。

「ねえ、坊やはほんとは何者なの？」

　白火は女を睨にらむ。

「その力、イカレた目……ただの孤児って？　どこのものとも思えぬ有象無象から生まれた突発？　ほんとはさ、違うんじゃないの？」

　セレネが何を言おうとしてるのか白火にはわからなかった。意識に濃い靄もやがかかりはじめて、うまく頭が回らない。

「どこから生まれて、どこから来た？」

「……知る、かよ」

「はは！　もしかしたら坊や、とんでもないところの生まれかもしれないよ？」

　セレネの声は明るく、白火の頭ず蓋がいの中で不快に反響した。セレネはなぜこんなにもこちらの過去──どうでもいい、無意味なことに興味を示すのか。どこから生まれてどこから来たのかなど、意味がない。何の役にも立たない。

「……もしかしたら、ね。万が一そうだとしたら、あんたの体は無傷で持って帰らなきゃいけないからさ」

「何、だよ……」

　思わせぶりな物言いに、白はく火びは神経を逆さか撫なでされた。言いがたい引っかかりを覚える。

「あんた……何を、知ってる」

「さあね。知りたいのはこっちだ。まあ、考えすぎかもしれないし」

　セレネは更に謎なぞめいた口ぶりで言う。急に振り向いて部下を呼び、白火に顔を戻した。

「……とにかくあんたの力と、その腕は無事に持って帰る。ただ、また手間をかけさせられるのも困るからさ」

　言うことを聞かぬ子供に話すような口く調ちよう。だがその側に立つ配下の男の手に斧おのが握られていることに白火は気づいた。短剣でも剣でもない。

　背中にぞくっと悪寒がはしった。

「脱走しようとしたことに対しての罰も必要。あたしは甘くない」

　セレネは微笑を浮かべている。斧を持つ男が近づく。

　白火は反射的に後ずさりしようとして、足に絡まった鎖に阻はばまれた。引っ張っても余計に締め付けられ、楔くさびはびくともしない。

「その足はもらう。自分の愚行の代償として諦あきらめな」

　女の声が、冷たく耳を貫く。白火はざあっと血の気がひいた。体をねじり、全力でもがく。足の鎖が耳障りな音をたてる。目は必死に周囲を探した。

（く、そ……っ!!）

　何か武器になるもの。応戦できるもの。《封ほう命めい具ぐ》になれるもの。

　だがもがくほど土と砂利の不快な感触が返り、皮ひ膚ふが擦れるだけだった。両腕を前に持っていくこともできず、手を伸ばすこともできない。たとえ近くに何かあってもそれを取ることさえできない。

（冗談じゃねえ……!!）

　腕をなくすぐらいなら死んだほうがましだと思ったが、だからといって足を失っていいわけではない。

　なんとか膝ひざ立だちになろうとしたが、傾いて倒れた。体を地面にたたきつけ、白火はうめく。

　重い。体を持ち上げられない。足も腕も動かせない。

　男やセレネに背後から押さえつけられているのだと錯覚した。だが違う。

　頭は激しい警戒と緊張感、そして恐怖さえ訴えているのに、体が意思に応こたえない。唯一動いている頭さえもひどく熱を持ち、意識に濃い霧がかかろうとしている。

（おい動け……!!　ふざけんな……っ!!）

　いまここで動けなかったら、意識が落ちてしまったら取り返しのつかないことになる。両足を自ら失いに行くも同然だった。

　両腕が燃えるように熱い。いっそ本当に火を発して縄を焼き切れたらと無益でしかない仮定を考える。

　白はく火びは罵ののしり、悪態をつき、セレネたちを呪のろった。かつてない疲労。異変。

　──意にそぐわぬ《封ほう命めい具ぐ》をつくり、しかもそれを使い捨てのように扱った。

　その代償だった。経緯は関係ない。自分が認めたもの以外には決してつくらないと誓ったのに、それを破った。仕方ないと言い訳をした。

　両腕に宿る《変幻流転》と、久しく強いられることのなかった魂はそれを許さなかった。己の不実を誰よりも知り、糾きゆう弾だんする。

（……ま、ずい……）

　視界がぼやける。男が立ち止まり、屈かがむ。白火の足をつかみ、動かす。これから斧おので断ち切るものを地面にしっかり縫ぬい止め、位置を調整する。そうして男が立ち上がる。

　白火の世界は濃霧に覆われていく。意識を失いたくない、こんな奴やつらに足を奪われる理由はない──。

（逃げ……）

　男の顔もセレネの顔もぼやけていく。男の腕が、その斧が振り上げられる漠然とした映像がよぎる。

　鈍にび色いろの残光を描いて、斧が落ちる。

　そして──




　白火の意識は、深い闇やみに堕おちていった。
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　小さく悲鳴をあげ、アミラは転倒した。体をまともに打ち付け、一瞬息が詰まって痛みにうずくまった。

　何度転んだのか、もうわからなかった。そのたびに体をぶつけて、羽は汚れ、髪はほつれ、衣は土に塗まみれて至るところが破けた。

　両手で体を起こし、膝ひざをついてまた立ち上がる。膝が笑い、足は棒になってしまったかのようだった。うまく動かない。それでも左右に大きくふらつきながらまた走り出す。

（行か、なくちゃ……）

　前へ。先へ。──助けを呼べるところまで。

（白はく火びさま……）

　ほんの少し進んだだけで、また息が乱れた。胸が痛い。腹部が痛い。体中が悲鳴をあげている。

　自分の体がこんなにも脆もろく、自分の足がこんなにも遅いことを知らなかった。

　だが、そんなことはどうでもよかった。──白火はいまも敵の元なのだ。

　追いかけてきたカダルの怒声も、足音ももう聞こえない。アミラは振り向かなかった。こんな足では、振り向いただけでもう追いつかれてしまう。

　速く、もっと速く、もっと前へ、もっと先へ──グウィンたちの元へ。

「あぅ……っ！」

　突然足首が歪いびつな方向に曲がり、アミラは膝ひざから崩れた。

　足首に異様な痛みを感じ、手を伸ばす。裾がめくれ、左の靴が脱げて足が放ほうり出されていた。左足首に触れると、ひどく熱かった。

　震える手で足に靴を履かせ、ゆっくりと立ち上がろうとする。だが左に体重がかかろうとしたとたん、激痛がはしって地面に崩れ落ちた。

　あまりの痛みに息が止まり、涙がこぼれた。

　息を吐きながらまた立ち上がろうとして、だが体は痛みに耐えられなかった。左足に力を入れられない。立てない。

　アミラは泣いて嗚咽おえつを漏もらしながら、両手で地面を引っかき、這はうようにして体を引きずり、進む。剝むき出だしの腕に砂さ礫れきや落ちた小枝がこすれて瞬く間に傷を刻む。

（もっと速く……前へ……っ！）

　意識は先へ、もっと先へと行こうとしているのに、体は止まってしまっているかのように遅い。

（動いて……！　走るのよ……っ！）

　泣き濡ぬれた顔だけが前を向き、両手で這い進む。だが周囲の景色は変わらない。暗い木々、同じ枝葉、変わらぬ土。進みはわずかで、ほとんど止まっているに等しかった。

　変わっているのは空だけだった。光が弱まり、やがて夜のとばりが下ろされようとしている。

　アミラの視界はひどく狭くなっていた。──夜は、目がきかない。見えなくなってしまう。

　だから暗くなる前にこの森を抜けなければいけない。夜の闇やみに白火が覆われてしまう前に、助けを呼びにいかなければ──。

　体の重みを支える両腕が震えはじめた。肩が壊れてしまいそうになる。慣れぬ動きに腕が悲鳴をあげ、力尽きようとしている。

（だめ……、だめ！）

　時間が経たてば経つほど、白はく火びが──。

　カナリアの姫君は嗚咽おえつを押し殺した。それ以上考えるのはおそろしかった。前に進みさえすれば白火は助かる、間に合う。その思いだけが体と心を支えていた。

　這はって、進む。腕と肩の悲鳴を意識から締め出す。

　わずかに進んで、突然限界が来た。

「っ!!」

　両腕で支えられなくなり、崩れた。地面に叩たたきつけられる。

　ガシャンと音がして、何かが落ちた。

　アミラは衝撃でしばらく息ができず、呼吸をひどくもつれさせながら顔を上げた。

　周囲の風景がほとんど闇やみに染まりつつある中で、その銀色の月だけは、アミラの目にもまだはっきりと輝いていた。痙けい攣れんする手を伸ばす。だが届かなかった。

　指を地面に突き立てようとする。力が入らない。

（いや……）

　動けない。前へ進めない。白火が、待っているのに。

　立てない。走れない。腕が言うことを聞かない。

「い、やあ……っ!!」

　自分の弱さを呪のろい、悲鳴をあげた。目もほとんど見えないのに、涙だけが溢あふれる。何の意味もなく、役に立たない涙だけが。

　──カダルが自分を嫌悪するのは当然だった。

　こんなにも弱くて、何もできなくて、泣くことしかできない。

　同胞たちが目の前で磔はりつけにされていても、ただ震えて泣いてばかりいた。なのにいまもまた、こんなところで立ち止まっている。何もできずに地に這はいつくばっている。

（……どうして）

　どうして、自分はこんなにも弱いのだろう。こんなにも何もできないのだろう。

　どうして、そのことにいままで気付かず過ごしていられたのだろう。

　震えの止まらない手で、土をつかむ。

　こんなことなら──。

（……みんなの代わりに、わたしが死んでしまえばよかった……）

　こんな役立たずな王女ではなく、守られてばかりの惨めなカナリアではなく。

　──白火に助けてもらう価値などない。白火の代わりに、自分が敵のもとへ残ればよかったのだ。

　意味がないとわかっているのに、カダルに汚いと言われたのに、涙が止まらなかった。嗚咽が喉をつく。

　額を地面にぶつけて、アミラは泣いた。

「ごめん、なさい……」

　カナリアの同胞たちに、白はく火びたちに謝りたかった。

　──……さ……ぃ……。

　アミラは目を見開いた。近くで誰かの声がかすかに聞こえたような気がして、顔を上げて周りを見回す。だが濃い闇やみに閉ざされ、何も見えない。他に物音も気配もない。

　見えるのは体の周りの冷たい土と、その上で淡く光る銀色の三日月だった。アミラは目を瞠みはった。三日月にはめこまれた黄色い宝石が、淡く発光している。

『《音響石》は特定の音や適合した声を増幅する性質がある』

　白火のその声が耳の奥に蘇よみがえる。

　アミラは軋きしむ体で這はい進み、手を伸ばした。銀色の髪飾りを引き寄せて手に取ると、黄色の《音響石》は徐々に光を失っていった。

　その光が消えるのが怖くて、アミラはとっさに声を絞り出した。

「あなた、まさか……？」

　そう発すると、石は再び光った。

　──あなた、まさか。

　同じ音を反響させる。その反響が、アミラの記憶を揺さぶる。

『僕はただアミラの歌が聞きたい』

　アミラは銀月を両手で抱え、胸に抱きしめた。しゃくりあげて泣いた。暗くら闇やみと痛みの中で、この髪飾りだけが確かだった。

『あんたは、戦場には釣り合わない。でも、他に釣り合うものがある』

　手の中の月から、温ぬくもりが流れ込んでくるように感じた。

　白火の声。その言葉。

『あんたにしか釣り合わない何かをやればいい』

　──そう、彼は言ってくれたのだ。

　アミラはぎゅっと目を閉じた。それから開いてゆき、片手で涙を拭ぬぐった。

（わたしにしか、できないこと……）

　この体はもう走れない。この足は立ち上がれない。この腕では這うこともできない。

　この目では闇を見通すこともできない。

　──それでもまだ、一つだけ自分に残されているものがある。

　たった一つだけ、無力な自分にもできることが。

　手の中の銀月が光っている。

　アミラは何度も嗚咽おえつをかみ殺し、息を整えた。上体を起こし、背を伸ばす。

　喉に、手を当てる。刺されるような痛みがあり、熱を持っている。こんなときは絶対に安静に、と言われていた状態。

（……もう、二度と歌えなくなってもいい）

　いま歌えなければ、この声には何の意味もない。

　口を開く。喉のどが固まる。目の裏に、命を落としていった仲間たちの姿が浮かぶ。

　声のかすれ、歪ゆがみ──いったん口を閉ざし、震えをやり過ごす。

　深呼吸をして、何度も発声し、調整する。

（もう二度と、声が出なくなってもいい。どんな喜びも要らない）

　アミラは耳を澄ます。世界は語りかけてこない。旋律は聞こえない。自然と自分を歌へと導いてくれた喜びはもう消えてしまった。

　夜の闇やみと同じように世界は沈黙している。

　だが静かであればあるほど、音はよく聞こえる。自分の歌を遠くまで届けられる。

　聞こえるのは自分の呼吸の音。鼓動の音。そしてこの声だけだ。一度だけ髪飾りを強く握ると、膝ひざの上に置いた。

（だから──いまだけは）

　大きく、息を吸う。土で汚れた翼を、その両腕を持ち上げる。持てるすべてを、歌に変えるために。

　瞳と同じ色をした《音響石》が身震いするようにかすかな振動音をたてる。















　そうして、《天上の白》は最初の音を紡いだ。
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　ソウガ一族にとって闇やみは敵ではなかった。始祖たる神獣《テンガイ》は闇夜により俊敏さを増し、その両眼は煌こう々こうと輝き、その爪つめは夜を切り裂くがごとく獲物を屠ほふったという。

　日が暮れても、グウィンは休むことなどしなかった。尾が張り詰め、耳の産毛までが逆立つようなひりつく緊張感が続いていた。夜の到来によって、アミラや白はく火びとはぐれてから時間が経過していることを否いや応おうにも思い知らされる。

　捜索隊の戦士たちの目は夜の中でも二つの蛍火のごとく光り、きっと自分の目も同じようになっているに違いなかった。

　ソウガの一族は、他の《獣の末裔テイア・メンシユ》たちに比べて視力が優れている。遠くまでものが見える上、夜目もきく。だが、その目をもってしても白火たちは見つからなかった。

　野の獣に協力を仰いでも、敵の痕こん跡せきさえ見つからない。

　──どうやら敵は、相当に潜入技術に長たけた者たちのようだった。

（アミラ姫……白火殿……）

　途中で捕らえられてしまったアミラのことを、全員を逃のがすためにたった一人で敵に向かっていった白火のことを思った。

　──自分は戦士ではないなどと言ったくせに、どの戦士よりも無謀で勇ゆう敢かんなことをした。

　夜に沈んだ静寂の森を見ていると、底知れぬ闇の奥からナイアールの言葉が蘇よみがえってくるようだった。

　──捕らわれてからいまにいたるまで、捕らえた者を殺すには十分すぎる時間。

　アミラや白火が、敵の手にかかっている可能性。

（そんなことはない……っ!!）

　グウィンは強く頭かぶりを振った。手を握りしめる。かすかな震えを握りつぶす。

　天を見上げた。地上の騒乱も知らず、夜空は澄んでいた。星々の輝きは冷徹に地上のすべてを見守っている。

　神話の時代──孤高の神獣《テンガイ》にもこんな夜があり、時に雄お叫たけびをあげたのだという。

（《テンガイ》よ──どうか、導いてくれ）

　どんな徴ちよう候こうでもいい、白火たちのもとへ繫つながる道しるべを与えてほしかった。

　束つかの間ま、感傷に浸り、グウィンは息を吐いてそれを追い払った。地上に目を戻そうとする。

　だが空の中に動くものが見えた。

（何だ……？）

　目を凝らす。テンガイの血を引く両眼は、東の方向から突如現れたそれを捉とらえた。

　流れ星か、と一瞬思った。だがそれにしては遅い。しかも小さい白の光がいくつも群れている。規則正しく、隊列を組んでいる。

　グウィンは思わず声をあげた。

　隊列を組んだ光は瞬く間に接近してくる。その白い光の一つ一つは、翼を広げた鳥のような形をしていた。

　だが夜にあのような隊列をなして飛ぶ鳥など聞いたことも見たこともない。

　異様な光景にグウィンが目を離せずにいると、鳥の群れは高度を下げ、こちらへ向かってきた。野の鳥たちが、そんなふうに自ら向かってくることなどありえない。

　思わず身構える。不自然な鳥の隊列は迷わず近づいてきて、距離を詰める。

　グウィンは息を吞のんだ。至近距離にあって、鳥たちは闇やみを拒むかのような純白の体色をしているとわかった。その白さが、ソウガの目に発光しているように見えたらしい。ほぼ小鳥といっていいほど小さな体で、白い翼を羽ばたかせながら高度を下げ、グウィンの周りに滞たい空くうする。

「な、なんだ……!?」

　鳥たちは高い声でさえずっていた。背景が違えば、朝のひとときかと錯覚するほどだ。だがいまは鳥たちが眠る時間で、場違いにさえずる声はグウィンに向けられ──何かを伝えようとしているかのようだった。

　グウィンがひどく困惑していると、小鳥たちは別の行動に出た。囲むのをやめ、再び隊列を組んでいずこかへ飛び去ろうとする。だが少し離れたところで、また滞空した。

　グウィンのほうへ少し戻ってきては、また進んで滞空するという行動を繰り返す。

「……ついてこいということか？」

　そうつぶやいて、グウィンは衝撃を受けた。まさか──本当に《テンガイ》が自分の祈りを聞き届けてくれたのか。

　グウィンは振り返って捜索隊の者たちに伝え、走った。白い鳥の群れはグウィンが近づくと木々の上へ出て、飛ぶ。

　深い闇の中で光って見える純白の鳥は、グウィンの目には見失いようもなかった。星々の光よりも鮮やかに、間近に星の欠片かけらが落ちてきたかのような明るさを持っている。

　地を駆けて倒木を飛び越え、ときに木にのぼって枝から枝へと跳躍しながら、頭上を見上げて白い道しるべを追う。

　やがて鳥たちは止まり、その場に留とどまった。

　グウィンはとっさに周りを見回すが、何もない。訝いぶかしく思って頭上の鳥を見上げて、気付く。

　──白い鳥たちのすぐ側に、明るい黄色の鳥の群れがいる。

　留とどまる白い群れに代わり、黄色の群れは忙せわしなく羽ばたき、いまにも飛び出すのを待っているかのようだった。

　グウィンが見上げていると、黄色の群れは隊列をなして進む。

　白い鳥の群れは動かない。もはや役目を終えたといわんばかりの様子だった。グウィンは黄色の群れを追って走り出した。

　黄色の鳥たちは力強く飛んでいく。グウィンが走る速さに合わせるかのように。

（異なる種類の鳥が、連係しているのか……!?）

　信じがたい光景だった。

　──連係するということは、一つの意図に貫かれているということを意味する。

　習性や血統を越えさせるほどの何かによって。

　神秘の力を目の当たりにして、グウィンは頭上の道しるべに意識を集中した。もはや疑いの余地はないように思えた。なにか偉大なる力がはたらき、自分を助け、導こうとしている──。

　追いかけていくと、更に何度か同じ場面に遭遇した。今度は黄色からまた白の鳥へ。だが最初の群れとは大きさや形が違う。別の血統だ。そこから更に鮮やかな緑の体毛をもった小鳥へと引き継がれる。

　ひたすらそれを追っているうち、グウィンの耳は森のささやき以外の音を捉とらえた。

　小枝が折れる音や砂利が踏まれる音、枝葉が揺れる音でもない。風の音でも、野鳥の声でもない。

　いったい何の音か、どこから聞こえてくるのか気になった。だが先導する鳥たちを見失うわけにもいかず、耳を澄ましながら走る。

　やがて不思議な音はもっと近くに、そしてもっと多くの音を連ねて聞こえた。

　グウィンは息を吞のんだ。

　その地点へ達したとたん、まるで別世界に踏み込んだかのように一気に押し寄せてきた。

　音の奔流。

　空気が震え、森がわななき、夜はその音に満ちた。

　聴覚だけでなく、肌に、目に、鼻に、唇に感じる。

　艶あでやかで緻ち密みつな音が幾重にも連なり、戯たわむれ、絡み合う。色や触感さえ呼び起こし、香りさえ錯覚させる。

　きらめく光の鮮やかさを、朝露の輝きを、夜明けの美しさを描く。世界のすべてを旋律に起こすかのように。

　一瞬、グウィンは立ちくらみを起こした。脳が痺しびれ、皮ひ膚ふが震え、その奥の心臓が共振していた。

　詞ことばはない。

　だがこれは──歌だ。

　まるでその旋律に背を押されるかのように、グウィンは一歩踏み出した。

　一歩、また一歩と踏み出す。頭上で鳥たちが舞っている。

　知らず、グウィンは再び駆け出した。体の底から力がわきあがり、どこまでも走っていけそうな気がした。

　歌が聞こえる。土も木も風も空も、夜さえもこの歌に共鳴している。

　何千何万という声を織り成し、変幻自在でありながら、完璧な調和と統一があった。

（まさか……）

　こんな超常の音楽を奏でられるものなど、グウィンは知らない。だが、《天上の白》と称たたえられた声の主を一人だけ知っている。

　──その歌声は奇跡と言われた。

　グウィンはこれまで実際に耳にしたことがなかった。

　旋律は大きなうねりとなり、グウィンを包み、力づける。頭上の鳥たちも同じものを感じているように、血統を越えて、闇やみをいとわず力強く飛んでいく。ただこの歌のために羽ばたいてゆく。

　迷わず、真まっ直すぐに──ただ一つの方角へ、グウィンを導く。

　体が熱く奮い立ち、グウィンの視界はわずかに滲にじんだ。

　響く歌は前へ進む力を与え、足に速さを与え、恐怖も不安も、闇の衣すらも剝はがしてゆく。静かに燃える炎のような、だが透き通った祈りにも似た無む垢くな響き。

　──そして、誰かを想おもっている。

　苦しくなるほどひたむきに、純粋に、たった一人を想って歌っている。

　これは偉大なる神獣の啓示ではなく、超常の力による天啓でもなかった。

（アミラ姫──あなたなのか……!!）

　カナリアに生まれた奇跡といわれるたった一人の少女が、歌っている。

　こんなにも強く、震えるほど美しい歌を。

　グウィンは滲む視界を拭ぬぐって、走る。

　歌は空気中に満ちて、もうどこから聞こえているのかわからない。音が広がりすぎて、アミラの位置を絞り込めない。鳥は止まらずに飛んでいく。

　グウィンは唐突に気付いた。

　──白はく火びのもとへ導こうとしているのだ。

　アミラは、その持てるすべてを歌に変えてたった一つのことを叫んでいる。

　あの人を助けて──。

　そう理解したとたん、グウィンの胸は詰まった。全身に熱が駆け巡る。溢あふれる感情を前へ進む力に変え、走る。

（必ず、助ける……!!）

　──白はく火びも、アミラも、必ず助け出す。

　遠く、自分の中に流れる神獣の血が咆ほえ猛たけっている。手足の筋肉に熱がみなぎり、飛ぶように地を駆ける。

　風に乗った旋律が、グウィンとともに闇やみの中を走り抜けた。




　高こう揚ようするグウィンの目に、やがてそれは見えた。

　男が倒れている。一瞬白火かと錯覚し内臓がねじれるような痛みを味わう。だが鋭えい敏びんになった目はすぐに違う人間であると見分けた。男の側に屈かがんで様子を見る。かすかに呼吸が感じられた。

（……あの弓の女の仲間か？）

　白火を除き、基本的にこの《神獣降りし大地フオアフアーレン》に人間はいない。人間の姿が見えたらそれは敵──カースの送り込んだ兵だ。自分たちを襲ったあの弓使いは一人に見えたが、実際は仲間を引き連れているはずだった。

　近くに同じような人間がいないか、警戒して周囲をうかがう。頭上を見ると、鳥たちはまだ進むようで、だが少し速度を落としている。──目的地が近いのかもしれない。

　グウィンは素早く立ち上がり、また駆け出した。

　しばらくして、また人間が倒れているのが見えた。身構えるが、立ち上がる気配はない。訝いぶかしみながら、先へ進んだ。

　更に先で点々と倒れる男たちの姿があった。木によりかかったまま意識を失っている者もいる。

　やがて、グウィンは違和感を覚えた。少しして、その原因に気付く。

（武器を持っていない……）

　倒れている男たちは武器を所持していなかった。

　侵略者たる人間は、必ず武器を所持していた。

　だが男たちはいずれも丸腰だった。大きな外傷も見当たらず、仲間割れや野の獣に襲われて武器を奪われた──などという可能性も考えにくい。

（どういうことだ……）

　何か得体の知れない気持ち悪さのようなものが足元から這はい上がってきた。
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　立ち上がることさえできず、両足を断たれる現実から逃のがれられないと知った子供は、絶望してうなだれた。セレネはただ淡たん々たんとすべてを見ていた。

　配下の男が実際に斧おのを振り上げ、何の妨げもなくそのまま獲物を捉とらえようとしたとき──それは起こった。

　セレネの耳に、火の熾おこる音が聞こえた。

　両手で斧を振り下ろしたはずの男は目を見開いている。振り下ろした姿勢のまま、その両手から斧が消えていた。木こりの物もの真ま似ねに失敗したかのような滑こつ稽けいな姿だった。

　だが斧はすぐ側にあった。白い火に包まれて、宙に浮いている。

　男が手を伸ばしてそれを取り戻そうとした瞬間、熱波が押し寄せた。

（何……っ!?）

　セレネは火を帯おびたような突風に煽あおられた。同時に身につけていた短剣が風にもぎとられ、とっさに《天地穿つ矢メテオリト》を強く握りしめた。

　風の音にまじって、騒がしい物音が響く。地に張ってあった天幕が巻き上げられ、木箱や荷が舞い、武器が、道具が無数に飛び交う。飛んできたそれらに直撃されそうになり、セレネは地を蹴けって距離を取った。

　突如として嵐に襲われたかのように野営地のものがことごとく風にもぎとられ、兵たちが動揺の声をあげる。

　その中で、セレネは巻き上げられたものすべてが一点へ収束していくのを見た。

　物の飛び交う嵐の中心──白はく火びと名乗った子供のもとに。

　だがそれだけではなかった。どこからか野鳥の鳴き声が、獣の声が、足音が聞こえ近づいてくる。空から、木々の間から、草の向こうから、土から、鳥や四本足の獣や蛇へびや虫たちが一斉に這はい出でて、嵐の中心に吸い寄せられていく。

（何が起こってる……!?）

　突然現れた動物たちに加え、天幕の残ざん骸がいや木くずや兵たちの装備品が巨大な渦となって子供の周りを取り囲んでいる。

　まるで城壁だった。

　生き物は王を待つかのように白火という嵐を囲んで待ち、その前を物が乱れ飛んでいる。

　嵐の隙すき間まから、《射手》たるセレネの目は中の子供の姿を捉えた。

　諦あきらめ、うなだれていたはずの子供は両腕に超常の火を燃え上がらせていた。縄は跡形もない。左手は斧を握り、そしてもう片方の手は一塊の土を握っている。その両手が重なった。

　瞬間、斧と土塊つちくれが溶け、形を変える。新たに斧の影が現れたかと思うと、それは独りでに振り下ろされた。

　セレネの耳に、鎖と楔くさびの断ち切られる音が、戦のはじまりを告げる鉦かねのように響いた。












　渦の中心の少年はゆっくりと立ち上がる。

　そうして──セレネを、見た。

　その双そう眸ぼうにあるのは怒りでも悲しみでもなく、恐怖でも戦意でもなかった。

　矢を間近にしてもなおこちらを睨にらんでいた狂気めいた憎悪や怒りでもない。

　いかなる感情も読み取れない、茫ぼう洋ようとした何か。

　まるで別の存在──白はく火びという子供の眼がん窩かに、人でない何かの眼球がのぞいているかのようだった。構えもせずただ立ち尽くすその体は、白い焰ほのおに覆われている。その火に温度はないのか、あるいは温度さえ感じないのか、身を焼かれているのに少年は眉一つ動かさない。

　いかなる感情も映さぬ目はセレネを見て、その手の《アニマ》を見ていた。

《射手》はかすかに身震いした。だがそれは数多あまたの戦場で経験したような、高こう揚ようを伴うものとはまったく違っていた。

　見たこともない何かが、目の前にいる──。

　セレネは一瞬、確かに立ちすくんでいた。

　渦の中心に立つ何かは無造作に両手を持ち上げる。左手を開くと、風の中に巻き上げられていた天幕の残ざん骸がいが吸い寄せられた。右手を開くと、渦の頭上を飛んでいた野鳥が自ら下りてきて手に止まった。とたん、二つのものは白い炎に焼き尽くされた。

　子供は再び両手を重ねる。そして今度は、大きな布が現れた。

　セレネはそこでようやく、正気を取り戻す。

「──開け、《天地穿つ矢メテオリト》!!」

　構え、子供の頭上に向かって矢を放った。《天地穿つ矢》は主あるじの意思に答え、風を裂いて狙い通りに飛ぶ。渦の中心に至ると急降下し、矢が分裂する。すべてが子供の脳天を狙った。

　防壁じみた渦の中にいることで、子供は逆に逃げ道を失っている。

　避よけることはできない。数多あまたの敵を射抜いた《射手》の感覚は冷静にそう告げた。

　だが裏切られた。子供の頭上に、つくられたばかりの布が傘のように翻った。矢を受けた布は破れたが、ことごとく包んで無力化する。絡め取られた矢は布ごと落ち、まるで包まれた贈り物のように子供の前に落ちる。

　子供は無表情だった。脳天を打ち抜かれかけたことなど知りもしないかのように、また渦の中からものをつかみ、もう片方の手で生き物を呼ぶ。すべてはそこに用意され、自由に玩具おもちやを作るかのごとくだった。

　セレネはたて続けに矢を放った。しかし先ほどの布が、その身にいくつも穴をあけながらも矢を絡め取り、子供の身を守る。

　突然、渦の中から何かが飛び出した。人並み外れて優れたセレネの視力をもってようやく、それが何本もの短剣だとわかった──兵たちの持っていたものに姿が似ている。それが超常の力をもって闇やみの中を飛ぶ。

　悲鳴があがった。飛び出した短剣は兵の腕に突き刺さり、別の短剣は足に、更に別の短剣は横腹に突き刺さっていた。

「何を呆ほうけてる──！」

　セレネは怒鳴り、だがそこでようやく気付いた。兵たちは丸腰だった。短剣も、長剣も、弓兵の誇りたる弓も矢も矢筒さえもない。

　セレネは渦に目を戻した。──集った生き物と天幕の残ざん骸がいたちの中に、兵たちの装備品が見えた。

　兵がほとんど丸腰にされたと気付いたのはその時だった。あの嵐にすべて巻き上げられていた。同時にあの子供はそれを《アニマ》に作り替え、丸ごと自分の武器にしている。

　セレネは総毛立った。

　渦の中から更に短剣が飛び出す。短剣のみならず長剣も、矢らしきものもある。奪われ、《アニマ》に作り替えられたものが次々と兵を襲う。

「うろたえるな！　障害物を利用しろ！」

　動揺と悲鳴が次々とあがる中、セレネは声を張り上げる。

　──だが命じながら、障害物を利用したところで隠れることしかできないと気付いた。

（……あたしの兵から潰す気か!!）

　ディセンドの精鋭、それも《十二刃》の《射手》の配下たる、兵の中の兵たちが、装備をすべて奪われて女子供のように逃げ惑っている。

　いかなる猛将や、獰どう猛もうな獣人を前にしても狼狽うろたえなかった兵たちが、超常の渦の向こうに居るたった一人の子供に崩壊寸前まで追いやられている。

　勇ゆう敢かんさも経験も、目の前の白い渦──生物とものを巻き上げる白い炎の渦に飲み込まれていくかのごとくだった。

　セレネは再びたて続けに矢を放った。渦の頭上、そして渦の手前の生き物たちを狙う。

　──あの子供の《アニマ》が妨害するなら、その材料から潰す。

　拡散した矢は、生き物の何匹かを射抜いた。だがすべてではない。

　再び、渦の中から《アニマ》が飛んだ。今度は鎖、縄状のものもまじっていた。

　セレネの背後で、ついに兵たちの決壊する音が聞こえた。

　──絶叫。怒号。低い叫びが森にこだまし、無様で慌ただしい足音が響く。

　かつて聞いたことのない敗走の音だった。

　セレネはそれを止めるすべもなく、ただ一人《天地穿つ矢メテオリト》を構え、渦に狙いを定める。

　矢の狙い定める先で、渦は世界から拒絶されるかのごとく白く浮き上がって見えた。




「化け物め……!!」
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　アミラの歌を頼りに、グウィンは更に進んだ。

　やがて前方に白く揺らめく光が見えた。先導する鳥たちが降りてきたのかと錯覚する。

　しかしその輝く光は大きく、動かなかった。

　全力で駆ける。木々がいったん途絶え、開けた空間に出る。

　二つの人影があった。

　そのうちの一つを見て、グウィンの全身がかっと熱くなった。

「白はく火び殿……っ!!」

　少年は立っていた。生きて、そこにいた。震えるような安あん堵どで足から力が抜けそうになる。

　だがその安堵もすぐに薄れ、グウィンは目の前の光景をようやく認識した。

　白火の体の周りを何かが飛び交っていた。虫の羽音のようなものから、獣の威い嚇かくの声、鳥の羽ばたきのような音、金属音、摩擦音たちが不協和音を発している。

　グウィンの目はようやくその正体を捉とらえた。

　音を発して白はく火びの周りを飛び交っているのは、武器や道具だった。短剣、長剣、斧おの、弓、矢、縄、鎖。

　──《封ほう命めい具ぐ》。

　そのとき、グウィンの脳内にある推測が浮かんだ。道中で見た何人もの倒れた男たち。武具の一切を奪われていた。その奪われたものは、いま目の前に集まっているのではないか。

　白火はどこか悠然と佇たたずんでいる。その両腕を白く燃え盛る炎が包んでいる。腕だけではない、肩を伝い、胸部を這はい、腹を伝い、そして足まで侵食している。

　──白く輝く光そのもの。

　グウィンの本能が、一歩後退させた。そのまま、足が地面に縫ぬい付けられたようになる。紅でも青でもない、何ものにもなりえないような白の焰ほのお。

　それは、《変幻流転》の光に似ていた。だがこんなに目を焼くような強さではなく、こんなに大きく白火の体を焼き尽くそうとするようなものではなかった。

　かろうじて炎を逃のがれているのは首と頭のみで、白火の両眼はグウィンを見ない。弓の女──対たい峙じする敵だけに向いている。

「開け、《天地穿つ矢メテオリト》!!」

　女の険しい叫びが響く。

　グウィンはようやく呪じゆ縛ばくを解かれた。女はたった一人でこちらを襲ってきた弓兵だった。おそらくは《十二刃》の一角。

　その手の長弓が不自然に発光し、放たれた矢が白火を狙って飛ぶ。

「やめ──!!」

　グウィンは叫び、飛び出した。だが一瞬の遅れの間に、女は人間離れした速さで第二、第三矢を番つがえて放った。

　矢は一度高く飛び上がり、曲線を描きながら、白火めがけて急降下する。

　その最さ中なか、矢はひとりでに爆はぜて何倍にも分裂し、降り注ぐ黒い雨になる。

　第一矢は直進し、他は矢の雨となって白火を包囲する。

　グウィンは自分の口から悲鳴があがるのを遠くで聞いた。

　無数の矢は白火を貫き、撃ち、砕くだく──。

　だがグウィンの絶望は、現実にならなかった。

　白火を囲む《封命具》たちは即座に反応し、王を守る兵のごとく、矢をことごとく打ち落とし、あるいは相殺する。

　それらを一いち瞥べつすることもなく、白火は地を蹴ける。残った《封命具》が追つい随ずいする盾となる。

　グウィンの目には、まるで白い炎が地を迸ほとばしるかのように見えた。

　弓兵の女に一瞬驚きよう愕がくが見えたのも束つかの間ま、すぐに新たな矢を放つ。そして構えを変えた。

「閉じろ、《天地穿つ矢メテオリト》！」

　その叫びと同時に、女の弓が姿を変えた。剣のような姿に変へん貌ぼうする。

　白はく火びの周りの《封ほう命めい具ぐ》は再び矢のことごとくを相殺する。だがそれで数が尽きた。

　女は、懐ふところに飛び込んでくる丸腰の敵をたやすく迎え撃つ。

　グウィンは手を伸ばす。届かない。絶望的に遠い。

　白火は止まらない。何の武具も防具もないまま、ただその白く燃える腕を伸ばす。

　そして玩具おもちやに手を伸ばす子供のように、女の剣を無防備に摑んだ。

　女はそのまま剣を引いて指ごと引き切ろうとしたが、白火は更にもう一方の手でも摑つかむ。

　女の顔が、今度こそ驚きよう愕がくに染まる。

　グウィンもまた白火の正気を一瞬疑った。

　だが次の瞬間、剣が白い炎に包まれた。昼の到来を錯覚させるほどの激しい光を発し、燃え盛る。

　その火の熱さに耐えかねたように女の顔が歪ゆがみ、肩まで震わせた。それでも手は《封命具》を離さない。

　女は罵ば倒とうと呪のろいの言葉を吐き、白火の手を振り払おうとする。

　──刹せつ那な。

　硬質なものが砕くだけ散る音が夜にこだました。

　白き炎に包まれながら、剣が千々の欠片かけらとなって落ちてゆく。

　女は棒立ちになった。その手から、砕かれた武器がこぼれ落ちていった。破片となり地に落ちてもなお白い炎は消えず、欠片も許さぬかのように燃え続ける。それは光る小石が飛び散っている様に似て、グウィンは束つかの間ま、状況も忘れて見入った。

　足元に点々と転がる光の儚はかなくも妖あやしい美しさは、なお消えぬ火の激しさとは相反する。

「あ、ああ……」

　女がかすれた声でうめき、膝ひざから崩れ落ちた。震える両手を伸ばし、武器だったものの残ざん骸がいに触れる。拾い集めようとして手からこぼれ落ちる。

　やがて地面に転がる光は一つ、また一つと消えてゆき、欠片さえ灰に還かえったことを知らしめた。

　白火はそれを見下ろしている。女に追撃する様子はなく、女もまた立ち上がろうとさえしなかった。

　白火の腕はまだ煌こう々こうと燃えている。うつむく横顔は、どんな表情をしているのか何を見ているのかわからない。だがその手は燃やすべき新たな薪まきを探し求めているかのような──。

　ふいにグウィンの体が震えた。

　──白火を、おそろしいと感じた。

　そんな自分に驚き、否定する。グウィンは一歩踏み出す。足がようやく動いて、白火のもとへ走る。

「白はく火び殿……っ!!」

　呼びながら駆け寄って、手を伸ばす。

　白火はゆっくりと顔を上げてグウィンを見た。目が合う。

　その目を見たとたん、グウィンの足が凍りつく。

　わずかに蒼あおのまじった黒の両眼──そこにあるのは、奈な落らくだった。体のほとんどを輝く火に覆われていながら、その双そう眸ぼうは底なしの闇やみだった。いかなる光も反射せず、見る者をひたすらな虚無に飲み込もうとする。

　それは、グウィンの知っている白火の目ではなかった。これまで白火がどんなに怠たい惰だなところを見せても、疲れたような顔をしても、そこには光があった。意思の輝きがあった。

　なのにいまグウィンの前にある顔は、目のほかに眉も唇も、一切動かない。いかなる表情も絶え、まるで死人のような──。

　だがグウィンは身震いとともにその妄想を振り払い、一歩踏み出した。

「白火、殿……？　どこか、怪け我がでもしたのか……？」

　そう声をかけながら、近づく。距離を詰めてからようやく、白火の額に新しい傷があり、その両足にも怪我を負っているのがわかった。グウィンは息を詰めた。胸が苦しくなる。

　白火はゆっくりと腕を持ち上げ、グウィンへ伸ばした。

　グウィンは自分の手を伸ばして応こたえる。触れる。

「さあ、帰ろ──」

　そうこぼしたとき、グウィンは突然手に熱を感じた。──白火に触れられた箇所に。

　白火の手が左手首をつかんでいた。指が食い込んで、痛みを感じた。そこから白い焰ほのおがグウィンの手へ移り、這はい上がっていく。

　グウィンの頭は真っ白になった。

　なぜ。どうして。

《変幻流転》。命とものを融合させる力──その顕現たる白い光炎。

「白火殿!?　やめよ！　何をする……っ!!」

　白火の手を振り払おうとする。だが白火の手とは思えぬ異常な力でつかまれ、払えなかった。食い込む指に手首が軋きしむ。

　白火のもう片方の手に、何かが握られていた。

　刃はが欠け、ひびが無数に入り、もはや役目を終えた短剣。その短剣もまた、グウィンと同じように白い焰に包まれている。

　グウィンは唐突に悟った。

　白火は、自分とあの短剣を《封命具》にしようとしている。

　選び抜かれた基材とではなく、何の感情も、何の理由もなく、約束の履り行こうですらなく──。

「──っやめよ白はく火び殿!!　やめてくれ!!」

　グウィンはもがいた。白火を突き放して逃のがれようとする。だがかなわず、手て酷ひどい裏切りを受けた衝撃で視界が滲にじんだ。かつてない恐怖と悲しみが全身から力を奪う。

「いやだ……っ！」

　こんな形で、終わるのはいやだった。敵と戦って相討ちになるのでも、大義のために命を落とすのでもなく、何もなすことができないまま、信じていた者に突然命を奪われる。ただのもの同然に──。

　こんな形で、白火と永遠に別れるなどいやだ。

　白い炎が体を侵食し、絶望を広げてゆく。耐えきれず、グウィンは強く目を閉じた。唐突な終わりをまったく受け入れられないまま──。

　ふいに、音の連なりがグウィンの耳を打った。風に乗って流れる旋律は現実から離脱しかけた意識を引き戻し、力づけ、鼓こ舞ぶする──遠くから聞こえる、アミラの声。

　歌は、まだ続いている。

　自分の助けも求めぬまま、ひたすらに白火を想おもい、祈っている。

　グウィンはもう片方の手で目元を拭ぬぐい、白火を見つめた。

「白火殿！　しっかりしろ！　妾わらわのことがわかるか!?」

　虚うつろな目の少年は答えない。その身を苛さいなむ炎は微み塵じんも衰えず、白火自身を薪まきにするかのように燃えている。

　その光炎はこちらの呼びかけも姿も一切を遮しや断だんしてしまう──。

「──っこの歌が聞こえるか！　貴殿のための……、アミラ姫の歌だ!!」

　自分の体が火に覆われるのを感じながら、グウィンは叫ぶ。火が体の内側にも入り込んでくる気がした。本能が、逃げろと訴えている。死がこれほどまで近くに迫っている。

「白火殿!!　正気に戻ってくれ!!　妾の……妾たちのところに、戻って来てくれ!!」

　喉が嗄かれるほどの大声をあげ、グウィンは飛び込む。逃げるためではなく、白火にもっと近づくために。両腕を伸ばし、火の向こうにある体を抱きしめた。
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　体中の熱が逃げてゆき、冷たさだけが残っているようだった。

　ひどく暗く凍えるような場所に、白火の意識は漠然と漂っていた。溶けかかった氷のごとく、ぼんやりと自分の意識はあるものの、端から急速に溶けてゆく。

　何をしていたのか。何があったのか。

　何かおそろしいことが、避けえぬ危機があったことだけは覚えている。

（……《封ほう命めい具ぐ》──）












　だから、そう、《封ほう命めい具ぐ》が必要なのだ。つくらなければいけない。

　自分のたった一つの特技。唯一の友人、家族、仲間、信頼し愛情を注ぐ相手。決して裏切らない強く美しいもの。

（つくらないと……）

　その思いだけだった。《封命具》以外に、大切なものなどない。

　白はく火びの意識は長く息を吐いた。その分だけ意識が溶けていき、強い眠気を感じた。寒くて体が重い。目を開けていられない。

　だが、別に起きている必要はないと思った。このまま眠ってしまえばいい。

　かすかな灯ともし火びが消えるときのように、弱く長く息を吐き出したとき──かすかに、目の端に明るさを感じた。何か小さな光が瞬いたように見えた。

（なんだ……？）

　眠りかけていた意識が惹ひきつけられる。集中すると、その光がより強く感じられ、音が聞こえた。

　光──音。

　違う。音が、光を描いているのだ。

　そう理解したとたん、白火は驚きよう愕がくした。次に色を感じ、香りが蘇よみがえり、柔らかな感触があり、音の連なりを感じ、それらが旋律を意味するものだと理解した。

　──歌だ。

　色や香りさえ感じさせる、奇跡のような声。その声が歌っている。五感に訴えてくる。

　そして聞いた。

　──白はく火びさま。

　とたん、体に火をつけられたような熱が戻った。世界のすべてが白くなり──色を取り戻す。




　白火は目を開いた。柔らかく温かなものが体に触れる感覚で、一気に現実へ戻ってくる。強く抱きしめられている。自分の手が、細く熱い手首を握っている。ほのかな、体温と花がまざったような香り、輝く黄金の髪。

「グウィ──」

　名前を呼ぼうとして、白火は愕がく然ぜんとした。自分の腕に《変幻流転》の炎が燃えていた。一方はグウィンの手を握り、もう一方の手はほとんど鉄屑のような短剣を握っている。

　──グウィンを《封ほう命めい具ぐ》にしようとしている。

「っ離れろ!!」

　握っていた手を離し、とっさにその身を突き飛ばす。短剣を投げ捨てる。

　ソウガの姫君は受け身もとらず、まともに倒れた。

「ご、ごめ──」

　白火はひどく動揺し、とっさにグウィンに手を伸ばす。だがその手に《変幻流転》の残ざん滓しが揺らめくのが見え、弾はじかれたように引っ込めた。

　信じられない思いで両手を見る。

　手を覆う火は次第に弱まっていき、白火の中に戻ろうとする。いままで慣れ親しんだその光がまるで別の生き物のように動くのを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　──グウィンをいま、こんなところで《封命具》にするつもりなどなかった。約束を破るつもりなど全くなかった。

　なのに《変幻流転》は白火の意思を無視した。気がついたらグウィンを《封命具》にしようとしていて、それもよりによってあんな酷ひどい基材と一つにしようとしていた。

　それは白火自身の信念を汚し、矜きよう持じを踏みにじり、グウィンという素材に対するこの上ない冒ぼう瀆とくだった。

「……良いのだ」

　静かな声がぽつんと言って、白火ははっと顔を上げた。無意識に、怯おびえる気持ちでグウィンを見る。

　青い目の王女はぴょんと跳ねて立ち上がり、紅の衣の裾を軽く払った。そして腰に両手を当て、白火の顔をのぞきこんだ。

「貴殿が見つかって何よりだ！　まったく……、本当に、本当に心配したのだぞ!!」

　明るくよく響く声に、白はく火びの気持ちはなだめられる。グウィンのその悪戯いたずらめいた笑顔に救われるような気がした。長い金色の髪は夜目にもきらめき、その白い肌は光を集めたかのように見える。

　だが腰に当てられたその手がかすかに震えていることに気付き、白火は声を失った。

　グウィンはなんともないような顔をしたまま、指で頭上を示した。

「この歌が聞こえるか？」

「……歌？」

　白火はまだ呆ぼう然ぜんとしながら、言葉通りに耳を澄ます。するとすぐに、神秘の歌声が聞こえた。

　──この歌、この声。自分を呼んでいた。

「アミラ姫がここまで妾わらわを導いたのだ」

　白火は目を見開いた。遠くから聞こえる奇跡の歌声。これがアミラの声、秘められていた才能だというのか。

　グウィンはこちらを見つめ、微笑ほほえんだ。

「さあ、帰ろう。アミラ姫も迎えに行かなくては」

　手を差し出す。もう震えてはいなかった。

　その眼まな差ざしに、声に、なぜか白火は胸が詰まった。体が熱くなり、無意識に胸に手を当てた。

（帰る……）

　その何気ない言葉が、不思議なほど強く響いた。帰る、というのはそんな場所がある者の言葉だ。

　白火にとっては山奥の、《封ほう命めい具ぐ》と自分だけの小屋がそれだった。自分でつくりあげた、唯一の場所。

　だがグウィンはそこではない場所に帰ろうと言っている。

（そうか……。テンペルに、帰るのか）

　敵に囚とらわれても脱出のことばかり考えて、テンペルに戻るということは考えていなかった。

　あの小屋以外に、自分に帰る場所ができたのだと考えるとひどく不思議だった。なにかくすぐったいような、思いも寄らぬ贈り物をされたような感覚だった。

　アミラやグウィンと共に、帰る──白火は自分でも意外なほど、それをすんなり受け入れることができた。

　だがそのままその場を去ることはできない。

　顔を向ける。

　そこには、かつて弓だったものの灰を手に、跪ひざまずく《射手》の姿があった。






五章　孤独の向こう側






　巨大な塔の形をしたテンペル城でも、牢ろう獄ごくは地下に存在するらしい。

　暗い地下への階段を下りていく。一段進むごとに両足の傷が鈍く痛んで、白はく火びは顔をしかめた。

　階段を下りきると、生温かく悪臭まじりの空気が押し寄せた。どことなく生き物の死し骸がいの臭においに似ていた。

　一本道だった。わずかな灯あかりで左右に鉄格子が並んでいるのが見える。複数の捕虜を収容できるようだったが、いまはほとんどが空だった。

　白火は一番奥へ進んだ。突き当たりの左側の牢の前で止まる。

　鉄格子の向こう、武器はおろか服もまともに着ていないような女が座っていた。

　もっとも、女の衣装ははじめから最低限の部分を隠すだけといったようなものだった。

　女──《十二刃》の《射手》セレネは、白火を認めて笑った。だがその笑みには乾きと疲労が色濃く滲にじんでいた。

「来たね、坊や」

「……白火だ。僕に何の用だ」

「何の用だ？　用がないとでも思ったわけ？」

　セレネは立ち上がり、腰下を手で払った。伸びやかな足で歩き、白はく火びに近づく。鉄格子の前で止まった。

「ねえ坊や……白火。あんた、ほんとに何者なわけ？」

　捕虜の身とは思えぬ気楽さで、セレネは言った。

　予想外の言葉に白火は虚を衝つかれた。

　──グウィンと合流した後、遅れて追いついた捜索隊の者たちが、倒れていた兵たちと自失しているセレネを一気に捕らえた。

《十二刃》の一人を生け捕りにしたことで、ソウガは色めきだった。

　だが捕らえられたセレネは頑として口を開かず、白火を連れて来い、白火になら話をする──と一切ソウガを相手にしなかったらしい。

　ソウガ側は侮られたとしてセレネを処刑しようとし、状況を聞いた白火はなんとかそれを止め、こうして会いに来た。

　セレネは一体何の話をするのか──そうして赴おもむいた結果が、これだ。

　白火は眉まゆ根ねを寄せて女を睨にらんだ。

「……自分の立場、わかってるか？　あんたいま、僕にそんなことを聞ける立場じゃないだろ」

　自分が囚とらわれていたときの反応をそのままやり返す。丸腰の女はぱちぱちと目を瞬かせ、妙に明るく笑った。

「あは！　やられた。言われてみればそうだ。まあ、あたしは敗者だ。そっちの自由にしたらいい。でもね、どうしても気になるんだよ。──あたしの《天地穿つ矢メテオリト》を素手で壊すなんて離れ業わざをやってのけた子供が、いったい何者なのか」

「……だから、ただの孤児。親も兄弟もいないって言ってるだろ。別に隠してるんじゃなくてそれが事実なんだよ」

　白火は苛いら立だちまじりに吐き捨てた。

　──自分が何者であるのか。

　白火自身、それを知らない。知ろうとも思わない。どこの誰から生まれたのか、どこの育ちであるのか、そういったことを知っても今日や明日の自分を生かす糧かてにはならない。大事なのはいまこの時、今日でしかなかった。

　だが白火はふと、思い出した。

　セレネがこちらの足を切ろうとする直前──

『もしかしたら、ね。万が一そうだとしたら、あんたの体は無傷で持って帰らなきゃいけないからさ』

　確かにそう言っていた。

「……あんたには何か心当たりがあるんだろ。言えよ」

　白はく火びは逆に問い返す。だが、本当に聞きたいのはそんなことではないと思い直し、鉄格子に一歩近づいた。

「僕の質問に答えろ。あんたらの《封ほう命めい具ぐ》……オースやあんたの武器をつくったのは誰だ!!」

　嚙かみつくように言うと、セレネは目を瞬かせた。ため息まじりに肩をすくめる。

「まあ、作ってるのが誰かっていうのは、あくまで推測でしかないけどね」

「はぐらかすな!!」

「はぐらかしてなんかいないさ。なんせご本人が一切説明しないものでね」

　答えになってない、と白火は怒鳴る。

　セレネの目が食い入るように白火を見つめた。白火も怯ひるまず睨にらみ返かえし、答えを得るまで今度こそ退ひかないと心に決める。

　そして、《射手》は言った。




「皇帝陛下。沈黙のカース＝〝カリュプス〟＝ディセンド皇帝御おん自らが、《アニマ》を作ったって話だ」




　突然もたらされた答えに、白火の体は急速に熱を失っていった。

「……ただ、陛下はずっと沈黙されている。《アニマ》は《十二刃》のそれぞれが陛下から賜たまわったものだけど、《アニマ》がどこから来たのか、あるいはどのように作られたのか……あたしたちはずっと知らなかった。あんたに会うまではね」

　白火を見るセレネの目に冷たい光が宿る。

「あんたの力を見てあたしが何を推測したか、もうわかったろ。あんたと皇帝陛下は血縁関係にあるんじゃないか。そう思ったわけ」

「──っそんなわけ……!!」

「ない、って言い切れるか？　だってあんた孤児なんだろ？　誰が親なのか知りもしないんだろ？」

　セレネの反論が、白火の言葉を砕くだいた。不意の一撃に、返す言葉もない。

（……まさか。噓うそだろ、そんなことあるわけ……）

　過去の記憶を総ざらいする。この地に来る前──生きるために、鍛冶屋の下働きをしたこと。酷使され、時に逃げ出し転々としたこと。酒飲みで赤ら顔の親方、小こ狡ずるい職人、意地の悪い兄弟弟子──もう名前すらも覚えておらず、ただ殴られ罵ば倒とうされた一場面の中の要素としてだけ覚えている人間たち。

　雨の日の野宿。ごみの山の隣で体を丸めて眠ったこと。そして《封命具》。

《封命具》だけがいつも側にいてくれた──。

　それだけだった。

　白はく火びははじめて、自分の中で明確に覚えていることのほうが少ないことに気付いた。

「もったいないねえ」

　女の言葉で、白火は現実に引き戻される。セレネの顔を見ると、乾いた笑みがあった。

「あんたと皇帝陛下が組めば、いまごろ世界は一つになってただろうに」





　＊






　アミラは胸に手を当てた。その手は強こわばり、鼓動が速すぎる音を打っているのを感じた。だが、それは自分が生きていることの証あかしだった。

　生き延びた以上、向き合わなくてはいけないことがあった。

　テンペル城内の小部屋に向かう。その部屋の前には屈強なソウガ戦士がいて見張りをしていた。見張りはアミラの姿を認め、少し驚いたような顔をした。しかしすぐに眉をひそめ、苦々しい顔になる。

「……処罰が決まるまであの子供をここから出すわけにはいきません。敵のもとへ走ったわけですから──」

「わ、わかっています。ただ、話をさせてください。あの人は……《獣の末裔テイア・メンシユ》に敵対しようとして、敵に寝返ったのではありません……」

　アミラは必死に弁明する。

　──白火とグウィンが助けに来てくれたとき、同じくして他のソウガ戦士たちにカダルは捕らえられた。

　他の人間と同様捕虜になったが、同じ《獣の末裔》ということとカダルが子供であるということを考慮して牢ろうへの投獄は免れた。他の捕虜よりはるかに恩情ある処置だ。

　だから気持ちが逸はやっても、すぐに解放してくれとは言えない。

　そして、カダルと話し合うのは、カナリアの長おさの娘である自分の役目だった。

　ソウガの男はかすかにうなるような溜ため息いきをついた後、体を横にずらした。

「──手短にお願いいたす」

　アミラは深く礼をして、部屋に入った。

　部屋の中には、アミラの右側に質素な寝台、左側に小さな机があった。やや殺風景だが、掃除はされているとわかる。

　奥には小さな窓が一つあり、カダルは椅い子すをそこに置いて座り、窓の向こうを見つめている。

　アミラは声をかけるのをためらった。緊張で、いまにも心臓が飛び出してしまいそうになる。だが自分を奮い立たせて、口を開いた。

「あの……」

「何しに来た」

　カダルは振り向かぬまま、低い声で言った。ひどく気分を害したと言わんばかりの態度にアミラは怯ひるむ。

「オレを笑いに来たのか」

「ち、違います！　わたしは……あなたと、お話がしたいと思って来たんです」

　アミラが言葉を絞り出すと、カダルははじめて振り向いた。

「話？　いまさら何を？」

　アミラを見る目には疑念が滲にじんでいた。いまやその顔には、怒りや軽けい蔑べつよりも疲労や諦てい念ねんのほうが色濃く見えた。

　アミラは静かに深呼吸して、続けた。

「……妹さんの、ことです。本当に……ごめんなさい」

　両手で胸を強く押さえながら、深く頭こうべを垂れた。

「──っやめろ！　いまさら何を……!!　オレたちを馬鹿にする気か!!」

　ガタンと椅い子すが床に倒れ、カダルが立ち上がる。

　だがアミラは頭を垂れたまま唇を引き結び、黙って受け止めた。もう逃げない。そう決めたのだ。過去の自分の怠たい惰だと無知を言い訳するつもりはなかった。

「やめろ！　やめろよ……っ!!」

　少年の叫びが、やがて悲鳴のような声に変わっていく。

　それでもアミラが何も言わずにいると、カダルはよろめくように後退して、窓の側の壁に背をぶつけた。ずるずると崩れ落ち、座り込む。

　沈黙があった。それから、引きつった声が言った。

「……何もかも捨てて人間ナールなんかの下について、その結果が、これかよ」

　乾いた笑いまじりにカダルはつぶやく。

　アミラはゆっくりと顔を上げた。

　膝ひざを立てて床に座り込んだカダルは、背を壁に預けたまま、両手を膝の上に乗せていた。

「強さだけが取り柄かと思ったらあいつら……その強ささえもないのかよ」

　カダルは弱い嘲ちよう笑しようを見せ、自や棄けになった目をアミラに向ける。

「おれは人間側にいたし、姫あんたを殺そうとした。なのになんでおれを殺さない？」

　アミラは返答に詰まった。カダルの口く調ちようはまるで、殺されることを望んでいるかのようだった。

「……わたしに、そんな権利はありません……。それに、目の前で同胞が命を落とすのは……もう、いやです」

　釘くぎの打ち付けられる音、悲鳴、目を射るような鮮紅。アミラの声は震えた。

　──謝りたかった。

　助けられなかった同胞たち。ただ見ていることしかできなかった。

　もう会えない。二度と謝ることはできない。その後悔を、目の前の相手への謝罪に重ねているのかもしれなかった。

　カダルは膝ひざを抱え、顔を埋うずめた。

「あんたが……、じゃあオレは、誰を憎めばいいんだよ」

　くぐもった声に、アミラははっとした。

　カダルはいまにも泣き出してしまいそうだった。憎しみという張り詰めた糸が切れて、脆もろく揺れている。

　アミラにはどうすればいいかわからなかった。だが自分を憎むことでカダルが救われるなら、いくらでも憎んでほしかった。

　カダルのために、同胞のために何かがしたかった。

　アミラは勇気を振り絞って言った。

「わたしに、何かできることはありませんか」

　カダルは答えなかった。顔も上げない。

「償つぐなえと仰おつしやるのなら、それでも……」

「やめろよ!!」

　こもった叫びがアミラを遮さえぎる。

　アミラは唇を引き結ぶ。自分にはやはり何もできないのか──その無力感が体を苛さいなみ、押しつぶされそうになる。

　お互いに無言だった。少しの間の後、カダルが顔を隠したまま言った。

「もう、いい。あんたを恨んでも、人間なんかについて強さを求めようとしても、結局あいつは戻ってこない……。オレがいまさら何をしようと、意味がない」

　声はかすれ、力を失っていた。

　アミラはとっさに否定しようとする。カダルにすべてを捨てるようなことはしてほしくない。だがカダルの悲しみと痛みの原因は自分にあって、彼の言葉を否定する資格などなかった。

　少年は、ゆっくりと顔を上げた。目の下は暗く、頰は少しこけている。

　アミラを見る目には、弱く剝むき出だしの少年の魂があった。

「歌ってくれ」

　カナリアの姫君は目を見開いた。目の前の相手の両眼には、懇こん願がんめいたものさえ浮かんでいた。過去の姿と一瞬重なり、揺らいで離れる。

「一度でいい。妹のために、弔とむらいの歌を……頼む」

　そう言って、カダルは頭こうべを垂れる。

「か、顔を上げてください……っ！」

　アミラは慌てて言い、ぎゅっと胸を締め付けられるような苦しさを覚えた。

　自分にもできることがある──カダルがそれを望んでくれている。目の奥が熱くなった。

「……はい」

　アミラは胸を押さえていた両手を解ほどき、息を吸った。

　──鎮魂歌。

　思いのすべてを歌に変え、最初の音を紡いだ。





　＊






「白はく火び殿!!　こんなところにいたのか！」

　その声で、白火は漫然と緑の葉を見つめていた目の焦点を結んだ。のろのろと顔を向けると、ソウガ王女の姿があった。ぱっと、金色と赤の大輪の花が咲いたように錯覚する。

　ソウガ城にはいくつか庭があって、色とりどりの花が植えられている大きな場所の他に、白火がいまいるような、木や草の緑がほとんどで渋い外観の庭もある。そこには意外に《獣の末裔テイア・メンシユ》たちが来ない。ソウガの戦士がよく集まるのは鍛錬場で、ソウガの女性は花の多い庭のほうに集まるからだ。

　白火はそういった人気のない場所を覚えて逃げ込むのだが、なぜかグウィンには見つかってしまう。どうやらソウガの王女は探しものがうまいらしい。

　ふいに、グウィンは深々とため息をついた。だがその息が少し震えているようで、白火は驚いた。

「……いきなり姿を消すでない。心配するではないか」

　そう言って白火の隣に腰を下ろす。

　なんだかちょっと近い、と白火は思った。グウィンでなければ確実に逃げているような距離だ。

「いまや貴殿はソウガの中でもとりわけ勇ゆう敢かんであり、仲間のために一人で強大な敵に立ち向かう気高き戦士なのだぞ」

「……は？」

　白火は思わず振り向いた。だがグウィンは両りよう膝ひざを抱えるように座り、特に面白みもない庭を見つめている。金色の尾は不安げに腰に巻き付き、金色の耳はどことなく垂たれ気ぎ味みだった。その姿はいつもより一回りも二回りも小さく見える。

「……なんだよ？」

　白火の目にさえ、グウィンの様子がおかしいことはすぐにわかった。

「う、うむ……」

「何か言いたいことがあるならはっきり言え」

　グウィンは否定とも肯定ともわからぬ微妙な首振りをしたあと、体を縮めるようにぎゅっと膝ひざを抱える。

「……すまなかった」

　白はく火びは目を見開いた。なんのことかわからなかった。どういう意味かと思っていると、金の三角耳が伏せられた。

「あのとき……《十二刃》を前に、貴殿を、置き去りにした」

　その声に必死に自制するような響きを感じた。声の様子と内容が一致せず、白火はまじまじとグウィンを見た。そして、肩の力を抜いた。

「なんだそんなことか」

「そっ……そんなこと!?　そんなこととはなんだ!!」

　グウィンは声を裏返らせ、ばねのように立ち上がった。驚きよう愕がくの顔で白火を見下ろす。

　白火もその勢いに圧倒され、たじろいだ。が、すぐに座り直す。

「あの場ではああするしかなかっただろ。僕もそのつもりでやったし、ああしなきゃ全滅してただろうし」

「しっ、しかし……!!　それでは貴殿が命を落としていたかもしれないのだぞ!!　いくら気高く勇ゆう敢かんな行為とはいえ……！」

「自分のことは自分でどうにかする。逃げるにしても一人のほうがやりやすいだろ」

　ずっと一人で生きてきた白火にとって、それは当前の真理だった。誰も自分を助けてはくれない。何をするにも自分で自分を助けるしかない。

　だがグウィンは両目を見開いた。その瑠る璃り色の瞳がふいに歪ゆがんだかと思うと、うつむく。

「……それでも、あんなことはいやだ。二度と、いやだ」

「まあ……僕も二度と経験したくはない。次も今回みたいに運が良いとは限らないし」

　白火はグウィンの反応を訝いぶかしみつつ、素直に答えた。

　うつむいたまま、ソウガの王女はうなずいた。

「妾わらわは……、妾は、もっと強くなる。貴殿一人に背負わせないように、貴殿に頼りにしてもらえるように……」

　絞り出すような声の後、息を吸い込む音が聞こえた。

　グウィンは顔を上げる。青玉サフアイアのような目が白火をまっすぐに見つめた。

「貴殿のことを護まもれるように……もっと、強くなる」

　そう告げて、グウィンは唇を引き結んだ。倒れていた耳が開き、立ち上がっている。

　白火は目を瞬かせた。言葉は出てこなかった。こちらを見つめるグウィンのひたむきさには、何か圧倒されるようなものがあった。

　白火はしばらく返答に窮した後で、ふいに、自分こそが謝らなければならないという思いに駆られた。

「──謝るなら、僕のほうだろ」

　ぽつりと言うと、今度はグウィンが意表を突かれたというような顔をした。

「悪かった。いきなり、《封ほう命めい具ぐ》にしようとして」

　──それも、ひどい基材と一緒にしようとした。

　言葉にすると、それは白はく火びの中に重い事実となって澱よどんでいった。碧へき眼がんの王女はぱちぱちとその目を瞬かせたあと、ことさら明るい声で答える。

「なんだそんなことか！」

「……ってなんだその反応！　これでも僕は結構気にして……！」

「妾わらわは気にしてない！　だって、あれは正気の貴殿ではなかったのだ。そうであろ？」

　予想外にあっさりした反応をされて、白火は拍子抜けする。それ以上は言えなくなった。

　──だがあのとき、グウィンの手が震えていたのを確かに見た。

　なのに、いま目の前でいつも通りの快活な表情を見せてくれるグウィンはまぶしかった。その白い肌よりも瑠る璃り色の目よりも、黄金の髪よりもまばゆいものが、グウィンの内側から光を放っている。

（……ありがと）

　白火は心の中で、そうつぶやいた。

「むしろ気になるのは貴殿の体のほうだ！　本当に大丈夫なのか？　その、怪け我が以外に……」

「体は別に、平気だ」

「そうか。う、うむ……。あのように、正気を失うような感覚には……たまになるのか？」

　グウィンが気遣うように聞いてきて、白火は一瞬黙った。

　──どうやら自分はちょっとおかしくなっていて、その間にセレネの《アニマ》を破壊し、それからグウィンにも手を伸ばしたらしい。

　その記憶がまったくなかった。思い出しても、斧おので足を斬きられそうになった後は、グウィンを《封命具》にしようとした場面になっている。一番肝心な、セレネの《アニマ》を自分の手で壊したなどという場面を覚えていないのだ。だから自分がそれをやったことをいまだに信じられなかった。

「……わからない。前にもあんなふうになったことはない……と、思う」

　言ってから、白火は自分の中で何かが大きく揺らぐのを感じた。

　──あんな奇妙で気持ち悪い状態にはそうそうなったことはない。

　過去には一度もない、と思った。だが本当にそうなのか。

（……覚えてることのほうが少ない）

　まして、記憶が抜け落ちるなどという状態を経験したいま、覚えていない過去の中に何があったのかを知ることはできない。

　過去にも同じようなことがあって、それを覚えていないだけではないのか。

　そう考えたとたん、喉にものが詰まっているような、胸をかきむしりたくなるような気持ち悪さを感じた。何の意味もないと思っていたはずの《今日より前》が、突然牙きばを剝むく。

「……あ、あまり気にするでない！　貴殿が無事であればそれでよいのだ。もしまた何かあったら妾わらわがまた貴殿を止めてみせよう！　それこそもっともっと強くなって、貴殿を殴り飛ばしてでも正気に戻すぞ！」

「……そこは殴るんじゃなくて別のやり方がいい」

「うぬ!?　蹴けりのほうがよいのか!?　それとも投げ飛ばす!?　よき気迫だ!!」

「なんでそっちへいく！　根本的に暴力はやめろ!!」

　思わずそう突っ込んでから、白はく火びはやや息切れした。だが少し気持ちが軽くなっていることに気付いた。

　再びグウィンがすとんと隣に腰を下ろす。

「まあよい。それで、あの人間ナールは貴殿に何を言ったのだ？」

　あの人間、というのがセレネを示しているのはすぐにわかった。グウィンにしてはちょっと珍しいほど刺とげ々とげしい声だった。

　白火は足元の短い草をむしって、投げた。

「……《十二刃》の《封ほう命めい具ぐ》をつくったのは、皇帝本人らしいって話だった」

　グウィンは勢いよく白火に顔を向けた。形の良い唇が開いたが、目も見開いたまま硬直している。

「つまり僕以外に、ディセンドの皇帝をやってるやつが《封命具》をつくる力を持ってるってことだ。それ以外に、皇帝がどんな奴やつなのか、まだ情報がない」

　草をつかんでは軽く引っ張り、離す。

　グウィンはようやく正気に戻り、飛び跳ねるように立ち上がった。

「ちょ、ちょっと待て！　それは本当なのか!?」

「あの女が噓うそをついていなければ」

「とんでもない情報ではないか!!　カース本人にそのような力があるなどと……!!」

　興奮するグウィンを傍かたわらに、白火は小さな庭を見つめていた。握っていた草に手の温度が移って生ぬるくなり、離す。

「……他に、何か言われたのか？」

　ふいにグウィンが声を抑えて続ける。白火はぼんやりと緑を眺めたまま続けた。

「……血縁関係があるんじゃないか、って言われた。同じ力を持ってるから。僕とディセンドの皇帝」

　ソウガの王女が息を吞のむ音が聞こえた。

　淡い風が、庭の草を揺らす。

「まさか！　そのような、ありえない!!」

「……普通に考えたらな。でも僕はわからないから。どこのどいつが僕を生んで捨てたのか、そいつがどこかで生きてるのか死んでるのか、いま何をしてるのかもわからない」

　言いながら、白はく火びはセレネの言葉が毒のように体に回っていることに気付いた。疑いという毒は、一度染まれば、あとは延々と付き合わされることになる。真実を手にしない限りそれを止とめられない──。

「色々、昔のことを思い出してはみたけど、ほとんど忘れてるんだ。空白ばっかりで、いやな奴やつ、むかつく奴の一部だけ書かれてる紙みたいな感じで」

　記憶に生じる空白。もはやそれは断絶に等しかった。何一つ覚えていない。

「……まあ、どうでもいいことがほとんどだったってことかもしれない」

　大したことではない、と白火は自分に言い聞かせる。きっと覚える価値もないようなことだったのだ。何の問題もない──。

「白火殿……」

　そうつぶやいたグウィンの声が妙に耳に染みて、白火はいたたまれなくなる。

　だがふいに、どこからか声が聞こえてきて互いにはっと顔を見合わせた。美しい旋律、胸を打つ歌声。

「これ……もしかしてアミラか？」

　思わず立ち上がり、歌の聞こえてくる方向を探す。──グウィンたちに合流してから、まともにアミラと話をしていなかった。

　遠くから聞こえてくる歌は、美しさの中に透明で染み入るような悲ひ哀あいを感じた。聞く者の耳に添い、意識をなだめる。聞いている白火でさえ、聞きき惚ほれながらも言いようのない哀かなしさを感じる。──これは誰かを悼いたむための歌だ。

　心を震わせる見事な声をもっと聞きたくて、白火はふらふらと音源を探して歩き出す。

「……こっちだ！」

　金色の耳をぴんと立てたグウィンが白火を引っ張り、音源を探るように見回しながら進んでいった。




　ソウガの城は風に乗った悲しくも美しい調べに満たされて、白火には城内がどことなく厳げん粛しゆくで慎ましやかな空気に変わったように感じられた。鍛錬場の方向から聞こえてくる声も、どこか遠慮がちに響く。

　グウィンの後についていくと、見張りのいる小部屋にたどりついた。

　見張りの男はソウガ王女の姿に焦ったような様子を見せたが、グウィンは無理に入ろうとはしなかった。白火は怪け訝げんに思って自分が部屋に踏み込もうとしたが、グウィンに止められた。

「……アミラ姫の用が済むまで待つのだ」

　部屋の中にはカダルが軟禁されているとのことだった。白はく火びは驚く。カダルはアミラを憎んでいるようだった。そんな相手と部屋の中に二人きりにして大丈夫なのか──白火はそう説明したが、グウィンは短くうむ、と答えた。

「この期に及んで、なお同胞に対して危害を加えようとは思わぬだろう。それにこの歌が聞こえていることが、何よりの証あかしではないか？」

　そう言われれば白火も納得し、いったん引き下がった。




　カダルのいる部屋から少し離れ、廊下の壁際に寄って待つ。窓に肘をついて外を眺めていると、歌が止やんだ。白火とグウィンがそのまま待っていると、アミラの姿が見えた。

　アミラはすぐにこちらに気づき、黄色の両目を大きく見開いた。

「白火さま……！」

　駆け寄ってくる。白火は少し慌てて、とっさに手を伸ばしてしまった。アミラは走るのが苦手なのだ。

　だがカナリアの姫君は白火の姿に目を奪われたようで一心に走って手を伸ばし、白火に触れた。

「お体はもうよろしいのですか？　傷は……」

「ああ、そんな深い傷じゃないし。大丈夫。アミラは……平気か？」

「はい」

　アミラは控えめに微笑した。白火は目を細めた。アミラは見るからに華きや奢しやで繊細な少女だったが、なぜかいまはその輪郭がいつもよりはっきりしているように感じられた。黄色い目には意思の輝きが、微笑ほほえむ唇には豊かな感情が表れている。

「……歌えるようになったんだな」

　白火が言うと、アミラはちょっと驚いたような顔をした。そして、はにかんで言う。

「白火さまのお陰です。それに、この髪飾りが……声を、増幅してくれて」

　小さな指が、長い髪を飾る銀月に優しく触れた。《音響石》は喜びを表すかのように明滅し、かすかな反響音を発している。

　アミラと髪飾りの調和は見るからに完璧で、白火は誇らしくなり、同時に少しこそばゆくなった。

　アミラはじっと白火を見つめた。ふいに大きな瞳が潤む。

「ど、どうした」

「いえ……本当に……、ご無事で、よかった……」

　カナリアの姫君はうつむき、涙を拭ぬぐった。かすかに震える声は静かに白火の胸に染みて、アミラの抱いていた不安や恐怖の大きさをうかがわせた。

　うつむく小さな白い頭はいじらしく、白はく火びは思わず手を伸ばした。そっと触れる。

「……ありがとな」

　自分の行動に遅れて驚きながらも、つぶやく。アミラは少し目を丸くし、だが涙まじりの声で、いいえ、と答えた。白火は手を引っ込めた。

　──こんなふうに、泣くほど自分を案じてくれる存在がいる。

　そう思うと、不思議な気持ちになった。アミラが、こんなにも早く歌を取り戻せた──それだけの強さがあったことにも驚かされる。自分がそこに関かかわったらしいと思うと、何かくすぐったいような感じがした。

　自分を探し、身を挺ていして自分を止め、帰ろうと言ってくれたグウィン。

　歌を取り戻し、その声で助けを呼び、自分を呼び戻してくれたアミラ。

　その事実は、白火の中で感じたことのない温かさとなって体を満たした。

　どこか穏やかな沈黙が生じ──いきなり破られた。

「……うぬ!!」

「うぉ!?」

「きゃ……!?」

　白火はいきなりグウィンに抱きつかれた。アミラが目を丸くしている。

　グウィンの右腕は白火を、左腕はアミラを引き寄せて、ぎゅうぎゅうと二人とも抱きしめようとしていた。

「なんというか……うぬぬ!!」

「な、なんだよ！　離せ！」

「いやだ！　だいたい貴殿は、もうちょっと妾わらわにも優しくすべきだ!!」

「何言ってんだ!?」

　白火は逃のがれようとしたが、グウィンは手加減を知らぬ子供のようにぎゅっと抱きついてくる。

　小柄なアミラは忙せわしなく瞬まばたきをした後、何を思ったのかおずおずと両手を伸ばした。右手をグウィンに、左手を白火に伸ばして同じように抱きしめ返そうとする。

「うむ……みんな無事でよかった！　もう誰も欠けてはならぬ！　無理したり心配させてはならぬぞ!!」

「……は、はい」

「それを言うためにこの体勢要らないだろ!?」

「とても必要だ!!　必ひつ須すだ!!　貴殿、怖おじ気けづいたか!?」

「何がだよ!?」

　グウィンは強硬に意味不明な反論を繰り出す。白火は混乱したが、弱い力とはいえアミラにまで囲まれてしまっては抜け出しにくかった。












（なんだよこれ……）

　まったく意味がわからない。

　アミラの細く壊れてしまいそうな肩や腕は振り払えないし、グウィンのやたら弾力に富んだ柔らかいものや体温の高い体には気が散るし、とても困る。

　困る──が、なぜか嫌ではなかった。

《封ほう命めい具ぐ》に関すること以外は諦あきらめの早い白はく火びは、いまも早々に抵抗をやめることにした。

　静かに息を吐いて、仕方ないよな、と心の中で思う。

　そう、仕方ないのだ。これは不可抗力なのだから。

　アミラの細い肩に、グウィンのしなやかな背に、ぎこちなく触れた。

　もしかしたら、上等な毛布や絹の敷布に包まれたらこんな感覚なのだろうか──。

「姫様──っ、て、ああああああああああ」

　ダナの元気すぎるほど元気な声が聞こえてきて、白火はびくっと腕を引っ込めた。

（や、やばい……!!）

　逃げなければ、と本能が叫ぶ。だがグウィンとアミラの包囲を抜け出すことはできず、ダナの接近──それから直撃を免れなかった。






あとがき






　はじめまして、二度目以降の方はありがとうございます。永なが野の水みず貴きと申します。

　みなさまのおかげで「引きこもり英雄と神獣剣姫の隷属契約」の二巻を出すことができました。圧倒的感謝……!!　とても嬉うれしいです。

　そして今回、あとがきを３ページもいただけることになったので、何を書けばいいのかと冷や汗だらだらなのですが、ネタバレをあまりしないようにしつつ書いてみたいと思います。




　表紙に描いていただいたように、今回は「アミラがんばる」がテーマでした。

　おとなしめ女子可愛かわいいよな～、いざっていうときにがんばる姿とかめっちゃ可愛いよなー！　と下心的なものがてんこもりになっております。

　そもそも華きや奢しや女子可愛い。小柄女子可愛い。

　可愛いしか言えないのかという感じですが、鈴すず城しろ先生のアミラが可愛すぎるので、ひたすらこんな感じで書いておりました。でもみんな可愛い。

　鈴城先生の女性キャラはみんな素晴らしいですが、永野は特にグウィンの脇も好きです。あと太もも。一巻の表紙も最高なので、もしお手元にまだない方はぜひ！（宣伝）

　ちなみに永野はぼっちなのでどれだけ眺め回しても周りから白い目で見られる心配もありません！　絶対的安全地帯！

　ですが、しばしば心が軋きしむのでこんなふうになるのはおすすめはしません。

（※こんな大人になってはいけない）

　かわいい女子大好きですが、美人できりっとした感じの女子／女性も大好きです。

　セレネは思いっきり、「筋肉女子の健康美最高」という邪念がだだもれました。

　引き締まった腕とか腿ももとかすらっとした足とか最高だと思いませんか。

　なにより平らなお腹なかには惚ほれ惚れします。だれかわかってくれるはず……!!　ビキニの似合う筋肉女子、健康美に満ちあふれていてたいへん素晴らしいと思います。

　鈴城先生が素敵なデザインにしてくださって、拝みました。




　……「永野の好きな女子／女性」みたいなのを語ると延々とあれな感じになるのでこのあたりで我慢しておきたいと思います。




　女子ばかりについて語っていますが、主人公の白はく火び君も結構いろんな野望やら願望が詰まっています。

　なにより生き物全般にもてる（懐なつかれる）という隠れ特殊能力もち。

　可愛かわいいもふもふやかっこいいあれやこれやにもてまくるのかと思うと普通に羨うらやましいような気もします。総ハーレム！

　白はく火び君の動きを追いつつも、なにかをつくる、ということは精神の動きとかなり密接に関係しているよなぁというのを改めて思うのでした。

　……その結果、「引きこもる時間は大事だ」と感じました。

　きっとこれからも白火君は全力で引きこもりタイムを守ろうとするのだと思います。




　全体的にちょっと何を言ってるのかわからないあとがきですが、女子の「ここが好き」的な同士の方がいたらうれしいです！




　最後に。的確なアドバイスでいつも助けてくださる担当さま、引き続き超美麗イラストで助けてくださった鈴すず城しろ敦あつし先生に感謝です。

　たくさんの方に助けていただいております。

　そしてここまでお読みくださったみなさまにも感謝！

　またどこかでお会いできたら嬉うれしく思います。


二〇一七年八月　永なが野の水みず貴き











　著者

　永野水貴（ながの・みずき）

　　迷子系物書きです。

　　最近はぼっち具合までこじらせています。




　イラストレーター

　鈴城敦（すずしろ・あつし）

　　フリーイラストレーターの鈴城と申します。

　　ゲームのキャラデザインやエロゲーのグラフィッカー、雑誌掲載など、イラストのお仕事を多数やらせていただいています。




　　今回表紙のイラストの通りアミラが主役なので、とにかくアミラをかわいく！かわいく！描きました。

　　新キャラクターも加わってますます選びたい放題です！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／鈴城敦

　　装丁／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）
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